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はじめに

　「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」という今回の事業
のテーマは、昨今の地域共生社会の実現という文脈からも総論的には肯定的
にとらえられる考え方であると思います。一方で、「（社会的）孤立」に関す
る個別の事例に関わる時、ついつい「支援困難（事例）」といった表現で、
あたかも、「（社会的）孤立」の原因が本人やその世帯にあるかのように捉え
てしまうことがあるようにも感じます。
　2000 年に出された、「社会的な援護を要する人々に対する社会福祉のあ
り方に関する検討会」の報告書では、「すべての人々を孤独や孤立、排除や
摩擦から援護し、健康で文化的な生活の実現につなげるよう、社会の構成員
として包み支え合うこと」をソーシャルインクルージョン（社会的包摂）と
定義づけました。この考え方は、「（社会的）孤立」とは、地域社会の在り方
そのものに起因するものであり、だれもが陥る可能性を秘めた事柄であり、
まさにすべての人が “我がこと ” として捉える問題であると考えます。
　今回、全５回のオンライン研修でご報告いただいた実践報告は、本人の困
りごとや地域の課題に着目し、本人自らがその解決に向け前に向かう気持ち
を醸成する関わり続ける支援と、それを応援しよう・見守ろうとするそこに
暮らす人々の気持ちを育てる取り組みです。
　オンライン研修では、個人の参加はさることながら、今後の連携の契機と
なるよう自治体ごとのグループ参加を推奨させていただきました。私的な話
になりますが、私が所属する淡路市社協においても行政、地域住民の方々と
全５回延べ約 110 人で参加しました。それぞれの立場や経験年数等によっ
て受け止め方に差はあったかもしれませんが、実践報告を聞き、お互いの意
見を述べ合うことにより、役割の違いはあっても相互の理解は深まったと感
じています。今回ご参加いただいた皆さんともこのような思いを共有できて
いることを願って止みません。
　また、本報告書を手に取られてこのような研修があったことをお知りにな
られた方には、本事業のホームページよりアーカイブ映像の視聴が可能です
のでお役立ていただければ幸いです。

凪　　　保　憲
「♫会ⓗᏙ❧の解ᾘにྥけた地域࡙くり人ᮦ㣴ᡂ業」㐠Ⴀጤ員㛗

ῐ㊰市♫会⚟♴༠㆟会 ົᒁ㛗
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●本書の読み方●

　このガイドブックは、実践をもとに、研修当日の実践資料と研修内

容、グループワークで出された意見、受講者へのアンケート調査結果、

後日開催したフォローアップ意見交換会でのご意見をもとに構成され

ています。

　全５か所の実践と、それにもとづくテーマが設けられていますので、

気になるページから読み進めてください。
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社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業

事業概要
　コロナ禍で、生活困窮やひきこもりがクローズアップされ、同時に高齢者の困窮も深刻な課題になって

いる。共通することは、仕事が見つかりにくく、頼れる家族や友人がいないことによる社会的孤立だ。し

かし、地域の中に、さまざまな住民がともに活躍できる役割や居場所を生み出し、そこでつながりや自信

を取り戻し、ともに地域づくりを進めている地域がある。こうした実践を学び、活かすことで地域づくり

を通して社会的孤立の解消の一助となることを目的に、学び合い、専門職自身が孤立しないゆるやかなネッ

トワークづくりを推進し、社会的孤立の解消に役立つガイドブックを作成する。

　おもな事業実施地域
　研修会はオンラインを基本とし、全国から参加者を募る。また、研修に登壇いただく講師も地域の偏り

をなくし、各地の講師とのネットワークづくりができるような支援も行う。さらに、当事業の委員は北海

道、東北、関東、近畿、九州から依頼をする。なお、本事業の事務局は宮城県仙台市に置く。

　事業内容
１．委員会の開催

　①　目的

　　　本事業を実施するために、委員会を設置し、委員を委嘱する。委員には生活困窮者支援やひきこも

り支援にあたる者、行政経験者、地域づくりNPO、子育て支援の実践者など各分野から招聘する。

　②　内容

　　　委員会においては、本研究事業全体の方向性、本事業で実施する研修についての内容および登壇、

作成するガイドブックの内容・構成等についての討議、決定を行う。

　③　実施場所（拠点：全国コミュニティライフサポートセンター／宮城県仙台市）

　　　オンラインを基本として実施する

２．研修事業

　①　目的

　　　生活困窮者・ひきこもり者が地域で役割を持ち、活躍する居場所をつくり地域づくりを進める先駆

的実践を学び合うこととゆるやかなネットワークづくりを目的に実施する。講師からは、生活困窮者

やひきこもり支援から地域づくりにつながるポイントやノウハウを具体的に提示いただき、参加者の

明日からの実践に役立ててもらえるような内容を構築する。

　②　内容

（１）研修：テーマごとにオンラインで年５回の研修を実施。参加形式は１自治体でのグループ参

加（1グループ６人程度）を基本とし、なるべく多岐にわたる関係者との参加を促し、自治体内

社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業
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孤立を防ぐ「地域づくり」ガイドブック

連携の契機とする。なお、研修に先立ち、その素材となる事例を取材、８ページ程度の情報紙を

作成してWEB公開することで、事前に事例を読んでもっと知りたいことを事前に聞き取り、研

修で取り上げて理解を深め、具体的な取り組みにつなげる示唆を与える。研修内容は、後日アー

カイブでの視聴も可能とする。

（２）フォローアップ：研修各回から、参加した１自治体程度にフォローアップのオンラインヒアリ

ングを実施。研修の満足度を測り、ニーズを再確認して、ガイドブック作成に反映する。

　③　実施場所（拠点：全国コミュニティライフサポートセンター／宮城県仙台市）

　　　（１）（２）オンライン

３．ガイドブック（事業報告書）の作成

　①　目的

　　　本事業の研修内容や製作した情報紙を、全国の自治体で組織内研修などでも役立てていただくこと

を目的にガイドブック（事業報告書を兼ねる）を作成する。

　②　内容

　　　研修で製作した情報紙を再編し、研修や委員会での議論の成果を基にして、生活困窮者やひきこも

り支援が地域づくりに与える視座を事例などでわかりやすく解説しながら、理解・取組みを促進する

ガイドブックを作成、全国の自治体の孤立・孤独対策担当主管課および社会福祉協議会などへ送付す

るとともにホームページに公開する。なお、ガイドブック作成においては学識者への協力も依頼する。

　③　実施場所・方法　拠点：全国コミュニティライフサポートセンター／宮城県仙台市

　　　拠点にてガイドブック編集作業を行う。

　④　実施期間・日時

　　　2023年３月完成

事業の特色
　オンラインで研修を開催することの利便性を活かし、映像、情報紙、講話の３つのコンテンツを含む研

修を実施。後日アーカイブでの視聴も可能とする。研修には他部署や住民と協働でのグループワークをと

おして自治体内の相互理解も促す。一方、オンラインでは研修後に講師との対話や質疑応答の時間を十分

に取り切れない、参加者同士のつながりがつくりづらいという課題を、フォローアップのヒアリングで補

足し、ゆるやかな顔の見えるネットワーキングにつなげていく。さらに、ガイドブックを作成し、研修の

アーカイブ視聴も活用して実践を普及することで、各地で取り組まれているアイディアを広めていく。

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修
https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop
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有職者からのコメント

高 　橋 　誠　 一
㸦ᮾ⚟♴学⥲ྜ࣓ࢪࢿ࣐ンࢺ学㒊 ᩍᤵ㸧

　新型コロナウイルスの蔓延とともに、人と人とが顔を合わせ、つながり合
うことに一定の制限をかけられた約３年の間、私たちは今まで以上に「孤立」
「孤独」という言葉を多く耳にするようになりました。
　経済的な貧困だけではなく、つながりの貧困が人から生きる力や生きる気
力を奪い取ってしまうことは、残念ながら多くの人たちがこの期間に学び取っ
た事実でもあるかと思います。
　しかし、そんな閉塞的な時代のなかで、その「孤立」「孤独」に抗う実践が、
地域には多数あることも、また、私たちは学び取らなければなりません。そ
してそれは、すでに「孤立」し、「孤独」に陥っている人のつながりを取り戻
すだけでなく、現在の「つながり」を維持することで、「孤立」「孤独」に陥
らせない取り組みも、同様に重要であることを本事業で報告いただいた５つ
の実践から学びとることができました。
　さらに、５つの事例からは、それぞれ実践を特徴づけるキーワードをいた
だいています。
　７ページから紹介する東近江圏域働き・暮らし応援センター “Tekito-” の実
践からは、「課題解決型ではなく資源活用型」のたいせつさを、21ページか
ら紹介する北海道上士幌町の実践では、生活支援体制整備事業をとおして「高
齢者の支援から高齢者の活躍の場づくり」という発想の転換に気づかされま
した。35ページから紹介する秋田県藤里町社会福祉協議会の実践からは、「ひ
きこもっている人たちの支援から全世代が活躍できる地域づくり」を、49ペー
ジから紹介する福岡県の久留米 10万人女子会の実践からは、「自由な発言機
会が保障される場」のたいせつさや、「つぶやきから生まれる柔軟な発想で企
画が生み出される」というすばらしさを感じ取りました。63ページから紹介
する熊本県のにしはらたんぽぽハウスの実践からは、「ごちゃまぜ支援」とい
う言葉に表されるように、今後の包括的支援体制の構築に向けた示唆をいた
だく機会になりました。
　本書を読み解くことで、参加された方々にとっては振り返りの１冊として、
参加が叶わなかった方々にとっては、実践を学び、各地でそのエッセンスを
取り入れる一助としていただければ幸いです。
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˼मの͝Ҋݚ˻
2022 年 12月 1�日（）14：00～ 16：30

ʮब࿑ࢧԉͱҬࢧԉʯ
　ゲスト………………౦ۙݍߐ域ಇ͖・らしԠ援ηンターʠ5FLJUP�ʡ　ηンター長　ʑ村　ޫ　子
　コメンテーター……NPO 法人地域のدΓ߹いॴまた໌日ʢ౦ژখۚҪ市ʣ   代ද　　ా　ᚸ　ر
　コーディネーター…淡路市社会福祉協議会 事務局長　凪　　保　憲

　�80 ♫にཬぶ業࣭業所と㐃ᦠし、障ᐖのある人やࡦきこもりの人のᑵປと⏕άの支援を行ってい

ます。

　市Ẹά動がά発なᮾ㏆Ụ市の地域性をάかし、さまࡊまな業࣭ົ所࣭市Ẹά動との出会いから、

障ᐖศ㔝௨እの地域ㄢ㢟にもྲྀり⤌んでいるのが特ᚩです。「その人の㐺当をษに。すての人がそ

の人らしくാき࣭暮らせること」がಙ᮲。

͓ਃࠐΈํ๏
こͪらから https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop
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ͱ͢Δۙߐ人͕׆༂し·したɻۙ にʮ૬ݱにɺ࣌ՈΛੜΉͱಉۀاΔ·Ͱଟ͘ͷࢸにࡏݱ人はɺߐ

खΑしɾࣗΑしɾΈんͳΑしʯͱͦͷਫ਼ਆ͕ड͚͕ܧΕ͍ͯ·͢ɻ
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5FLJUP� ͕た͍ͤͭに͢Δ地域ͱਓの͍ࢥ

働き・暮らし応援センターの業務
　「ാき࣭暮らしᛂ援センター͆Tekito- 」͇㸦௨下、Tekito-㸧は、㈡県ᮾ㏆Ụᅪ域㸦ᮾ㏆Ụ市࣭㏆Ụඵᖭ

市࣭日㔝町࣭❳⋤町㸧における障ᐖ者ᑵ業࣭⏕ά支援センターのᶵ⬟をもつ┦ㄯ支援ᶵ関として 2006 年

に開設されました。ཌ⏕ປാ┬のጤク業である障ᐖ者ᑵ業࣭⏕ά支援センターは、障ᐖ者の㌟㏆な地域

においてᑵ業㠃と⏕ά㠃の一యⓗな┦ㄯ࣭支援を行う支援ᶵ関で、2022 年㸲月⌧ᅾ、ᅜに 338 か所㸦

㈡県ෆには㸵か所㸧が設⨨されています。

　すての人がその人らしくാき、暮らせる地域࡙くりを目指し、一⯡業でのᑵປをᕼᮃする障がいの

ある人と、障がいのある人の㞠⏝にྲྀり⤌む㸦これからྲྀり⤌もうとしている㸧業にᑐする┦ㄯ࣭支援

を行い、障がいのある人の㞠⏝のಁ㐍ཬࡧᏳᐃをᅗることを目ⓗとしています。

౦ۙݍߐҬಇ͖ɾらしԠԉηϯλʔʠ5FLJUP�ʡ
　　　　住　　所㸸㈡県㏆Ụඵᖭ市上⏣町 1288-18　๓出⏘業ビル 2㹄

　　　　㟁話␒号㸸0��8-36-1299　　FAX㸸0��8-36-13��

孤立を防ぐ「地域づくり」実践 ᮾ㏆Ụᅪ域ാき࣭ 暮らしᛂ援センター͆ 7HNLWR-͇
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　ാき࣭暮らしᛂ援センターは、㈡県およࡧ市町からの⿵ຓ業として実施しています。障がいのある

人の「ാく」ことと「暮らす」ことを一యⓗにサ࣏ーࢺする専門ᶵ関です。

　ᑵ業㠃での支援としては、たとえば、ᑵ職にྥけた‽ഛ支援㸦職業‽ഛカ⦎、職場実⩦のあっせん㸧、

ᑵ職ά動の支援、職場ᐃ╔にྥけた支援、障がい特性を㋃まえた㞠⏝⟶理についての業所にᑐするຓゝ、

関ಀᶵ関との㐃⤡ㄪᩚなどがᣲげられます。

　また、⏕ά㠃での支援として、⏕ά⩦័のᙧᡂやᗣ⟶理、㔠㖹⟶理などの日ᖖ⏕άの⮬ᕫ⟶理に関する

ຓゝ、住ᒃ࣭ 年㔠࣭ వᬤά動など地域⏕άや⏕ά設ィに関するຓゝ、関ಀᶵ関との㐃⤡ㄪᩚがᣲげられます。

　ാき࣭暮らしᛂ援センターには、ᑵປ支援࣡ー࢝ー、⏕ά支援࣡ー࢝ー、職場開ᣅ員、ᑵປサ࣏ーター

などが㓄⨨され、関ಀᶵ関と㐃ᦠして支援にྲྀり⤌んでいます。

「働きもん」を応援する
Tekito- では、「ാきたい」という障がいのある人だけでなく、⮬宅で㟁中の人の「ാきたい」こと、

そして「ാきたくない」こともᛂ援しています。ᙼら࣭ᙼዪらのことを Tekito- では「ാきもん」とࡧ、

ാきもんたちと「ാきたい」や「ാきたくない」をẖ日、一緒に考えています。

　2006 年、Tekito- は、センター㛗の㔝ࠎ村ග子さんが一人でスーࣃー࣐ーࢺࢵࢣの一ゅに┦ㄯ❆ཱྀをᵓえ、

スターࢺしました。「ാくことにᑡしのᛂ援とᕤኵがあればその人らしくാけることをᛂ援できる」という

ಙᛕのもと、「ാきたい人」をເ集します。すると、80ṓ௦のዪ性が来て、「うちのᜥ子はࠗാきたい࠘と

ゝっているけれど、いま �0ṓで、30年くらいᐙにࡦきこもっている」とゝいます。そうした人がḟࠎにゼ

れると、「ാきたいという人が地域にこんなにたくさんいる。なんてࣛ࢟ࢵーなんだと思った」と㔝ࠎ村さん。

　ですが、業にとって障がいのある人の㞠⏝はീ௨上にハーࢻルが高いことに、間もなく気࡙くこと

になりました。「業は障がい者を㞠⏝することはᐃしていない、障がい⚟♴の⌧場でも、障がい者を

業でാかせるなんてとんでもない、という㢼ᅵだったんです」とり㏉ります。

　ാきたい人のニーズが☜実に高まっているなかで、「⚟♴よりも、業の♫㛗たちと話しྜって一緒に

やっていったほうがスࣆーࢹーに㐍むのではないか」と考え、業の♫㛗たちと話しྜいの場をᣢつよ

うになり、⌧ᅾ⣙ �20 ♫の地域の業とつながりをつくるまでになりました。

人生を切り取らない
　ᅔっている人が┦ㄯ❆ཱྀに来るということは、ୡ間యがᝏい、と考える㢼ᅵがあり、「特に⏕άにᅔっ

ているという┦ㄯはなかなかᒆくことが㞴しい」と㔝ࠎ村さん。ですが、「ാきたい」ということならば

┦ㄯがしやすい。スーࣃー࣐ーࢺࢵࢣの一ゅから、業のビルの㸰階に❆ཱྀを移した⌧ᅾも、「┦ㄯに来

るのではなく、に来ているような㢦でධってこられる」とゝいます。

　「ാきたい」を࢟ー࣡ーࢻに、たくさんのാきもんが Tekito- に集まり、⌧ᅾは⣙ 1�000 人が集まって

いますが、そのከくはไᗘのᑐ㇟にならない、障がい者ᡭᖒを所ᣢしていない人たちです。ࡦきこもりṔ

が 20 㹼 2� 年という人がാきもんの༙を༨めています。

Tekito- で一␒たいせつにしていることは、「ാくということを、人⏕からษりྲྀらないこと」。ാくこ

とを人⏕からษりྲྀって考えるのではなく、その人の人⏕のなかに、本人にとってちࡻうどよく、ᑡしの

ゆとりがあって⮬ศにྜっているというാき᪉をᛂ援したいと考えています。

孤立を防ぐ「地域づくり」実ࢪ
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「働きもん」を応援する
Tekito- では、「ാきたい」という障がいのある人だけでなく、⮬宅で㟁中の人の「ാきたい」こと、

そして「ാきたくない」こともᛂ援しています。ᙼら࣭ᙼዪらのことを Tekito- では「ാきもん」とࡧ、

ാきもんたちと「ാきたい」や「ാきたくない」をẖ日、一緒に考えています。

　2006 年、Tekito- は、センター㛗の㔝ࠎ村ග子さんが一人でスーࣃー࣐ーࢺࢵࢣの一ゅに┦ㄯ❆ཱྀをᵓえ、

スターࢺしました。「ാくことにᑡしのᛂ援とᕤኵがあればその人らしくാけることをᛂ援できる」という

ಙᛕのもと、「ാきたい人」をເ集します。すると、80ṓ௦のዪ性が来て、「うちのᜥ子はࠗാきたい࠘と

ゝっているけれど、いま �0ṓで、30年くらいᐙにࡦきこもっている」とゝいます。そうした人がḟࠎにゼ

れると、「ാきたいという人が地域にこんなにたくさんいる。なんてࣛ࢟ࢵーなんだと思った」と㔝ࠎ村さん。

　ですが、業にとって障がいのある人の㞠⏝はീ௨上にハーࢻルが高いことに、間もなく気࡙くこと

になりました。「業は障がい者を㞠⏝することはᐃしていない、障がい⚟♴の⌧場でも、障がい者を

業でാかせるなんてとんでもない、という㢼ᅵだったんです」とり㏉ります。

　ാきたい人のニーズが☜実に高まっているなかで、「⚟♴よりも、業の♫㛗たちと話しྜって一緒に

やっていったほうがスࣆーࢹーに㐍むのではないか」と考え、業の♫㛗たちと話しྜいの場をᣢつよ

うになり、⌧ᅾ⣙ �20 ♫の地域の業とつながりをつくるまでになりました。

人生を切り取らない
　ᅔっている人が┦ㄯ❆ཱྀに来るということは、ୡ間యがᝏい、と考える㢼ᅵがあり、「特に⏕άにᅔっ

ているという┦ㄯはなかなかᒆくことが㞴しい」と㔝ࠎ村さん。ですが、「ാきたい」ということならば

┦ㄯがしやすい。スーࣃー࣐ーࢺࢵࢣの一ゅから、業のビルの㸰階に❆ཱྀを移した⌧ᅾも、「┦ㄯに来

るのではなく、に来ているような㢦でධってこられる」とゝいます。

　「ാきたい」を࢟ー࣡ーࢻに、たくさんのാきもんが Tekito- に集まり、⌧ᅾは⣙ 1�000 人が集まって

いますが、そのከくはไᗘのᑐ㇟にならない、障がい者ᡭᖒを所ᣢしていない人たちです。ࡦきこもりṔ

が 20 㹼 2� 年という人がാきもんの༙を༨めています。

Tekito- で一␒たいせつにしていることは、「ാくということを、人⏕からษりྲྀらないこと」。ാくこ

とを人⏕からษりྲྀって考えるのではなく、その人の人⏕のなかに、本人にとってちࡻうどよく、ᑡしの

ゆとりがあって⮬ศにྜっているというാき᪉をᛂ援したいと考えています。
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ͦのਓՈۀاཱͤ͞ݽͳ͍

ͦͷ人ͷʮૉఢʯΛͭݟける

　とはいえ、┦ㄯの㠃ㄯの間に、「日

はఱをしていた？」と聞いても、「ࣞࢸビ

をほていた」。「日は？」「ࣞࢸビをほて

いた」。「᫂日のணᐃは？」「ࣞࢸビをほま

す」という会話が⥆くと、「その人のかっ

こいいところ」「この人の㍤いているとこ

ろ」を見つけることは⡆༢ではありません。

「この人のいいところはࣞࢸビをẖ日ほら

れる、という௨እに見つけられない、それ

ではあまりにしんどかった」と㔝ࠎ村さん

はゝいます。

　そんなᢡ、ᮾ㏆Ụ市ෆのᅗ᭩㤋のᗞの葉

สりのの౫㢗がありました。「ዎ⣙᭩にハンコをᢲしてしまった。やらなきゃならないからຓけてほ

しい」とാきもんたちに声をかけ、Ύᤲにྲྀり⤌むことになりました。

　当初は、「そんなことできない、やったこともない」とゝっていた人たちが、「ḟはఱをしますか？」と

聞いてきたり、人が通るときに࣍ウ࢟をᤲくᡭを止めるなど、「この人のࠗ⣲ᩛだな㸟࠘と思えるところ

をたくさん目の当たりにした。それが見つけられるのが地域なんだと実ឤした」とゝいます。

　さらに、「ḟᅇはいつやるの？」と聞かれたときに、「この人の人⏕に、ḟのணᐃがධった▐間でした」

と㔝ࠎ村さん。ാきもんたちの思いに⫼中をᢲされ、「ᡭ作業でやるからには、どこよりも⨾しくしよう」

という Tekito- のぶりがホุをࡧ、「ニンࢪンをᘬいてほしい」「✵きᐙをなんとかしてほしい」と

いう౫㢗がቑえていきます。௵意ᅋయの「ࢳー࣒ᅔᩆ」を設❧し、地域のᅔりごとを解Ỵするࢳー࣒が始

動するዎᶵとなりました。

　「たとえば、ᑡ年㝔を㏥所したその日に、

地域のⲡสりのがあればそこでാいて

もらっている。地域にその人をᛂ援する

イ࣒ࢸがたくさんあることは、その人のた

めではなく、地域のためなんです。地域が

Ꮡ⥆していくためのをその人がᢸって

いる、ということを、本人が⮬ぬしてྲྀり

⤌んでいくことがなによりもなこと」

と㔝ࠎ村さんはㄒります。

近江牛の世話をする

図書館の葉刈り作業

孤立を防ぐ「地域づくり」実ࢪ
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Tekito- では、「本人から見えるᬒⰍがど

う見えているのかを考えて考えて考えᢤこ

う」とゝっています。障がいとはなにかを

ᩍえることもなければ、Ỵまったやり᪉も

ありません。それは、一人ࡦとりᣢってい

る物ㄒが㐪うこと、そして、その人の暮ら

しをไᗘのᯟにあてはめないということを

にしているからです。

Tekito- では、ㄢ㢟解Ỵᆺでもなく、ス

ー࣓ࢲー࢜、᪉ᘧᆺでもなくࣉࢵࣉࢵࢸ

イࢻのᛂ援をにしています。には

㐺ᮦ㐺所があり、その人にとってのちࡻう

どいいാき᪉があり、さらに人⏕という㛗い物ㄒのなかでാくことだけをษりྲྀらない。

　「あいさつができたからḟ」ではなく、「あいさつはできなくてもニンࢪンはᘬける」。「まࡎᒃ場所に来

て」では、ᒃ場所に来たらḟはここでおしゃりをしましࡻう、そのḟは㍍作業、そのḟはᑵ職┦ㄯ、と

いう「支援者ഃから見たスࣉࢵࣉࢵࢸになってしまう」とゝいษります。

　ᐙにࡦきこもっていた B さんに、「なんで出てきたの？」と聞いたところ、「㔝ࠎ村さん、がなんで

とゝわれたことも。B「ࡻきこもっているかに⯆味なかったでしࡦ さんは、「ㄡもがが㒊ᒇにいること

に⯆味をᣢっていて、㒊ᒇのእにを㐃れ出そうとしていた。は、㒊ᒇのࢻをあけたら、そのඛに階

ẁがあると思っていた。㒊ᒇを開けたらḟは親と㣗をしましࡻう、そのḟはお㢼࿅にධりましࡻう、そ

のḟはእ出しましࡻう、そのḟは買いものをしましࡻう、そんな階ẁがあると思っていた。だから、は

村さんはそんなことには⯆味がなかったでࠎを開けることはできたけれど、開けなかった。だけど㔝ࢻ

しࡻう。㒊ᒇにධってきたときに、ࠗ20 年も㒊ᒇにいるのにきれいにしてるなー っ࠘てゝったんです。㔝ࠎ

村さんが開けたࢻの㝽間から見えたの

は、階ẁではなくてᗯ下だった。だから出

られたんです」と。

　本人にとっての࢜ーࢲー࣓イࢻを考える

ために、「目にしたもの、聞いたこと、ឤ

じたことはすて情報。そうでないとやり

᪉はわからないし、そのためにࡦたすら考

えます。それでも、ኻᩋすることがከいん

ですよ。ኻᩋしたら、また考える。考えて

考えて考えᢤく。それが Tekito- です」と

㔝ࠎ村さんは⥆けます。

ニンジンの収穫作業

介護施設で働く
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Tekito- の┦ㄯがつながる⤒㊰は、親

ᡉやẸ⏕ጤ員、さらに㍍≢⨥を⧞り㏉して

きた人はᘚ護ኈからつながる場ྜもありま

す。もちろん、同ᒃする親からの┦ㄯもあ

れば、支援のなかで親と関わる場㠃もたく

さんあります。

　そんな関わりのなかで、ᐙ᪘からは「も

う来ないでください」とゝわれたことも。

「本当に来ないでください、来たと知られ

たらኵに⚾がᛣられます、とゝわれても、

また᫂日来ますね、とゝって行くんです」と㔝ࠎ村さん。「日、来ないでとゝったのに、なんでまた来

るんですか？とゝわれて。その⧞り㏉しですよ」とゝいます。

　来るなとゝわれても行って、お茶を飲んでᖐってくる、そんな㔝ࠎ村さんには、ࡦとつの思いがあります。

　「ᐙ᪘の会話を、㸰階でࡦきこもっている子どものことだけにしたらいけない」。子どもは子どもの人⏕

を⏕きている、その場所はたまたま㸰階の⮬ᐊであるけれど、୧親がそこに人⏕をささげるのではなく、

⮬ศたちの人⏕を⏕きなければならない。そのためには、「たとえࠗ日もあの㏞ᝨな人が来た࠘とゝわ

れても、実はそれが 20 年ぶりの、ᜥ子௨እの他人のことの会話だったりするんです。親にしかできない

ᛂ援はもちろんあるけれど、親がしてはいけないᛂ援もあって、そういうことははっきりとఏえています。

そして、ㄡの人⏕にも、人⏕にミスは㸯ಶもないということはᚲࡎゝいษります」と⬚をᙇります。

̍̌̌ޙʮ͍͍ձࣾͳʯͱݴΘれΔために

ҬͷձࣾΛͭͿ͞ない

Tekito- が行う業とのࢳࢵ࣐ンࢢの特

ᚩⓗなところは、本人のタイミンࢢにྜわ

せていつでも見学ができる業所をᩘከく

ᣢっていることにあります。たとえば、ᐙ

から出ࡎに㛗い間を㐣ごしている人にと

って、ᕤ場がどういうところかをീする

ことは㞴しい。ồ人⚊を見せて㠃接や実⩦

をするのではなく、「ᕤ場ってἜのにおい

がするのを知ってる？」「どんなにおいか

見に行ってみようか」と声をかけています。

　とはいえ、᭱初から㡰㢼‶ᕹだったわけ

丸太をチェーンソーで玉切りする

薪割りの風景

孤立を防ぐ「地域づくり」実ࢪ
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ではありません。「ാいた⤒㦂のない人や

障がいのある人は、一緒にാくためにᕤኵ

がᚲせ。そうした人をわࡊわࡊ㞠⏝する意

味はఱや」とゝわれてしまいます。

　㔝ࠎ村さんは、このゝ葉を「地域の༴ᶵ」

ととらえました。20 年๓、人ཱྀῶᑡがྉ

ばれ、このままいけば地域⤒῭のᔂቯが目

に見えていました。でも、地域⤒῭をᢸう

地域の♫㛗たちが、「㸯日㸶間ࣇルタイ

でാける⤒㦂者」など、⮬ศたちのồ人࣒

にྜ⮴する人しか㞠⏝しないという考えで

は、地域⤒῭、ᯝては地域がᔂቯすると考

えたのです。

Tekito- と出会った௨上は、「♫㛗の会♫は⤯ᑐにつぶさない」と話し、Tekito- のാきもんとの出会いで、

♫㛗がኚわり、業㢼ᅵがኚしていきます。⌧場でാく人が、「༗๓中、ᙼら࣭ᙼዪらがᡭఏってくれ

ることで、ほかのができるようになった」と声をあげてくれたことから、༗๓中だけ、一日のうちの

ᮅの㸯間だけ、というồ人のᖜができてきました。

　「障がいのある人の㞠⏝を㐩ᡂしましࡻうという目ᶆではなく、ࠗ ♫㛗の会♫が、この地域で 100 年後も

ええ会♫やな、ᚑ業員たちもこの会♫でാいてよかったなと思う会♫࡙くりを一緒にやろう࠘とゝってい

ます。地域にࡎっとあり⥆ける会♫にしかできない、ാきもんのᛂ援のຊです」と㔝ࠎ村さんは᩿ゝします。

ࣾから͑ݟるܠ৭ͱʁ

Tekito- では、ࢣース会㆟を「ᛂ援ᅋをつくるわくわくタイ࣒」と考えています。本人の行動をၥ㢟行

動ととらえると、「本人の⏕άをኚえなければならない、本人のことをၥ㢟行動を㉳こさないようにしな

ければならない」と考えがちですが、Tekito- では、まࡎ本人の思いに「ඹឤする」ことからスターࢺします。

Tekito- では、本人から見えるᬒⰍを考

えᢤくことは๓㏙のとおりですが、業の

♫㛗から見えるᬒⰍは、「その人がാく姿」

だとゝいます。「ある会♫の♫㛗は、ാい

たことのない人のᒚṔ᭩を見て、ࠗ㸦職Ṕが

なくఱも᭩かれていないので㸧きれいやな。

うちの会♫が᭱初にそこにධるんや。㎡め

てもらったらᅔるな࠘とゝいました。その

人がാく姿を♫㛗と一緒にീして、一緒

に見ることがだと思っています」と

㔝ࠎ村さんは話します。

地域祭りへの出店

お疲れさん会

ᮾ㏆Ụᅪᇦാ䛝 䞉 ᬽらしᛂ䝉䞁䝍䞊 䇾T㼑㼗㼕㼠㼛-䇿
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ʮಇ͘ʯਓੜのҰ෦
ҬͷݹຽՈにू·る

　「ാく」だけでなく「暮らし」もᛂ援するために、「そこにいればㄡかがいて、気になることを聞けたり、

しゃったりして㐣ごせる場所がほしい」と考えた㔝ࠎ村さん。さっそくᛂ援ᅋの♫㛗たちに┦ㄯをする

と、ほどなく物௳を見つけてきてくれました。

　㔝ࠎ村さんが出した᮲௳は、「できるだけ⤖᮰のᙉい地域であること」。地域の人同ኈが㢦見知りで、᫇

ながらの人たちのᙉいつながりのある地域をᕼᮃしたそうです。

　そこには、ാきもんをᛂ援するだけでなく、もうࡦとつの意味が㎸められていました。「ⱝい職員は、

ᐙにᅛᐃ㟁話がなかったり、ご㏆所࡙きあいを⤒㦂したことのない௦に⫱ってきています。そんな⎔ቃ

で⏕まれ⫱っているᙼら࣭ᙼዪらでなくても、ࠗ 地域を⪔す࠘ということは⡆༢なことではありません。

しんどい、でもそのඛにとてもおもしろいことがある。そうしたことを⤒㦂してもらいたかった」とゝい

ます。

　たとえば行き場のない出所者がこのẸᐙに来てྉんだりすると、そのことを㏆所に話に行かなければな

りません。話に行くためには、ᬑẁからあいさつをし、関ಀ性をつくっておくᚲせがあります。「職員の

⮬ཧຍの⦎⩦の場所であり、ここで地域にධり㎸む⦎⩦をしてもらう。ⱞ情が来たらみんなでㅰりに行

きます」と㔝ࠎ村さん。

　ᐗ会をしたり、一人暮らしをしたことがない人がそこで住まう⦎⩦をしたり、DV 親子のシ࢙ルターと

なり、ാく場所を見つけてここからに通ったり。

　いつの間にか、「ㄡかがࢺイࣞ࣌ࢺࢵーࣃーをᣢってきてくれていたり、ᕸᅋをᣢってきてくれていたり。

ただおを㣗ているときもあれば、┦ㄯにうことも」。地域のྂẸᐙに優しさと気にかけྜいがᣢち

ᐤられる、そんな場所に⫱ってきています。

�� Λ͑ͨಇ͖もΜͷॴࡀ

　⣙ 20 年間のࡦきこもりののち、Tekito- 設❧当の 18 年๓に知りྜい、ᑵ職した人たちが 60 ṓを㉸え

て、ᐃ年を㏄え始めています。がんばってാいてきていても、なかなか⮬ศの地域とのつながりをᣢてࡎ

にいます。ᐃ年後のᒃ場所を考え、業の♫㛗たちがᰴᘧ会♫を設❧し、㎰業を始めました。ビニルハウ

スをたてて、✭した㔝⳯は㐨の㥐やࢸ࣍ルの⣡ရもỴまっています。

　出会ったときが 60 ṓ、という人もいます。この年齢からⲡสりに出るのではなく、「ちࡻうどいいタイ

ミンࢢで出会えた」と、㎰業をᡭఏってもらっています。

　人ཱྀῶᑡから、このままでは地域がᔂቯするかもしれない、という༴もあるなかで、「ࡦとりちす

るのではなく、ちࡻうどいい場所までみんなで㝆りられることが」と㔝ࠎ村さん。「この人たちが⮬

宅にいたからうちの地域が守られている。そう考えると、ാいているかいないかではなく、この人が地域

のᛂ援ᅋになるんです。ᛂ援する人も、される人も、一緒くたの地域、それがいいんだと、地域が学んで

いるんです」。

孤立を防ぐ「地域づくり」実践 ౦ۙݍߐҬಇ͖ɾらしԠԉηϯλʔʠ5FLJUP�ʡ
2022 年 12 月 1� 日開催号

独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」
発行元：特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）

〒 981-0932 宮城県仙台市青葉区木町 16-30 シンエイ木町ビル 1階

TEL ０２２- ７２７- ８７３１　FAX ０２２- ７２７- ８７３７

https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop
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「就労支援と地域支援」

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「就労支援と地域支援」

開 催 日　2022年 12月 15日（木）14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　38団体

登 壇 者

 ゲ ス ト

　　　東近江圏域働き・暮らし応援センター Tekito- センター長　野々村 光子

　コメンテーター

　　　NPO法人地域の寄り合い所また明日 代表　森田 眞希

　コーディネーター

　　　淡路市社会福祉協議会 事務局長　凪 保憲

プログラム

　　14:00 ～ 14:03　　開会・趣旨説明

　　14:03 ～ 14:35　　野々村光子氏による実践発表

　　14:35 ～ 14:55　　野々村氏、森田氏、凪氏によるディスカッション

　　14:55 ～ 15:05　　休憩

　　15:05 ～ 15:35　　参加者によるグループワーク

　　15:35 ～ 15:55　　グループ発表（約20グループ）

　　15:55 ～ 16:15　　発表へのコメント

　　16:15 ～ 16:30　　まとめ

　　16:30　　　　　  　閉会

委員からのコメント

塚本秀一 委員（社会福祉法人湘南学園　専務理事／滋賀県）

　滋賀県は、糸賀一雄さん、田村一二さんなどによる障がい福祉の考えが地域に浸透し、大きな

影響を与えています。先人によって地域で障がいのある人もそうでない人も一緒に過ごす風土を

醸成してきたという障がい福祉のあり方が、長い時間をかけて就労支援と地域支援＝地域づくり

につながってきているのだと思います。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

池谷啓介 委員（NPO法人暮らしづくりネットワーク北芝　事務局長／大阪府）

　受講されている皆さんのそれぞれの地域性は合わせたアプローチや、それぞれの立場でどんな

思いを持って地域を見ているか、研修をとおして考えていただくことに意味があります。「一人

前に働くことが正しい」とされている価値観に問題があるかもしれません。視点を変えながら見

ることの重要性をキャッチしていくことで少しずつ変わっていく。そのプロセスを各地域でぜひ

見つけていってほしいと考えています。

開 催 日　2022年 12月 15日（木）14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　38団体

委員からのコメント

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「就労支援と地域支援」
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

ディスカッション

森田眞希　野々村さん、貴重なお話をありがとうございました。野々村さんのお話では、制度をどう活用

しているか、などのお話はあまり出てきませんでした。制度で見るのではなく、その人をどれだけ見て

いるか、その中から一人ひとりの物語をどう見つけているか、紡いでおられるのか、ということかと思

います。

凪保憲　その人の物語、ストーリーを知れば、その人と関わってしまった者、知ってしまった者としての

役割や使命があると思います。野々村さんの原動力はどんなところでしょうか。

野々村光子　人の人生を「とらえ方次第」と言えるのは、おそらくこの仕事くらいではないかと思います。

私たちもある意味、制度や事業で守られているからこそできるということもあります。

　　Tekito-には、罪を犯してしまう人がたくさんいます。先日は下着泥棒をした50歳の男性がいました。

「50歳で下着泥棒をして会社をクビになりそうだ」というこの人を、なんとかしなければならないと

いう就労支援にあてはめるのか、「50歳で下着を盗めるなんてずっと青春やん」と、罪を犯してしまっ

たけれども、その人の良さも含めて応援団をつくっていくのか。この応援団力は、「就労支援」という

４文字だからこそできることだと思っています。

　制度の中にいるからどれだけ物語をとらえてもいいという概念があると思っています。制度の中にい

るからこそ人と出会えて、その人を抱きしめることができる。ただ、制度には報告が必要です。その際

に、何件就職に結びついたかという数字だけではなく、私たちしか知らないたくさんの物語を伝えてい

くことが、私たちが現場で働く就労支援という意味だと思っています。そうした物語を届けて、行政の

人も目を閉じたらこの人の物語や地域が見えてくるのではないか。そう考えるとわくわくしませんか？

だからこそ私たちは、その人たちから教えてもらったことを言葉にして応援団に広げて、応援団で笑っ

て、そして泣く。それが大事なのではないかと思っています。

　「不登校の子どもたちは将来働けないのか」という相談も受けます。それは、「学校に行かないという

選択をした子どもたちをかっこいい」ととらえられないこちら側の問題でもあるのです。いろいろなこ

とが課題解決型でないほうが地域を豊かにするのではないかと思っています。

凪　11ページにある、「課題解決でもステップアップでもなくオーダーメイド型」「本人から見える景色

を考えて考えて考え抜く」というフレーズが印象的です。いまのエピソードをもとに紐解くと、大家さ

んから見える景色、社長から見える景色、従業員から見える景色、働きもん本人だけでなくその人に関

わるすべての人の景色を考えることなのだろうと思っています。

野々村　「自分の会社ではいろいろな働き方できて、いろいろな人が働けている」と社長から見える自分

の会社の景色の変化は、私たちがどれだけ話をしても伝わりません。私たちには力がありません。働き

たいけれどうまく働けない彼らの力で、その会社はどんどん変わっていくのです。

ディスカッション
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「就労支援と地域支援」

参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）



行ͩと制度やॎׂりが優ઌになってしまうので、

できるԣのつながりがඞཁͩ。୭がओとなってྗڠ

ネοトワークをߏஙしていくのか考えていかないと

いけない。行ではしい෦があり、/1O๏人

にྗڠґཔするඞཁが、どの๏人がどの෦に強

いのか、৴ͽΐうੑはあるのか、ใをීஈからऔっ

ていないといけない。といった意見が出ました。ʢ地

域แׅ支援ηンターʗݸ人ࢀՃʣ

◦

まちͮくり、ࢱ、行ɾࣾڠでは、「地域でのྑ

いことをいかに制度に合うܗにམとし込んでใࠂで

きるかʢ༁できるかʣがの見せどこΖになるの

では。そういうことがਂめられたら」という話が出

ていました。また、「ا業からこども৯ಊへの支援

૭ޱとしてࣾڠとつながりができ、今後そのつなが

りをどうਂめるかということも考えたい」という意

見も出ていました。まちͮくりでは、ʑଜさんの

活動をฉいて、「今後さま͟まなネοトワーΩンά

に生かしたい」という話も出ていました。ʢࢢまち

ͮくりத間支援୲、ڠࣾࢢ、生活ځࠔ૬ஊ支援૬

ஊһʢՈܭʣ、行重支援୲によるάϧーϓࢀՃʣ

◦

ステοϓアοϓから࢝めるのではなく、Φーμー

メイドの支援。「それができなくてもいい͡Όな

いか」という支援があるということ。おۚをՔ͙

という؍ではなく、地域貢献やࣾձతにཱࣗで

きるというධՁ࣠を࣋つということに気ͮきまし

た。また行からどのようなバοクアοϓがඞཁ

なのかについてਂめたいと思いました。ʢߴࢢ齢

ࢢ、者支援՝োࢢ、支援՝ཱࣗޢอࢢ、ը՝ا

地域แׅέアਪ進՝、ࣾࢢձ՝、ڠࣾࢢによるά

ϧーϓࢀՃʣ



ʑଜさんの事業ॴのお話がとても楽しかったで

す。「ݯࢿ活༻ܕ支援」という新しいܗでの支援の

ํ๏に気ͮくことができました。ͻきこもりのํは、

本ࢢにもたくさんいらっしΌると思いますが、この

ような支援ができればもっといい地域になっていく

のではないかと思いました。ʢڠࣾࢢ、地۠ࣾڠ、

地域แׅ支援ηンター、生活支援コーディネーター

によるάϧーϓࢀՃʣ

◦

それぞれの実ફがฉけてよかったです。ʑଜさ

んの話をฉいて、民間をרき込むというとこΖを

もうগし、ฉきたいなと思いました。民間ଆとし

ては、רき込まれたいけどרき込んでもらえない

みがあり、ώントがあればおいしたいです。

ʢ行、地域แׅ支援ηンター、住民によるάϧー

ϓࢀՃʣ

◦

͝本人が見えているܠ৭をେにすること、Ԡ援

ஂを૿やすことのたいせつさに気ͮきました。Ԡ

援ஂをつくっていく۩体な実ફをϑィーϧドワー

クのように体ݧできるとよいなという意見が出ま

した。ʑଜઌ生のٛߨをฉくことで、楽しみな

がらやられているのがわかり、もっとお話をฉい

てみたいと͡ײました。ʢࢢ地域ࢱ՝、重త

支援体制整備事業୲者、生活ځࠔ者ཱࣗ支援事

業୲者、地域แׅ支援ηンターによるάϧーϓ

Ճʣࢀ
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『就労支援と地域支援』アンケート結果
（2022年12月15日）

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『就労支援と地域支援』アンケート結果

設問１ あなたのことについてお尋ねします。

①お住まいの都道府県を教えてください
59 件の回答

都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数

北海道 5 栃木県 1 新潟県 1 大阪府 2 ৈੴ県 1 鹿児島県 2 

青森県 2 群馬県 2 長野県 6 兵庫県 16 ଯவ県 1 沖縄県 2 

ি県 1 ୴県 4 愛ੴ県 3 和歌山県 1 長県 1   

福島県 1 東京都 4 京都府 1 ઁ島県 1 ിম県 1   

②あなたの年代を教えてください。グループ参加の方はメンバーの年齢構成をチェックしてください（複数選択可）。
59 件の回答（総回答数 87 件）

③ あなたの所属を教えてください。グループ参加の方はメンバーの所属構成をチェックしてください（複数選択可）。
59 件の回答（総回答数 82 件）

その他回答【7回答（各 1件）】

ಹ市ড়（ঽ）、ৈ齢੍ରセンター、⌨生地区社会福祉協৮会、札幌介護予防センターা（札幌市の事業）、
[ষ（ਁড়ை事）、社協、ড়生৩、ෆฐセンター৩]、१এーॺ५ॸー३ঙン、१টン開ਝ予

設問２ 本日の研修内容についてご意見をお聞かせください

たいへん

よかった
59.3%

よかった
35.6%

䜅䛴䛖
5.1%

たいへん参

考になった
47.5%

参考になっ

た
44.1%

䜅䛴䛖
6.8%

䛒䜎䜚参考にな䜙なかった
1.7%

①今回の研修に参加されてよかったですか。 ②研修の開催資料は参考になりましたか。
59 件の回答 59 件の回答

20歳代6.9%

30歳代 21.8% 40歳代 25.3% 50歳代 33.3%

60歳代8.0%

70歳代以上
4.6%

② 年代

行政 37.8% 社協 37.8% 包括 26.8%

NPO・一社
2.4%

民生児童委員6.1%

その他
8.5%

③ 所属
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「就労支援と地域支援」

●研修や資料のなかで参考になったことや役立ったことを教えてください。
（自由記述／一部抜粋）

●野々村先生の話が、とてもすんなりと自分に入ってくる話し方・内容で、難しい言葉が連なった研修よ

りも、より深く理解できました。自分がかかわっている高齢者のみならず、多世代で力を合わせる地域

の応援団を、少しずつでも増やせたら良いなと思います。

●かかわる人も支援しているスタイルでなく、その人のちょうどいい働き方だったり、時間の過ごし方を

探りながら、寄り添いながらその人らしさに気づいて受け止める寛容さ、とらえ方が素敵でした。

●ご本人の見えている景色をとことん考えること、本人のとらえ方をいろいろな角度からとらえて共感し

てもらえるように発信すること、資源を活用しながら支援することを学びました。野々村先生の事前資

料が、後から振り返ったり同僚と学びを共有したりする際に役立つと思います。

●野々村さんの実践報告がたいへんおもしろかったです。どうしても、その人の課題、それも自分たちが

感じる課題から支援を考えてしまうのですが、それは結局私たち支援者にとっての“理想”であって、

本人にとっての“ちょうどええ”ではないことを実感しました。本人への働きかけ方についても、“支

援しにきました”ではなく“助けてくれないか？”といったスタンスも、自分が対象者だったら後者の

方に気持ちが動く気がしました。

●就労支援の実践のお話であったが、本来のソーシャルワークの価値、本質を話されているように感じま

した。我々の仕事は、その人や地域の“素敵”を見つける仕事で、本当はワクワク、楽しいもの。その

ことを体現してくだった野々村さん、森田さん、凪さん。ありがとうございました。また組織内連携が

課題だが協議が進まない本会にとって、グループ参加というしかけはたいへんありがたかったです。

●運営についてのご意見やお気づきの点がございましたら教えてください 。
（自由記述／一部抜粋） 

●すべてわかりやすく、スムーズでした。ありがとうございました。

●全国各地をオンラインでつないでの開催、グループ討議、すばらしかったです。

●グループワークは進行役を決めていただいた方がよりスムーズに話し合いが始まったと思います。

●猫も一緒に参加できるアットホームな雰囲気の研修会で、こちらもリラックスして参加でき、グループ

内でも自由な意見が飛び交ったと思います。

●今後も視点が変わるような研修をお願いします。Zoomで全国の人と話ができ、便利さを実感しました。

●オンライン研修の仕方を学ばせてもらっています。ご準備など含めてありがとうございました。

●その他のご意見や感想などがございましたらお聞かせください。
（自由記述／一部抜粋）

●だれもが住みやすい地域づくりを目指し、縦割りではないかかわりがたいせつになってくると思いまし

た。たいへん参考になりました。

●地域のお助けマンや受け入れ企業、そして困りごとが自然と集まってくるような交流の広さを獲得して

いきたいと思います。

●個人的に、「パンツ盗るなよ～」と言える（言い合える）社会（矯正しようとしたり、無視したり無かっ

たことにしたり、をしない社会）は、すごく明るいと感じました。みんなが安心して下りていける地域、

私もそんな地域をつくりたいしそんな地域に住みたい。

●就労支援の考え方、イメージの幅が広がりました。研修に参加して、考え方が少しポジティブになれた

気がします。また、コーディネーター間で考え方が共有できるように伝え続けていきたいなと思います。

●地域での取り組みがすばらしいのはもちろんのこと、支援に対する考え方も勉強になり、今後に活かし

ていきたいと感じました。
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

フォローアップ意見交換会

日　　時　2022年 12月 19日（月）16:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン

参 加 者 ●秋 第2層協議体委員会（秋田県）

　　　　　　　　市生活支援コーディネーター、協議体の委員と参加

　　　　　●栃 市町村社会福祉協議会・地区社会福祉協議会（栃木県）

　　　　　　　　地区社協の会長、地区の２つの民児協の会長、地域包括支援センターの職員、

　　　　　　　　第１層生活支援コーディネーターと参加

　　　　　●沖 市町村（沖縄県）

　　　　　　　　村役場、地域包括支援センター、社協、民生委員と参加

●研修を受けて、参加者の反応は？

●秋 　野々村さんのお話に惹きつけられ、勉強になりました。野々村さんのお話では「応援してくれる

人がいること」に触れられていましたが、まだそういう風土にたどり着けていないのかもしれません。

応援できる人は、もっと声をかけて、声を出していけばもっと地域が良くなっていくのかもしれない、

という話が出ました。

●沖 　社会福祉協議会では、就労支援 B型事業と地域生活支援事業という２つの就労支援事業に取り組

んでいます。担当職員も参加していたので、「担当者や運営側も辛抱づよく根気強く、コミュニケー

ションを大事にしながら接する」ということが共通していると話しました。

●栃 　参加した皆さんは、「とらえ方がおもしろい、こういうとらえ方ができるんだ」と感心しておられ

ました。市内にもひきこもりの方はいますが、何ができるのかに悩んでいました。研修を受けて、「ま

ずは知ることから」と考え、「今度一緒に行って話しかけてみましょう」と話しています。

●今後について

●秋 　第２層の協議体として、自分たちの地域をよく見て、暮らしの部分で自分たちに何ができるか、何を

していかなければならないかを考えていこうと思っています。研修で各地の実践から学び、吸収して、

自分たちの地域にあるものを見つけて、自分たちらしいものをつくっていけるように頑張っていこうと

思います。

●沖 　村社協で昨年、就労支援活動を立ち上げましたが、地域の方から「ちゃんと就職ができるのか」

という疑問が寄せられ、担当者は、心のどこかにもやもやとしたものを抱えていて、自分たちの地

域には何が足りないのかを悩んでいたようです。今回の野々村さんのお話で、「就職を目標にしない」

と言っていただけたことが自信につながったようで、研修をとおして発見した見方やとらえ方を、

これからの地域支援につなげていきたいと考えています。

●栃 　地区社協の会長がバイタリティのある方で、地域が動いていきそうな予感がしています。私は４

月にこの地区を担当となったばかりです。こうした研修の機会を活かして、地域住民の皆さんと学

び合う機会をつくって行ければと思っています。

フォローアップ意見交換会
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ᾏ㐨ୖኈᖠ⏫

孤立を防ぐ「地域づくり」実践

まͪͳ͔ԂͰのަྲྀ

地域事業ऀを๚͢ΔϤνϤνୂ

ੜ׆支援ମ੍උ͔ۀࣄらଟੈަྲྀʂੜ׆支援ମ੍උ͔ۀࣄらଟੈަྲྀʂ

ւಓ্࢜ຈொ 2022年12月20日開催号

目次

ւಓ上࢜ຈொの生׆支援ମ੍උ事２………………ۀ

上࢜ຈொ社協͕औΓΉ生׆支援ମ੍උ事４………ۀ

ϚϚの )O5 ステーγϣン͕औΓΉ
生׆支援ମ੍උ事６………ۀ

ํからのମ੍උͰ͢ࢦまͪの８………………࢟

˼मの͝Ҋݚ˻
2022 年 12月 20日（Ր）14：00～ 16：30

ʮੜࢧ׆ԉମ੍උۀࣄからଟੈަྲྀʯ
　ゲスト………………上࢜ຈொ社会福祉協議会 生׆支援コーディネーター　খ　ઘ　জ　
　　　　　　　　　　ϚϚの̝̤̩ステーγϣン 生׆支援コーディネーター　　ౢ　߳ࡊ子
　コメンテーター……ๅ塚市社会福祉協議会 地域支援෦長 ݉ اըܦӦ෦長　ࢁ　本　৴　
　コーディネーター…શࠃコϛϡχティϥΠϑαϙートηンター 理事長　　ా　ণ　߂

　⏕ά支援యไᩚഛ業は↓㝈㸟高齢者のᒃ場所、子⫱て࣐࣐たちのᒃ場所、そして᪉が交わって

まちが元気に。㛗年暮らす住Ẹも、移住者も、まじわりながらᴦしいまちのかたちが見えてきた㸟子⫱

て支援が高齢者の護ண㜵に、高齢者の⏕きがいや役割が子どもたちのᮍ来のために、そんな実㊶を

ᾏ㐨上ኈᖠ町からおᒆけします。

͓ਃࠐΈํ๏
こͪらから https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

ຈொ্࢜

ଳࢢ
ࢢຈࡳ
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践 ᾏ㐨上ኈᖠ町

�

ւಓͷ΄΅த৺෦ɺेউํͷ෦にҐஔ͢Δ্࢜ຈொはɺொͷ
����ˋ͕ྛଳに෴ΘΕ͍ͯ·͢ɻେઇެཱࠃࢁԂɺφΠλΠݪߴͳ
Ͳ๛͔ͳݯࢿΛ͔׆したۀޫ؍ɺാ࡞ཙ͔͞んͰ͢ɻຖ݄̔には
όϧʔϯϑΣスςΟόϧ͕։͞࠵Εɺશ͔ࠃらଟ͘ͷ٬͕ޫ؍๚Ε·͢ɻ
ɹ����ͷ����8人ΛϐʔΫに����には�88�人·Ͱݮগし
た人ޱɺࢠҭͯࢧԉఆॅଅਐにྗΛೖΕた͜ͱ͔ら����Ҏ߱は૿
Ճにస͡ɺҎޙɺඍ૿ݮΛ܁Γฦし͍ͯ·͢ɻ

ʲ�����݄ʳ

人　　ޱ　����人

ੈ ଳ 　����ੈଳ

ˋ����　Խྸߴ
ʢ����݄̍ʣ

গ人ޱ　����ˋ

生涯活躍のまち・上士幌町の生活支援体制整備事業
　ᾏ㐨上ኈᖠ町は、ㄡもがᗣで実した⏕άを㏦ることができるよう、住Ẹ同ኈのつながりや⏕ᾭ学

⩦ᶵ会の出、㉳業支援、ከୡ௦交ὶ➼のᒃ場所と役割のある地域コミࣗニ࡙ࢸくりなど、「ୡ௦ᆺ

⏕ᾭά㌍のまち࡙くり」をᥖげています。

　上ኈᖠ町では、2016 年ᗘより⏕ά支援యไᩚഛ業にྲྀり⤌みはじめました。「まࡎは⏕ά支援コーࢹ

ーターを⨨いて業を始めなければ」と地域包括支援センターで地域おこし༠ຊ㝲をເ集し、地域࡙ࢿ

くりについて一緒に考えるところからスターࢺしました。

　2018 年ᗘからは町♫༠に➨㸯ᒙの⏕ά支援コーࢿࢹーターを㓄⨨。㐨ෆでྲྀり⤌まれていたまち࡙

くり࢙ࣇ࢝をཧ考に、住Ẹが気㍍に❧ちᐤれる場࡙くりを始めました。また、201� 年に上ኈᖠ町や関ಀ

ᶵ関が出㈨して設❧されたまち࡙くり会♫「ᰴᘧ会♫⏕ᾭά㌍のまちかみしほろ」に、2020 年、➨㸰ᒙ

の⏕ά支援コーࢿࢹーターを㓄⨨し、住Ẹが住Ẹを支える⤌み࡙くりを目指しました。上ኈᖠ町保

⚟♴ㄢᗣቑ㐍࣭護支援ᢸ当ᖿのబ⸨┾⏤⨾さんは、「♫༠は㛗年、地域の高齢者などの支援業ົに

関わり、᪤Ꮡのά動との࣡ࢺࢵࢿーࢡができています。まち࡙くり会♫では、᪂たな交ὶやつながり࡙く

りなどのά㌍の場の出がᮇᚅされています。その᪉がこれからの上ኈᖠ町に㔜せで、それࡒれのᚓ意

なศ㔝をάかしていくことで、町యの⏕ά支援యไᩚഛ業となりᚓるのではないかと考えました」と

話します。

「あったらいいな」から生まれた活動
　2019 年ᗘは、⏕ᾭ学⩦センターで開催したࢢルー࣡ࣉーࢡを⓶ษりに、㛗年、町に暮らす高齢者やⱝ者、

移住者などከ様な町Ẹが集い、「⮬ศたちのまち࣭ 上ኈᖠがこうなったらいいな」「もともと住んでいる人も、

᪂しく移り住んだ人たちも㍤けるまちにするには」を話しྜう「かみしほろあすわがミーࢸンࢢ」を開

催。まちのᮍ来を考え、交ὶやつながりを㔊ᡂするための意見交換を࢙ࣇ࢝᪉ᘧで㸴ᅇにわたって実施し

ました。そこで意見が出た、「⏨性のᒃ場所がない」というㄢ㢟にᑐし、町♫༠の⏕ά支援コーࢿࢹー

ターが、町ෆに「まちなか㎰ᅬ」を開設します。

　また、町の子ども子⫱て支援ィ⏬⟇ᐃのンࢣーࢺ⤖ᯝの「ஙඣをᢪえる࣐࣐たちのほっとできる場

所がᚲせ」という思いから、まち࡙くり会♫の⏕ά支援コーࢿࢹーターが、「࣐࣐の 㻴O䠰スࢸーシࣙン」

を❧ち上げます。

　⌧ᅾは、それࡒれのά動をつうじて、子ども、高齢者、地域との接Ⅼを㠃ⓗにᒎ開し、㢦の見える、お

いさまの地域࡙くりと㐍んでいるところです。

ւಓ্࢜ຈொのੜࢧ׆ԉମ੍උۀࣄ

孤立を防ぐ「地域づくり」実ࢪ
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践 ᾏ㐨上ኈᖠ町

�

上士幌町の生活支援体制整備事業概要図（生活支援サービスを関係機関で一体的に提供）

高齢者・障がい者

（困りごと）

子育て世代
（困りごと）

事業所（人手不足）

サポーター

依頼者

＜需給調整＞

・マッチング機能

（社会資源全体を含む）

・情報集約・発信

・事業の進捗管理

＜住民活動の拠点＞

・haretaに 2層協議体

の機能を持たせる。

（互助の醸成に向けた

住民主体の作戦会議の

場をつくる）

・住民ニーズの把握、

人材の発掘に活用

課題解決の依頼

課題分析と解決策の創出 最適な担い手の発掘

生業開発

生業マッチング

サポーターリーダーを対象ごとに置き

課題解決に向けたマネジメント

一般 高齢者

＜人材育成プログラムの提供＞

各領域の生業に必要な知識や技術の習得をサポート

グループをまとめるリーダーの育成

町内の人材

登 録

仕事受注

一般住民
（困りごと）

＜マッチングシステム＞（ICT 活用）

時間にゆとり

のある高齢者

社会になじみに

くい引きこもりの

青年

ちょっとした時

間で働き

たい主婦

上士幌をもっと

知りたい滞在者

農業など田舎で

しかできない

体験がしたい人

課題把握・調整

＜期待される効果＞

・福祉的なサービス調整から一般依頼者からの受注対応まで広い範囲の課題に対応できるようになる。

・福祉関係機関とまちづくり会社の連携により、各種サービスを必要に応じて組み合わせて提供できるようになる。

・遊びや趣味では社会参加につながらない高齢者層へのアプローチが可能に

働く⇒人の役に立つ⇒報酬が得られる⇒満足感・生きがい・生活に余裕がうまれる。

・町民以外の参加も可能にし、働きながら町の良さを知ってもらう機会にもできる。観光と就労体験の組み合わせ。

・地域包括ケア体制構築に向けた「介護予防」と「生活支援」の中核的な事業になりうる。

子育て世代

人材の手配依頼

参加

相談

社会福祉協議会

第 1 層生活支援コーデ

ィネーター配置

・ヘルパー・ボランティ

アの調整機能

・移送サービス等

地域包括支援センター

・生活支援体制整備協

議体の運営主体

・高齢者の総合相談窓

口（虚弱・認知症等）

居宅介護支援事業所

・要介護認定者のケアマ

ネジメント支援

協働

相談窓口

ボランティア ヘルパー

中・長期移住者等

登 録 登 録

参加サービス調整

（株）生涯活躍のまち かみしほろ

第 2 層生活支援コーディ

ネーター配置

協働

令和４年度版
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ۀࣄԉମ੍උࢧ׆औΓΉੜ͕ڠຈொ্ࣾ࢜

Ҭにࠜͮいͨʮか͋ͪΌΜ͋ͪΌΜࢢࡊʯ

　上ኈᖠ町には、20 年௨上๓から⥆く、㎰ᐙのዪ性たちに

よる「かあちゃんばあちゃん㔝⳯市」があります。もともと

はᅜ㐨ἢいでࢸンࢺをᙇっての㔝⳯販売でしたが、201� 年

からは町ෆの高齢者施設ෆの地域交ὶス࣌ースで、㐌㸯ᅇ、

開催するように。࣓ンࣂーのなかにㄪ理がᚓ意な人がいたた

め、当初は࣓ンࣂー同ኈでおご㣤を㣗ていましたが、㏆

㞄の高齢者住宅に住む一人暮らしの高齢者が㔝⳯市に来るこ

ともあり、一緒に㣗をᴦしんでいました。ᩱ理はホุを

。町እからも来ᐈがあるなどの人気ぶりでした、ࡧ

　しかし、᪂ᆺコロナウルスのὶ行のもと、高齢者施設を

⏝することが㞴しくなりました。それでも「ᴦしいから⥆

けていけるんだよ」のゝ葉どおり、㔝⳯市は町ෆのูの場所

に移㌿をして、⌧ᅾも㐌㸯ᅇのά動を⥆けています。

உੑͷډॴʮ·ͪなかԂʯ

　2019 年ᗘに開催した「かみしほろあすわがミーࢸンࢢ」で、「⏨性のᒃ場所がない」というㄢ㢟にᑐし、

2020 年にධ職した町♫༠の➨㸯ᒙ⏕ά支援コーࢿࢹーター、小Ἠᙲᏹさんは、町ෆのᪧ⏕きがいセン

ターのᩜ地ෆに「まちなか㎰ᅬ」を❧ち上げます。「上ኈᖠはもともとᐙᗞ⳯ᅬにྲྀり⤌んでいる人がከ

いまちです。地域の人の気㍍な通いの場として、㢦の見えるつながり࡙くりを㔝࡙⳯くりをとおして実⌧

できれば」と小Ἠさん。㔝࡙⳯くりに⯆味のある人や地域の高齢者ら 10 人が、おしゃりをしながら㔝

࡙⳯くりをᴦしんでいます。ときにはᩜ地ෆのᯞษᐃやⲡสりをすることもあるそうで、まちなか㎰ᅬ

の࿘㎶は⨾しくᩚえられています。

　㎰ᅬの㏆くに住むある高齢⏨性は、

㌟యのㄪ子をᝏくして⮬宅に㛢じこ

もりがちでした。㏆所の人や㎰ᅬཧຍ

者もその人のことを気にかけていま

した。その人の実ᐙが㎰ᐙで、㔝࡙⳯

くりの知㆑があることがわかり、「作

業は㞴しくても㎰ᅬにࣂࢻイスを

もらえないか」と声をかけ、࣓ンࣂー

としてά㌍しています。

　「యไᩚഛ業でྲྀり⤌む௨上、༢

なる⏿ά動ではなく、つながりや交

かあちゃんばあちゃん野菜市

まちなか農園で子ども園の園児との交流

孤立を防ぐ「地域づくり」実ࢪ
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ὶを目ⓗとするために、当初から認ᐃ子ども

ᅬのᅬඣとの交ὶをά動に⤌み㎸んでいまし

た」と小Ἠさん。高齢⏨性とᅬඣとの交ὶも、

子どもたちの笑㢦の様子に「元気でよかった

ね」という声が聞かれるとゝいます。ᅬඣと

ともに⫱て、✭した㔝⳯は、ᅬඣたちがᣢ

ちᖐるだけでなく、⤥㣗センターなどにᐤ

をするなど、地域㈉⊩にもつながっています。

ᅬඣたちが㔝⳯をᣢちᖐるときは、地域の㔝

⳯ᩱ理ྡ人による㔝⳯ࣞシࣆもῧえられ、ᐙ

ᗞでもおいしくㄪ理できるようなᕤኵもして

います。

　「実は、㔝⳯がⱞᡭなんです」とㄒる小Ἠさん。まちなか㎰ᅬが始まったときもなかばᅔᝨし、「ⱞᡭ意

㆑もあり、ఱからᡭをつけていいのかわからなかった」と話します。༠㆟యと┦ㄯをしながら、場所、᳜

えけ作物、ㄡに声をかけたらᩍえてもらえるかなど「ࡦとつࡦとつ聞きながらの、ᡭ᥈りでのスターࢺ

でした」とり㏉ります。

　さらに、まちなか㎰ᅬのཧຍ者から「こんなことやりたい㸟」と❧ち上がったのが、2022 年㸲月にス

ターࢺした、20 㹼 �0 ṓ௦の住Ẹによる「かみしほろ地域㣗ᇽうれしか」です。月㸯ᅇ、➨㸱ᅵ᭙日に子

どもから高齢者まで、地域住Ẹㄡもがつどえる場になっています㸦18 ṓまでは↓ᩱ、人は 100 ⛬ᗘ

のά動ᛂ援をࡧかけ、ྛᅇ 30 㣗をᥦ౪㸧。まちなか㎰ᅬに来ているㄪ理ᖌがά㌍するほか、㎰ᅬの㔝⳯

もά⏝されています。

　㎰ᅬを中心に、地域の交ὶがゆるやかに かく、ᗈがっています。

気にかけ߹͏Ҭͮ͘Γɹ

　⮬↛に包まれた上ኈᖠ町⣇ᖹ地区は、⣙ 100 年⥆く Ἠ地としてそのྡを㡪かせています。᪑行ᐈな

どもከいことから、地域でのᏳ心࣭ Ᏻのために、

≟を㣫っている町ෆ会㛗が中心となって、わんわ

んࢺࣃロール㝲が始まりました。≟のᩓṌついで

に地域を見守っていこうというものです。

　ほかにも、コロナ下でも気にかけྜいの関ಀを

⥆けていけるようにと、2022 年には 6� ṓ௨上を

ᑐ㇟としたス࣐࣍ᩍᐊを開催し、16 人の高齢者

がつどいました。ス࣐ー࢛ࣇࢺンに LINE のࣉ

ࣜをධれ、㸰人㸯⤌で LINE の交換をしてみるな

ど、᧯作をしながら᪂たなつながりのᡭẁを学ࡧ

ྜいました。ዲホのため、ᐃᮇⓗな開催とつな

げていくணᐃです。

まちなか農園の皆さん

わんわんパトロール隊

ᾏ㐨ୖኈᖠ⏫
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ϚϚの)05εςʔγϣϯ͕औΓΉੜࢧ׆ԉମ੍උۀࣄ

ҭͯੈͷωοτϫʔΫԽからଟੈަྲྀࢠ

　ᔱ㤶⳯子さんは、地域おこし༠ຊ㝲として 2020 年㸲月にまち࡙くり会♫に㓄ᒓと同に➨㸰ᒙ⏕ά

支援コーࢿࢹーターに௵されました。㸱ඣのẕであり、そして保⫱ኈとして障ᐖのある子どもの㡸か

り施設などでົ⤒㦂のあるᔱさんは、「子どもだけでなく࣐࣐の元気を支えることが。㡸かって

いる間の子どもたちがᴦしく元気に㐣ごすだけでなく、ᖐ宅したあとにᐙ᪘で笑いྜえるようなサ࣏ーࢺ

がᚲせ」とゝいษります。

　⏕ά支援యไᩚഛ業で目指したことの㸯つは、ከୡ௦交ὶの地域࡙くり。そのためには、まࡎは子⫱

てୡ௦の࣡ࢺࢵࢿーࢡがᚲせと、ンࢣーࢺㄪ

ᰝを実施します。そこから見えてきた「࣐࣐たち

がほっとできる場所がほしい」という㢪いにこた

えて、⏘๓࣭⏘後の࣐࣐がほっとできるᒃ場所、

の࣐࣐」 HOT スࢸーシࣙン㸦௨下、࣐࣐ HOT㸧」

を❧ち上げました。

ަྲྀからੜ·Εる気にかけ߹い

࣐࣐　 HOT では、ẖ㐌㔠᭙日にࡩれあいࢨࣛࣉ

で࣐࣐サロンを開催しています。おもに㸮㹼㸱ṓ

までのஙᗂඣと࣐࣐たちの交ὶの場ですが、同

日、同会場のู㒊ᒇで開催されている護ண㜵ᩍᐊにཧຍしている高齢者たちとゐれྜうᶵ会が⮬↛に⏕

まれるようになってきました。サロンに㉥ちゃんの様子を見に来たり、あやしてくれる高齢者がቑえ、⮬

↛な交ὶが始まりました。「ここで㉥ちゃんに会えることがᴦしみ」と話す高齢者がいるように、ᩍᐊཧ

ຍのきなࣔ࣋ࢳーシࣙンともなっているようです。

　月㸯ᅇ発行しているおたよりを地域の業所などにᒆけるのは、子どもたちとその保護者。࣐࣐ HOT

に来る子どもの┿をきくᥖ㍕し、ようやくṌき始めた年齢の子どもたちがᡭ㓄りでおたよりをΏしま

す。その姿に、地域住Ẹもにっこり。上ኈᖠに㛗く住む親子だけでなく、㌿などで移り住んだ親子もこ

うして知りྜい、会話が⏕まれ、ᡂ㛗を႐ྜࡧったりయㄪを気にかけるなどの⮬↛な交ὶが⏕まれていま

す。「子どもୡᖏが⊂❧して町እに住んでいるため、ࠗ 㔝⳯をつくってもᾘ㈝できないから࠘という高齢者

からᐙᗞ⳯ᅬで✭した㔝⳯のおすそศけをもらうこともあるんですよ」とᔱさんは話します。

ʮないʂʯからʮ҆৺しͨらしʯ

　「ᔱさんがᗈげる子⫱てୡ௦の࣡ࢺࢵࢿーࢡがά性したことで、行ᨻや認ᐃこどもᅬ、子⫱て支援

センターも่⃭をཷけ、ẕ親の意見をྲྀりධれながらサ࣏ーࢺ業をᒎ開するようになりました」とబ⸨

さんは話します。「㒔会とは㐪い、子⫱てୡ௦にはࠗۑۑがあったらいいのに࠘というものはたくさんあ

ります。たとえば、小ඣ⛉Ჷのある㝔もその㸯つですが、ないものをねだるよりも、⮬ศたちでどう

体操教室の合間に赤ちゃんに会いに来る高齢者

孤立を防ぐ「地域づくり」実ࢪ

��



孤立を防ぐ「地域づくり」実践 ᾏ㐨上ኈᖠ町

�

解Ỵできるか、どうすればᏳ心できるかを考えることがたいせつです」と話すᔱさん。一のときにᏳ

心できるようにとᾘ㜵⨫と┦ㄯし、ᩆㅮ⩦のㅮᗙなどを⏬します。「⚾たちはษ実な思いをᣢってᾘ

㜵⨫に出かけましたが、実はᾘ㜵⨫も住Ẹに㌟㏆なᏑᅾでいた

い、⚾たちと㢦の見える関ಀをつくりたい、という思いがあっ

たことも、同にわかったのです」と⥆けます。

࣐࣐　 HOT は、⏝者を町住Ẹに㝈ᐃしていないことから、

㞄町から⏝に来る親子㐃れもいます。なかには࣐࣐ HOT の

⏝から移住をỴめた人もいます。さらに、࣐࣐ HOT ができ

て㸱年目、設❧に一人っ子だった子どもたちにᘵጒが⏕まれ

始めています。いࡎれも「࣐࣐ HOT があるからᏳ心して子⫱

てができるとឤじた」とゝうほど、ここで⫱まれたつながりが

なものであることがうかがえます。

ׂͱੜ͖がいΛҾ͖ग़しɺҬで׆༂

　そんな㇏かなつながりを⏕み出してきたᔱさんですが、「⏕

ά支援యไᩚഛ業は護保㝤の業なので、その㈈※をっ

て子⫱て支援をすることに発があったことも実です」と話します。だからこそ、目指すከୡ௦交ὶの

姿は༢なるᒃ場所やイ࣋ンࢺに␃まらࡎ、「そのඛにどうつながり、関ಀ性をつくっていくかがこの業。

子⫱て࣐࣐も高齢者も、笑㢦でまࡊりྜい、役割をᣢってά㌍しྜうᑗ来ീをᥥいています」とゝいษります。

　10 月からは「࣋ビࢳ」さんのເ集を始めました。࣐࣐ HOT のᩆᛴㅮ⩦の㝿などに、その場で一緒に

子どもを見守ってくれる人をເる⤌みです。「ࣛࢳシをΏすと、80 ṓ௦のዪ性がࠗ⚾らが声かけといて

あげるから㸟࠘と動き出してくれたり、య᧯ᩍᐊに来ているዪ性がࠗ⚾たちみたいな年齢でもできること

を᥈してくれてありがとう。こんなᎰしいことないよ࠘と

ゝってくれたり。ఱṓになってもㄡかのຊになりたいとい

う思いは一緒で、それがᯝたされてこそやりがいをឤじ、

⏕きがいにつながっていくのではないかと思いました」と

話します。

　子⫱てのඛ㍮から「よくがんばっているね」とかけら

れた一ゝで子⫱てに⮬ಙがᣢてたり、子⫱てに㏣われてい

るときに地域の人からのᕪしධれで元気になれたり。そし

て㉥ちゃんの↓ൾの笑㢦がまた高齢者の笑㢦や元気をᘬき

出しています。⮬↛な交ὶのなかで、高齢者が子⫱て中の

たちもまた高齢者࣐࣐、たちを気にかけるだけでなく࣐࣐

を気にかけ、できることをお㏉ししていく、そんなおい

のᣢつຊがᚠ⎔を⏕み出し、ά㌍しながら支えྜう上ኈᖠ

町のᮍ来を、子⫱てୡ௦と高齢者の交ὶのඛに見ᤣえてい

ます。

赤ちゃんに手遊びを教えてくれる地域高齢者

おたよりを配るヨチヨチ隊と地域高齢者

ᾏ㐨ୖኈᖠ⏫
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双方向からの体制整備で目指すまちの姿
　2022 年度は、まちなか農園にママHOTの親子が訪れ、一緒にタマネギの苗植えを行い、その

後にお茶の時間を楽しむなどの新たな交流も生まれました。子ども園の園児よりもさらに低年齢の

子どもたちでしたが、まちなか農園のメンバーが優しく寄り添い、子どもたちにとっても忘れられ

ない一日となりました。

　「生涯活躍のまち」を目指す上士幌町で、生活支援体制整備事業も生活支援コーディネーターで

ある小泉さんと倉嶋さんの二人で進めていくわけではありません。それぞれの活動を支える町民チ

ームを地域にたくさん生み出し、そこにたくさんの住民が

関わっていけるようにと考えています。

　たとえば 2021 年度は、月１回、働く世代が集まる町民

チームを結成し、互いの強みを伝え合うワークや、地域に

貢献したい若者へのアドバイスを実施するなどしながら

意見交換を重ねてきました。「昨年度はコロナ下でもあり、

人を集めるイベントはできなかったのですが、それぞれの

コミュニティをつなげることができたと思います」と倉嶋

さん。今後は、さらに「本音で話し合えるために、集まる

時間やメンバーを工夫して開催していきたい」と意気込み

を語ってくれました。

孤立を防ぐ「地域づくり」実践 ւಓ্࢜ຈொ　2022 年 12 月 20 日開催号

独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」
発行元：特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）

〒 981-0932 宮城県仙台市青葉区木町 16-30 シンエイ木町ビル 1階

TEL ０２２- ７２７- ８７３１　FAX ０２２- ７２７- ８７３７

https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

女性だけの第２層協議体

小泉

主体＝協議体＝町民

参加したい！参加したい！

R４年度 LSC体制について

地域支え合い
推進会議

くらしま

町民

産前産後ママの
���ステーション

高齢男性の
まちなか農園

町民チーム② 町民チーム①町民チーム③

˞ -4$ʹੜࢧ׆ԉίʔσΟωʔλʔ
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「生活支援体制整備事業から多世代交流へ」

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修
「生活支援体制整備事業から多世代交流へ」

開 催 日　2022年 12月 20日（火）14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　67人、グループ参加　47団体

登 壇 者

 ゲ ス ト

　　　上士幌町社会福祉協議会 生活支援コーディネーター　小泉 彰宏

　　　ママのＨＯＴステーション 生活支援コーディネーター　倉嶋 香菜子

　コメンテーター

　　　宝塚市社会福祉協議会 地域支援部長兼企画経営部長　山本 信也

　コーディネーター

　　　全国コミュニティライフサポートセンター 理事長　池田 昌弘

プログラム

　　14:00 ～ 14:03　　開会・趣旨説明

　　14:03 ～ 14:45　　小泉彰宏氏、倉嶋香菜子氏による実践発表

　　14:45 ～ 15:00　　小泉氏、倉嶋氏、山本氏、池田氏によるディスカッション

　　15:00 ～ 15:10　　休憩

　　15:10 ～ 15:40　　参加者によるグループワーク

　　15:40 ～ 16:00　　グループ発表

　　16:00 ～ 16:15　　発表へのコメント

　　16:15 ～ 16:30　　まとめ

　　16:30 　　　　　　閉会

スペシャルゲストからのコメント

開 催 日　2022年 12月 20日（火）14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　67人、グループ参加　47団体

スペシャルゲストからのコメント

佐藤眞由美氏（上士幌町保健福祉課健康増進・介護支援担当主幹／北海道）
　「あすわがミーティング」は、道南地区で開催されていた「まちづくりカフェ」の手法に着想を
得た社協の前任の生活支援コーディネーターから、「会議ではない、みんなで話し合う座談会のよ
うなかたちでまちづくりを考える場所があったら」と提案があり、実現しました。いろいろな世
代の方が気軽に参加できるように、まちづくり会社のカフェのようなスペースを使って、みんな
でお茶を飲んだりしながら遊んだり語り合ったりしながら、地域の課題ややってみたいことを話
し合う場として機能をしていました。
　倉嶋さんから「子育て支援」という言葉を聞いたときに、私自身も生活支援体制整備事業は介
護保険の事業なのになぜ子育てなのかと違和感があったことも事実です。ですが、同時に高齢者
のなかだけで高齢者に元気になってもらう、活躍していただくのは限界があるとも感じていて、
事業のなかで子育てを考えることに可能性を感じました。「子育て中のママたちがつながる場をつ
くり、そこから高齢者がいずれつながっていく。長い目でやっていこう」と関係者に説明を繰り
返しながらサポートをしてきました。実際、そこに来ている高齢者の顔を見ると、「力を貸しても
らう」ということがこんなにも高齢者が輝いていくということなのだ、と感動しています。

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修
「生活支援体制整備事業から多世代交流へ」
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

ディスカッション

池田昌弘 生活支援体制整備事業というところから考えると、第１層が高齢者、第２層が子育て、という

役割分担をしているのも新鮮です。小泉さんからお聞きした「まちなか農園」の取り組みは、特に高齢

の男性の活躍の場で、居場所を求めてつくられてきた。そういうなかで子どもたちとの交流などから子

どもと高齢者がつながり、広がり、元気になっています。倉嶋さんからの報告では、生活支援コーディネー

ターの報告で、これだけ赤ちゃんの写真が出てくるものはなかなかないと思いますが、聞いているとな

るほどな、とつながってくる話ではないかと思います。「私たち、このくらいだったらできるよ」とい

う声を活かすということは、高齢者の元気を引き出していくことにつながるのだと思いました。高齢者

支援ではなく高齢者の活躍という視点でとらえていくと、より広がっていくということが具体的に見え

てきました。

山本信也 お二方の報告で共通していたのは、「ありがとう」という言葉だったことが印象的でした。宝

塚市社協でも、これからの社会参加のかたちとして、高齢者の活躍をどう展開していくが非常に大事だ

と話しています。これから地域づくりを考えたときに、高齢者と赤ちゃんだけがつながるというわけに

はいかない。究極の社会参加とは、みんなが言葉をかけ合って、つながり合うということだと改めて考

えさせられました。そうした日常の交流のエピソードを教えてください。

小泉彰宏 まちなか農園の取り組みも３年目になりました。まちなか農園に参加されていて、交通指導員

もされている高齢男性は、以前に農園に来ていた小学生との交流がその後も続いているという話を聞い

ています。

倉嶋香菜子 いままで地域で声をかけられることがなかったママたちが、「買いものに行くと声をかけら

れるようになった。それがとても心強い」「地域にたくさんおじいちゃんやおばあちゃんができたみたい」

とうれしそうに話してくれています。

山本 いまお話いただいたようなことが、生活支援体制整備事業や、孤立をなくす地域のつながりづくり

のヒントだと思います。生活支援コーディネーターは、しかけることに力を入れがちですが、そのあと

の「どういうつながりができているか」を確認していくことは、地域共生の社会づくりに向けて非常に

大事なことと考えています。

池田 赤ちゃん便りを持っていくことで子どもの成長を一緒に喜んでくれる住民が増えてます。赤ちゃん

や子どもたちだけでなく、子どもをつうじてお母さん世代が、自分の親や祖父母世代の住民とつながり

ができています。若い人たちにとっても、自分たちが高齢になったら支え合っていかなければならない

んだ、ということを学ぶ場にもなっていると感じます。なにより、だれかに頼ってもいいんだ、頼って

みたら頼られた人も元気になるんだということに気づくことは、私たちにとって大きな発見ですね。

ディスカッション

��



「生活支援体制整備事業から多世代交流へ」

参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）



から、互ॿとか活躍ࢹ齢者の支援をするというߴ

のをつくるというࢹにస換することに気ͮけま

した。اըྗや実行ྗがす͝いと思いました。Ϥチ

Ϥチୂや「ありがとう」とݴってもらえるはす͝

くྑいػձͩと思うので活動に活かしたい。ʢ地域

แׅ支援ηンターʗݸ人ࢀՃʣ



生活支援体制整備事業とはԿぞやʁということをま

ͣは地域の人たちにਂくਁಁさせるඞཁੑを͡ײま

した。そのための生活支援コーディネーターや行

と、ࣾձٞڠࢱձとの࿈ܞをܦて、民生ҕһや۠

を࢝めとした地域住民へのਁಁのํ๏をどうすれ

ばྑいのかʁというのがࣗたちの՝としてあが

りました。ʢߴࢢ齢者ࢱ෦、ୈ１生活支援コー

ディネーター、ୈ̎生活支援コーディネーターに

よるάϧーϓࢀՃʣ



域のことにつݍՃ者に地域活動者がおり、そこのࢀ

いてお話ししました。そこでは新װઢのߴՍ下にて、

ձٞతな集まށ人తに植をҭてているํやҪݸ

りのになっており、そのํʑをרき込んで「ࡊ

やおՖͮくり」をテーマに活動のにしていっては

どうか、という話になりました。ʢࢢ、ڠࣾࢢ地域

แׅ支援ηンター、町ձによるάϧーϓࢀՃʣ



ߴ齢者と子ҭて世代の交流のをつくり、地域のߴ

齢者と子ҭて世代がإの見える関になるとこΖか

ら࢝めることができればいいのかなという意見が出

ました。地域での活動༰をपするとこΖから

めてもいいのかという意見が出ました。సೖ者が࢝

ଟい地域より、ݹくからの住民がଟい地域の΄うが

地۠での活動もんなため、そういった地域ੑもス

ムーζに進めるためにはまͣඞཁなのかなと意見が

出ました。農園のҡ࣋අなどの༧ࢉはどうされてい

るのかが気になりました。ʢ۠地域支えあい՝、۠

Ճʣࢀによるάϧーϓڠࣾ


ʲわかったことʳ事業ॴと -*/& などを活༻して

つながるํ๏がある。ߴ齢者とちΌんのڞ௨

のଟさ。ߴ齢者ରの支援という意ࣝがແ意ࣝに

あり、ଟ世代のใなどをΩϟοチしにくくなっ

ているかも。よく地域を見るとଟ世代交流の活動

があるʢେֶ生ʷ子ҭて世代ʣ。̡ ਂめたいことʳ

ެ民ؗとอҭ園のマοチンά。もっと地域のଟ世

代のใをऩ集していきたい。த৺地のༀہやそ

のଞا業とのつながるํ๏。۠の子どもձや人

ձとの࿈ܞʢイベントを௨してʣ。ʢࢢࢱ事ॴ、

地域แׅ支援ηンターʢୈ１生活支援コーࢢ

ディネーター、ୈ̎生活支援コーディネーターʣ

によるάϧーϓࢀՃʣ



一ఆのॴଐからଟ世代へ事業をల開したૉఢな事

ྫをฉきܹをडけました。一ํで、ᶃつながる

ことがۤखなର܈をどうつなげていくか、ᶄશ

世代交流するためのݯࡒなど՝が上がっ

た。ࢱ୲でない՝の৬һもࢀՃしたので、֤

՝にてϑィードバοクしていきたい。ʢاࢢը՝、

事ॴ、地域แׅ支援ηンターによるάࢱࢢ

ϧーϓࢀՃʣ
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『生活支援体制整備事業から多世代交流へ』アンケート結果
（2022年12月20日）

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『生活支援体制整備事業から多世代交流へ』アンケート結果

設問１ あなたのことについてお尋ねします。

①お住まいの都道府県を教えてください
67 件の回答

都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数

北海道 3 福島県 1 石川県 1 愛ੴ県 5 ઁ島県 2 ിম県 1 

青森県 1 栃木県 1 福੩県 1 京都府 2 山ઠ県 2 大ী県 1 

岩手県 1 群馬県 2 長野県 6 大阪府 4 愛媛県 1 鹿児島県 1 

ଗ県 1 ୴県 3 岐阜県 2 兵庫県 16 ৈੴ県 1 沖縄県 2 

ি県 2 新潟県 1 ಯળ県 1 和歌山県 1 福ળ県 1   

②あなたの年代を教えてください。グループ参加の方はメンバーの年齢構成をチェックしてください（複数選択可）。
67 件の回答（総回答数 98 件）

③ あなたの所属を教えてください。グループ参加の方はメンバーの所属構成をチェックしてください（複数選択可）。
67 件の回答（総回答数 87 件）

その他回答【4回答（各 1件）】

[ষ（地区ਁড়ை）、ෆฐ、社協生活੍ର৩、大৾生]、地ୠ住ড়、介護予防センター（札幌市の事業）、⌨生地区社会福祉協৮会

設問２ 本日の研修内容についてご意見をお聞かせください

①今回の研修に参加されてよかったですか。 ②研修の開催資料は参考になりましたか。
67 件の回答 67 件の回答

20歳代 14.3% 30歳代 21.4% 40歳代 25.5% 50歳代 28.6%

60歳代
8.2%

70歳代以上
2.0%

② 年代

行政 43.7% 社協 43.7% 包括 27.6%

NPO・一社
2.3%

民生児童委員
4.6%

その他
4.6%

③ 所属

たいへん

よかった

67.2%

よかった
26.9%

䜅䛴䛖
6.0%

たいへん参

考になった

46.3%
参考になった

40.3%

䜅䛴䛖
10.4%

䛒䜎䜚参考にな䜙なかった

3.0%

��



「生活支援体制整備事業から多世代交流へ」

●研修や資料のなかで参考になったことや役立ったことを教えてください。
（自由記述／一部抜粋）

●高齢者への支援というとらえ方から活躍を考えると、今行っているサロン一つにしても何か工夫ができ

そう。また、持続可能な支援を考えると、高齢者だけではなく世代を超えた交流や活動と聞き、地域の

祭りを思いおこした。祭りは担い手がいないと悩んでいる現状と、この事業も絡んでくるのかなと。あ

りがとうございました。前向きになる研修発表でした。

●うちの地域と人口規模も同じくらいなので、そのなかでの動きがとても参考になりました。『高齢者支

援から高齢者活躍』の視点が、今後の私にとってとても役に立つと思っています！

●高齢者を支援するという視点から、どうしたら活躍する場がつくれるのかという転換する視点の気づき。

また、高齢者にちょっとしたお願いや役割を担うことで、生き生きとした生活へつながるきっかけにも

なることがわかった。

●新しい視点を与えていただき感動しっぱなしでした。持続可能で、とても希望を持てる内容だと感じま

した。数年後の自分の地域もこのように皆がイキイキ明るく過ごせるようになっていたらいいなと思い

ました。

●どこも同じで、人と人とのつなげ方だけの違いだと思った。つなげるツールが違うだけなんだと思えま

した。地域性があるから同じことを真似するだけではうまくいかない。地域にあったやり方を見つけて

いくことがたいせつ。

●「まちなか農園」が取り組んでいる農作業をとおした居場所づくりや「ママのＨＯＴステーション」のシ

ニア世代と子育て世代が集まって多世代交流が気兼ねなくできるコミュニティがあるのはとても魅了的

だった。工夫一つで今ある活動や地域資源を組み合わせて、いろんなイベントができるなと参考になった。

●生活支援体制整備事業における高齢者支援のあり方が大きく変わったような気がします。多世代交流が

高齢者支援に必要であるとの根拠となる資料づくりがたいせつだなと思いました。

●多世代間交流を通じて、地域の福祉力向上につながっていることが理解できた。また SNSを活用して、

若い世代との情報交換ができていたので、SNSの使用を検討してみたいと思えた。

●運営についてのご意見やお気づきの点がございましたら教えてください 。
（自由記述／一部抜粋） 

●グループワークへの切り替えも、自動的にスムーズに切り替えられていた。

●楽しく素晴らしい事例をいつも発信してくださりありがとうございます。日本全国のいろいろな事例を、

どうやって集めているんでしょうか。

●グループ発表の際、音声が聞き取りにくいグループがいくつかあった。運営側で聞こえにくいなと感じ

た場合は、相手方にその旨を伝えるなど工夫が必要ではないかと感じました。

●グループ参加の方法だったので、研修のなかで話しあえたことが良い。会議では学習したことや感じて

いることをなかなか話し合えない。

●その他のご意見や感想などがございましたらお聞かせください。
（自由記述／一部抜粋）

●質疑応答でより具体的なことが聞けるのでとてもいい研修だと思いました。もっと質疑応答の部分が長

く持てたらいいとも思いましたので、今後よろしくお願いたします。

●地域包括支援センターに入職してまだ日が浅く、知らないことや学ばせていただくことがたくさんあり

ました。グループワークでも皆さんの地域への思いを聞くことができて良かったです。

●グループで参加すると、実践報告を聞いたあとの意見交流会が、どうしても身内の話に偏る面がいなめ

ないなと思いました。他市町村の人と話したい場合は、あえて個人参加にするほうが良い部分もあると

思いました。
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

フォローアップ意見交換会

日　　時　2022年 12月 26日（月）11:00 ～ 11:30

開催方法　Zoomによるオンライン

参 加 者 ●北 高齢者支援等に携わる専門職有志のグループ（北海道）

　　　　　　　　介護予防センターの職員、病院勤務のPTなど、さまざまな所属による有志チームで参加

　　　　　●栃 市社会福祉協議会・地区社会福祉協議会（栃木県）

　　　　　　　　第１層生活支援コーディネーター、地域包括支援センター職員、市社協、地区社協会長、

　　　　　　民児協会長と参加

　　　　　●香 市町村（香川県）

　　　　　　　　町役場、生活支援コーディネーター、地域包括支援センター職員と参加

●研修を受けて、参加者の反応は？

●北 　私たちのグループでは、介護保険制度の範囲では65歳以上の高齢者を目的としていても、その当

事者が当事者を支えても意味はなくて、多世代を交えていかなければ持続性のある支援は成り立た

ない、ということが共通の意見でした。ただ、それを実現するためには何からスタートすればいい

のかがわからず、若年層と高齢者がお互いを遠巻きに見て、実際に混じって何かを活動するという

場面がなく、ここをどうつなげばいいのかを考えていかなければいけないね、と話をしました。

●栃 　高齢者の活躍の場所をまず見つけるということに感銘を受けました。「まちなか農園」の取り組み

は、自分たちの地域にも耕作放棄地がたくさんあるので、そうしたところに人が集まるようになる

といいのでは、という意見が出ました。

●香 　上士幌町の人たちは、もしかしたら「子育てをみんながやってるまち」ということが誇りになっ

ていくような取り組みを始められているのでは。それが本当の地域づくりで、みんなが活躍できて

いることがまちの誇り、となることが大事だと思いました。そして、そうした誇りにつながるよう

な活動を確かめながら取り組んでいくことが大事だという話をしました。

●今後について

●北 　上士幌町の取り組みは非常にのびのびと展開されていて、非常にうらやましくも感じましたが、

その地域独特の暗黙のルールや、いろいろな課題などとも戦いながらされておられるのだろうと思

います。私たちも、いろいろな地域の話を聞きながら自分の地域にどうアウトプットして落として

いけるか、前向きに取り組んでいきたいと思っています。

●栃 　本市は２層の生活支援コーディネーターの配置がなく、社協で雇用した３人の地域福祉推進員が

その役割を担っています。その人が地元にも精通しているので、商店に人が集まっていると聞けば

そこに行って話をして、集まりの場づくりを話しています。活用できる助成金をお伝えして、集まっ

ているところをサロンにつくり上げるようなコーディネートの役割をしています。

●香 　活動の会を立ち上げようといっても簡単にいかないところも多く、生活支援コーディネーターが

地域にあるものと、高齢者が活躍できるところをつなぎあわせて、その人が地域の中で元気になっ

ていることを一緒に経験できる機会を積み上げていくことも大事だと思っています。必要な居場所

を立ち上げるということと、こうした個人的な元気になっていくエピソードを両輪で、まちの中で

経験できるような一歩を踏み出していきたいと思っています。

フォローアップ意見交換会
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践

মきの߹ؒに͓のΈ

ָしくフΩのॲཧ࡞業த

ळాݝ౻ཬொ 2023年1月1�日開催号

目次

地域ڞ生社会に͚たɺ׆༂支援事２…………………ۀ 

「支援͞れる人」́  …………………４「༂Ͱ͖る人׆」

ಛ࢈ͮ͘ΓͰ׆༂………………………………………̓

˼の͝Ҋ࠲ߨ˻
2023 年 1月 1�日（Ր）14：00～ 16：30

ʮશੈͷ׆༂ࢧԉʯ
　ゲスト………………౻ཬொ社会福祉協議会　会　　長　　　٠　　まΏみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長代理　　ా　　　ਅ
　コメンテーター……一ൠ社ஂ法人۴路社会తۀا協議会　代ද理事　۳　෦　　ढ़
　コーディネーター…શࠃコϛϡχティϥΠϑαϙートηンター　理事長　　ా　ণ　߂

⏕」、の支援や⊂⮬の特⏘ရ開発で知られる⸨㔛町では、高齢⋡が㸳割目๓となりきこもり者ࡦ　

ᾭ⌧役のまち࡙くり」を目ᶆにᥖげて、201� 年にୡ௦ᑐ㇟の「ࢳࣛࣉナࣂンࢡ」をスターࢺさせまし

た。㊊⭜がᙅくなっても、ㄡもがά㌍し出␒のある地域を目指して、人࡙くり࣭࡙くり࣭ⱝ者支援

にྲྀり⤌んでいます。

͓ਃࠐΈํ๏
こͪらから https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

౻ཬொ

ळాࢢळాࢢ

େؗࢢେؗࢢ

શ ੈ  ͷ ׆ ༂ 支 援
（౻ཬொࣾձٞڠࢱձ）

શ ੈ  ͷ ׆ ༂ 支 援
（౻ཬொࣾձٞڠࢱձ）

��



孤立を防ぐ「地域づくり」実践 ⸨㔛町♫会⚟♴༠㆟会

�

人ཱྀῶᑡ♫会のࣉࢵࢺを㉮る⛅⏣県

⸨㔛町。中山間地の小つᶍ⮬యであ

るこの町で、高齢者や障ᐖのある人、

きこもり者などが、特⏘ရとなったࡦ

「ⓑ⚄まいたけࢵ࢟シࣗ」の〇㐀࣭販

売にᦠわり、人ᡭ㊊の⏿やお⚍

りの⚄㍿ᢸࡂ、⏝Ỉ㊰のἾかきなどに

ᚑしてά㌍しています。

　「高齢がすすむなか、町Ẹがࠗ⏕

ᾭ、地域の役に❧ちたい࠘とゝうなら

ば、それをᛂ援するのが⚾たちの

です」と⇕くㄒるのは、⸨㔛町♫会⚟♴༠㆟会会㛗の⳥ụまゆみさん。⏕ᾭ⌧役のまち࡙くりをᥖげ、年

齢や障ᐖの᭷↓にかかわらࡎ、ㄡでも人ᮦⓏ㘓ができる「ࢳࣛࣉナࣂンࢡ」を 201�㸦ᖹᡂ 29㸧年に❧ち

上げました。⌧ᅾ、町Ẹの㸯割を㉸える⣙ �00 人がⓏ㘓し、㊊⭜のᙅい人も、認知症≧のある人も、ከ様

なά動᪉ἲでά㌍しています。

　「支援するᑐ㇟」ではなく、「ά㌍する人ᮦ」とᤊえ、ゝ葉で⾲⌧できるようになるまでには、3� 年に

わたる町♫༠のヨ行㘒ㄗがありました。

支援が必要な人は、支援する側にもなれる！「藤里方式」
　ά㌍支援のཎⅬは、⛅⏣県下で「一人のᖾも見㏨さない」をྜゝ葉に、1980㸦 ��㸧年からྲྀり

⤌まれた࣡ࢺࢵࢿーࢡά動業です。ご本人の同意をᚓて、その人の暮らしを支える仲間࡙くりがすすめ

られました。当をり㏉り、

⳥ụさんは、「地域の人を支援

するഃ࣭されるഃにศ㢮する

㒔ྜや、ࠗ ᖾを見つけ出す㐠

動࠘に㝗る༴うさがあった」と

話します。⪁人ࣈࣛࢡやࣛ࣎ン

、の理解もஈしくά動ࢸ

ࠗうちのおじいちゃんはẖ日、

⪁人ࣈࣛࢡで㐟んでいる࠘とい

う認㆑が一⯡ⓗで、地域に㈉⊩

していることを࿘知するᚲせも

ありました。ಶࠎのࢯーシࣕル

࣡ー࢝ーのຊ㔞にᕥྑされると

いうㄢ㢟もあり、⤌⧊としてྲྀ

地域ڞੜࣾձに͚たɺ׆༂ࢧԉۀࣄ

町民みんなが生涯現役！

白神まいたけキッシュ（税込1,900円）

孤立を防ぐ「地域づくり」実ࢪ
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践 ⸨㔛町♫会⚟♴༠㆟会

�

り⤌むᚲせ性をឤじていたとゝいます。

　ົᒁ㛗にᑵ௵した⳥ụさんは、200�㸦ᖹᡂ 1�㸧年、地域⚟♴ࢺータルࢣ᥎㐍業に╔ᡭします。「支

援がᚲせな人は、支援するഃにもなれる」という発のもと、「⸨㔛᪉ᘧ」とྡけて、地域の役に❧ち

たいという思いにᐤりῧう支援を、⤌⧊として始めます。あわせて、࣡ンスࣉࢵࢺの⥲ྜ┦ㄯయไをつく

るため、地域包括支援センター、地域ά動支援センター、♫༠のコミࣗニࢯࢸーシࣕル࣡ー࢝ー㸦CSW㸧

の㸱者で一యⓗにྲྀり⤌み始め

ました。すて♫༠が㐠Ⴀして

いたこともあり、報࿌࣭㐃⤡࣭

┦ㄯをᐦにᅗることで、┦ㄯ支

援をス࣒ーズにすすめられるよ

うになりました。

　一᪉で、ಶูの┦ㄯを地域ㄢ

㢟とᤊえて地域支援や施⟇につ

なげるどⅬや、地域の♫会㈨※

を༑ศにά⏝できる人ᮦがᚲせ

だと考えるようになりました。

　また、業を通じて地域の声

を拾うなかで、所ᒓする場所を

もたないⱝ者の支援がᛴົと

ឤじ始めます。

ʲ౻ཬொͷ֓گʳ
ɹळాݝͷ෦に͋Δ౻ཬொはɺ໘ੵ͕�8����ฏํΩϩϝʔτϧͱେ
Ͱɺͦͷׂ̕はݪྛࢁͰ͢ɻੈքҨ࢈Ͱ͋ΔനਆࢁͷೆଆにҐஔしɺ
നਆࢁΛਫݯͱ͢Δ౻ۏͱപໟ͕ொにྲྀΕ͍ͯ·͢ɻ୭Ͱ༰қ
にϒφྛɾѥࢁߴ২ɾ࣪ੑ২ͷ͕؍Ͱ͖ɺΩϟϯϓΛؚΊͯɺଟ
͘ͷ٬ޫ؍にし·Ε͍ͯ·͢ɻ

ʲ����  � ݄ � ʳ

人ޱ　   ���� 人

ੈଳ ���� ੈଳ

Խྸߴ  �����ˋ

౻ཬொ社会福祉ٞڠ会　〒018-3201 ⛅⏣県山本㒆⸨㔛町⸨⍆Ꮠ୕�0⬥㇂ࢶ ⥲ྜ⚟♴センターෆ

　　　　　　　　　　 TEL 018�-�9-28�8

　　　　　　　　　　　Ωογュ͏Ͳんのご注จはͪ͜Β͔Β˰ IUUQ���GVKJTBUP�TIBLZP�KQ�
事業༰㸸

άࠐ ㌍ 支 援 �、こみっと㸦◊ಟセンター㸧、ࣈࣛࢡ៏⮬ά動、まちࢸンࣛ࣎、ࢡンࣂナࢳࣛࣉ

⸨㔛ࣜࢹࢻࢵࢢ

ンࣛࣉ㣗をάかした交ὶ、⚟♴ᗙㄯ会、でらっと、࣒ࣛࢢロࣉ発ಙ࣭᥎㐍㸸⸨㔛町య㦂ࠐ

イサービス࣭認ࢹー࣭ࣃル࣊、Ᏻ心࣭Ᏻ㸸地域包括支援センター࣭地域ά動支援センターࠐ

知症ࢢルー࣍ࣉー࣭࣒ᒃ宅護支援業、⏕ά支援ハウスぶなっち

৬һମ੍㸸�9 人

　ἲ人㐠Ⴀ �人、地域⚟♴ά動᥎㐍 �人、┦ㄯ支援࣭ᶒ᧦護 8人、護࣭⏕ά支援サービス 32人

右から、事務局長代理の門田真さん、会長の菊池まゆみさん、就労継続支援Ｂ型
事業所管理者の菊地孝子さん

⸨㔛⏫♫⚟♴༠㆟
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践 ⸨㔛町♫会⚟♴༠㆟会

�

ʮࢧԉ͞れΔਓʯʹʮ׆༂Ͱ͖Δਓʯ
そこで、2010㸦ᖹᡂ 22㸧年㸲月、⚟♴のᣐⅬ「こ

みっと」でά㌍支援業を始めました。ࡦきこも

り者ཬࡧ㛗ᮇᑵປ者、ᅾ宅障がい者などのⱝ者

を、地域ࡄるみで支え、ㄡもがࣉࢵࣜࣕ࢟や

。を目指せる場ですࢪン࢙ࢳࣜࣕ࢟

　「こみっと」には、ᑵປカ⦎にもえるㄪ理ᐊ

や㣗ฎのほか、地域住Ẹがえるඹ同ົ所、

会㆟ᐊ、サーࢡルᐊなどがあり、ά動࣭交ὶの場

としてのᶵ⬟があります。2006 㹼 2008 年の実ែ

ㄪᰝでᢕᥱした、学ᰯにも職場にも所ᒓしていな

い 18 㹼 �� ṓᮍ‶の町Ẹ 113 人をゼၥしてⓏ㘓を

ࡧかけ、こまめに情報ᥦ౪を行いながら、㐌㸯ᅇのࣞࣜࢡエーシࣙンά動やࢯࣃコン᧯作のカ⦎、㣗

ฎのㄪ理࣭接ᐈなどでά動し始めました。

　また、地域の㎰ᐙや業者➼から౫㢗をཷけて、こみっとのⓏ㘓⏕がᚲせにᛂじて職員の支援をཷけな

がらを行い、Ⓩ㘓⏕にᕤ㈤を支ᡶう「こみっとࣂン

にྲྀり⤌みます。さらに、⸨㔛の᪂しい特⏘ရとし「ࢡ

て♫༠が開発した「ⓑ⚄まいたけࢵ࢟シࣗ」もⓏ㘓⏕が

〇㐀をᢸい、初年ᗘで ��0 の売り上げをグ㘓。201�

年には、「ㆭᒱ⏕まれのⓑ⚄⫱ち࣭こみっとうどん」を

〇ရして、㣗ฎでᥦ౪し始めます。

　このようなά動が、地域࡙くり࣭地域⚟♴のඛ㥑ⓗ

としてᅜからὀ目をᾎࡧるようになりました。

୭もが׆༂で͖る෩ͮ͘Γ

　こみっとのά動の⫼ᬒには、「⤖፧できるくらいのධがほしい」「人に࢝ࣂにされない職業にᑵきたい」

という⮳ᴟまっとうなឤ情をཷけ止め、それを実⌧するおᡭఏいをするきだ、という♫༠のぬᝅがあり

ました。「⚟♴業⏺の人間は、᭱ ప㝈の暮らしまでᘬき上げればよいと考えがち。しかし、本人たちは、ࠗ⚟

♴のほどこしはいらない࠘とゝい、もっと上を目指していることに気࡙きました」と⳥ụさんは話します。

⊃⩏の「⚟♴」を㉺えた⸨㔛町♫༠のヨみは、ㄡもがά㌍できる㢼ᅵを開ᣅしていきます。

　こみっとには、Ⓩ㘓⏕だけでなく、ඹ同ົ所や㣗ฎを⏝する地域の人も出ධりします。ㄡが職員

なのか⏝者なのかわからないまま、㢦見知りになります。当初「地域の人がᛧい」とゝっていたⓏ㘓⏕

が、「あのおばさんは、おせっかいだけどいい人ですよ」と話すような関ಀ性が⫱まれます。ㄪ理をᡭఏ

うシルࣂーࣂンࢡの人も、同じㄪ理場をう仲間としてⓏ㘓⏕と出会い、༠ຊしྜう関ಀを⠏いています。

　そして、「ⓑ⚄まいたけࢵ࢟シࣗ」の初年ᗘ ��0 の売り上げが、町Ẹの意㆑や೫見をኚえていきま

した。それまでは、「こみっとにおㄏいしたい人はいますか？」と地域の人に声をかけると、「ᐙ᪘が㞃そ

福祉の拠点「こみっと」

こみっと内の共同事務所

孤立を防ぐ「地域づくり」実ࢪ
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�

うとしているのに、ᭀくような┿ఝをしたくない」「そ

っとしておきなさい」という意見がከくありました。そ

れが、ࢵ࢟シࣗの売り上げをቃに、ᙼらはά㌍をする場

がなかっただけで、本来ά㌍できる人なんだという考え

が実ឤをもってᗈがり、「学ᰯにも職場にも所ᒓしてい

ないなら、こみっとに行ってᡭఏって来なさいよ」と気

㍍に声をかける㢼₻に㌿換したのです。

　こみっとのⓏ㘓⏕はḟࠎと༞業し、ᑵ職していきます。

⣲ᬕらしいことですが、こみっとࣂンࢡの人ᡭが㊊りな

くなって、ཷけられない౫㢗もでてきました。

ϓϥνφόϯΫでʮҬͷにཱͪͨいʯ

　そして、ෑ㢌に⤂した「ࢳࣛࣉナࣂンࢡ」の❧ち上

げにつながります。⸨㔛町では 201� 年ᗘから「⏕ᾭ⌧

役のまち࡙くり」をᥖげ、人࡙くり࣭࡙くり࣭ⱝ者

支援を 3本ᰕに、ᙅ者とばれる人たちがᢸいᡭになる

地᪉⏕にྲྀり⤌んでいます。ࢳࣛࣉナࣂンࢡは人࡙く

り業に⨨けられます。

　実施にあたっては、ྛ地区の⪁人ࣈࣛࢡなどㄝ᫂に

ᅇり、「㊊⭜がᙅくなったという人には、ᡭでཧຍできるを、さらにཱྀでできるを♫༠が᥈して

きます」とཱྀㄝいたそうです。

、は、ධ、間、やる気、⤒㦂などの㡯目をもとにⓏ㘓区ศがあり、↓ൾ、᭷ൾࢡンࣂナࢳࣛࣉ　

ーターࢿࢹまなά動ᙧែがあります。♫༠のᑵປⓗά動支援コーࡊไとさまࢺイン࣏ 3人と、᭷ᚿの住

Ẹࣜーࢲー㸦Ẹ⏕ඣ童ጤ員や♫༠理など㸧10 人を中心に㐠Ⴀされています。

　実㝿に、100 ṓ㏆い人が「⚾でも役❧つことがあるの」と႐んでⓏ㘓。住Ẹ同ኈでᚓ意ศ㔝のㅮᖌ役と

なり交ὶする「まち⮬៏ࣈࣛࢡ」で、ཱྀ でのཧຍとして、࣒ࢲ†にỿんだ出㌟集ⴠについてㅮ話しました。

当日は、♫༠の㏦㏄きで、㢼࿅ᩜ 3 つศの㈨ᩱをᣢཧ。యㄪをᔂしてධ㝔した㝿には、「また⚾に

を㢗んでくれる？」と㏥㝔のࣔ࣋ࢳーシࣙンにするほど、⏕きがいとなっています。

　⌧ᅾ、ࢳࣛࣉナࣂンࢡでά㌍してい

る人は 100 人ほど。ᑵປⓗά動支援コ

ーࢿࢹーターは、ᑵ職をする支援で

はなく、住Ẹの「地域のお役に❧ちた

い」という思いをཷけ止めて、ᛂえる

役割があると考えていますが、Ⓩ㘓者

ᩘにᑐして࡙くりやࢳࢵ࣐ンࢢが

㏣いついておらࡎ、ヨ行㘒ㄗが⥆いて

います。

こみっとうどん 季節のセット（税込500円）

おいしそうな山菜料理

⸨㔛⏫♫⚟♴༠㆟
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ಛ࢈ͮ͘ΓͰ׆༂
　♫༠では、ࢳࣛࣉナࣂンࢡとともに、

町Ẹのά㌍の場࡙くりとして、特⏘ရ࡙

くりにもྲྀり⤌んでいます。「᰿っこビ

ス」はその一つ。ᚨᓥ県上町の「葉ࢿࢪ

っࡥビࢿࢪス」に╔をᚓて、ⴱや࣡ࣛ

ビの᰿っこを᥀り出し、ཎᩱ⢊やわらࡧ

㣰などを⏕⏘しています。また、地元

の山⳯をά⏝したఏ⤫の味シࣜーズ「⸨

㔛ࣜࢹࢺࢵࢢ」をၟရしました。

　♫༠のࢹイサービスを⏝していた

高齢者のみなさんに、山で᥇った࢟ࣇを

ᣢち㎸んで⓶むきをお㢪いしたら、ࣞࢡ

ࣜエーシࣙンά動には目もくれࡎ作業にἐ㢌し、きちんと後始ᮎをしてࢹイサービスをᖐられたそうです。

「ఱもできない人はいない」ということを、日ࠎ、職員のほうが気࡙かされています、と⳥ụさんは話します。

　᰿っこビࢿࢪスや山⳯の〇ရのᣐⅬは、まち⮬៏ࣈࣛࢡと同じᘓ物にあり、まち⮬៏ࣈࣛࢡにཧຍし

たついでに、ຍᕤ作業もᡭఏえるようなᕤኵをしています。⾶㏥する地区⪁人ࣈࣛࢡをᛂ援するため、ά

動の一⎔としてまち⮬៏ࣈࣛࢡにཧຍしたり、ຍᕤのをする⤌みもつくりました。

　ົᒁ㛗௦理の門⏣┿さんは、「一緒に山にධり、山⳯᥇りや࣡ࣛビ᥀りをすると、住Ẹのⓙさんの知

㆑と⤒㦂にᅽಽされます。⮬ศの⚟♴㈨格は役に❧た

指ᑟをཷけるഃです。みんなᙅい㒊ศを⿵えばά、ࡎ

㌍できる人なのだ、と⭊にⴠちて、いまでは⳥ụ会㛗

だけでなく、ࢳࣛࣉナࣂンࢡのࣜーࢲー 10 人がの

上ྖです」と目を㍤かせます。山の作業のྜ間にする

お茶飲みは、みんなのおᴦしみ。「ఱもゝわなくても、

ᡭに⏝意されています」㸦門⏣さん㸧。

　ᙅ者ではなく、ά㌍する人ᮦという考え᪉の࣋ース

には、「⏕άするຊの⤯ᑐⓗなಙ㢗ឤ」をにす

る♫༠の思いがあります。

ੜ׆にࠜࠩしͨऔΓΈ

　♫༠では、町እのⱝ者が⸨㔛町の暮らしをయ㦂する

࢟ࣇを⏝意しています。町ෆの高齢者から࣒ࣛࢢロࣉ

の⓶むきをᩍわり、一緒に山にධって山⳯や᰿っこ᥀

りをయ㦂します。山のᩳ㠃を⮬ᅾに動く高齢者に、ⱝ

者はついていくのが⢭一ᮼになりながらも、「つくら

山の作業はお手のもの

力を合わせて作業中

⸨㔛⏫♫⚟♴༠㆟
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践 ⸨㔛町♫会⚟♴༠㆟会

8

れた⏣⯋య㦂」ではないࣜルを⫙でឤじま

す。「㍯になって山⳯の⓶むきをするのがᴦ

しかった」「高齢者が格ዲⰋかった」という

ⱝ者たちのឤが、⏕ᾭ⌧役࣭ά㌍の㓬㓮味

をఏえます。

　コロナ下でのきなᙳ㡪は、開発したၟရ

の売り上げがⴠちたこと。それまでは、年

間 �0 㹼 60 ⤌のどᐹをཷけධれ、おᅵ⏘にၟ

ရを買ってくださっていたものが㏵⤯えまし

た。「売でᅾᗜがありません㸟」という⌧

場のうれしいᝒ㬆を聞けなくなり、地㐨にႠ

業をされています。

　また、住Ẹの山でのά動はできるだけ止め

ないように支援し、「ྜ間のお茶飲みを▷

間にするなど⦰小しました」と門⏣さんは話

します。

　業を通じて地域の声を拾い、ḟなるᚲせ

なᡭ❧てを考え、間がかかってもᙧにして

きた⸨㔛町♫༠。「┦ㄯをཷけても、すࡄに

実⌧できないことのほうがከいです。

そのたࡧに、あなたの声は町にᒆける

からねとఏえてきました。あきらめな

いことが」㸦⳥ụさん㸧。業をಶ

ูにこなすのではなく、「⏕άに᰿ᕪ

したྲྀり⤌み」として㠃でᒎ開する姿

ໃが、⸨㔛町の地域ඹ⏕♫会࡙くりの

᰿ᗏにあります。

孤立を防ぐ「地域づくり」実践 ౻ཬொࣾձٞڠࢱձɹ2023 年 1 月 1� 日開催号

独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」
発行元：特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）

〒 981-0932 宮城県仙台市青葉区木町 16-30 シンエイ木町ビル 1階

TEL ０２２- ７２７- ８７３１　FAX ０２２- ７２７- ８７３７

https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

気持ちは乙女

山道も慣れた足取りで

みんなでフキの皮むき作業

孤立を防ぐ「地域づくり」実ࢪ
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「全世代の活躍支援」

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「全世代の活躍支援」孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「全世代の活躍支援」

開 催 日　2023年１月 17日（火）14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　39団体

登 壇 者

 ゲ ス ト

　　　藤里町社会福祉協議会 会長　菊池 まゆみ

　　　藤里町社会福祉協議会 事務局長代理　門田 真

　コメンテーター

　　　一般社団法人釧路社会的企業創造協議会 代表理事　櫛部 武俊

　コーディネーター

　　　全国コミュニティライフサポートセンター 理事長　池田 昌弘

プログラム

　　14:00 ～ 14:03　　開会・趣旨説明

　　14:03 ～ 14:35　　実践発表

　　14:35 ～ 14:55　　菊池氏、門田氏、櫛部氏、池田氏によるディスカッション

　　14:55 ～ 15:05　　休憩

　　15:05 ～ 15:35　　参加者によるグループワーク

　　15:35 ～ 15:55　　グループ発表

　　15:55 ～ 16:15　　発表へのコメント

　　16:15 ～ 16:30　　まとめ

　　16:30　　　　　　 閉会

委員からのコメント

開 催 日　2023年１月 17日（火）14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　39団体

委員からのコメント

櫛部武俊委員（一般社団法人釧路社会的企業創造協議会　代表理事／北海道）
　2022年 12月の社会保障審議会で、「生活困窮者自立支援制度および生活保護制度の見直しに

関するこれまでの議論の整理」の中間とりまとめがなされました。いままで言われてきた「就労

によって保護をやめることが自立の助長」と言われていた自立の概念が、「経済的自立」だけでなく、

生活保護を受けながらも社会生活や日常生活の自立がある、という議論になっています。つまり、

経済的自立だけではなく、社会のなかで活躍することが大事ということで、藤里町の実践はまさ

にそれを体現したものです。

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

池田昌弘委員（NPO法人全国コミュニティライフサポートセンター　理事長／宮城県）
　門田さんが、「住民が私の上司」と言われるように、徹底して住民の皆さんが楽しく生きる、活

躍できるようなことを支えておられます。それが結果として住民の皆さんの生きる力になっていっ

たり、つながる力になっています。

��



孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

ディスカッション

櫛部武俊　私は、その人の自尊心や自己肯定感、笑顔などをたいせつにする取り組みは何よりもたいせつ

だと考えて、釧路市で生活保護受給世帯の自立支援を続けています。2011 年に藤里町に見学に行っ

た際、菊池会長は「ひきこもり支援にスポットがあたっているが、そうではない」と言っていたことが印

象的でした。居場所もたいせつですが、特産品のまいたけキッシュの完成度が高いことからも、藤里町で

はそこにある作業や労働という機能の重要性、つまり、地域づくりや仕事おこしを重視されていたと感

じました。

　　日本の就労支援の多くは、研修や訓練型が重視され、一般就労につないでいくか、働けないならば居

場所でお茶を飲む、というかたちで、就労か居場所かという二者択一な発想です。これでは、働きづら

さや生きづらさを抱えている人にとってはなかなか厳しいと考えます。地域で仕事のネタを興して、そ

の人だけでなく地域の人と一緒に取り組む活躍支援のたいせつさに改めて気づかされました。

門田真　コロナの間も、私たちはなるべく活動は止めないように、皆さんが参加できる場はなるべくなく

さないように頑張ってやってきました。プラチナバンクでは、作業の合間に「一服」という自由な時間

があり、皆さんそれを楽しみにされています。コロナで飲食や会食の制限が起き、それだけが唯一、縮

小せざるを得ないところでしたが、私たちの目の届かないところでこっそりやっているところもあった

ようです。

櫛部　一般的には、ひきこもりの人の行く場所をつくり、製品をつくって、収入に結びつくところで終結

となりますが、藤里町ではここから本題。プラチナバンク、全世代の活躍支援へと展開していきます。

その要素はいったいなんでしょうか。

菊池まゆみ　藤里町には、ひきこもりのこみっとバンクの人と、高齢者のシルバーバンクのシルバーさん

がおられます。たとえば、地域から「雪かきしてほしい」という要望には、経験のあるシルバーさんと

力のあるひきこもり者との組み合わせで派遣することで、うまくまわっていきました。

　　ひきこもっていた方々が社会復帰を果たせるようになると、一般の会社への就職を選択される人が多

いのですが、そうすると、ずっとひきこもっていた人に新たに仕事を覚えていってもらうことになりま

す。キッシュづくりなどではどうしても技術差が生じてしまいます。その穴を埋めてくれたのがシルバー

バンクでした。最初から協力し合っていたので、「シルバーバンク」「こみっとバンク」と分けるほうが

不都合だったので、全世代で対応できる仕組みにしました。高齢者が役割を持って生き生きと暮らし、

ときには若い人たちにも指導が入ります。どちらが支援する人、される人かわからないけれど、そのほ

うがいいんだと思っています。

池田昌弘　福祉の世界で当たり前なことが、地域では当たり前ではなかったのかもしれない、もちろんそ

の逆もあります。そうしたことに気づくこともたいせつですね。

ディスカッション
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「全世代の活躍支援」

参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）



若者とߴ齢者の૬ੑがいいというΩーワードが৺に

。ߴった 齢者のํたちがഓったものを若者に伝え、

若者がಘ意なものをߴ齢者に伝えるといった支える

ଆと支えられるଆどちらにもなれるという活躍の

ができるといいと思った。ʢࢢ町ଜʗݸ人ࢀՃʣ



૬ஊがあったときに「ࣾձݯࢿにつな͙」という考

えはあったが、「事をつくる」というൃがなかっ

た。άϧーϓで「શ世代の૬ஊをडけるࡍ、แׅ

৬һはさま͟まな৫とつながることが重ཁͩと

思うが、ใをどこでಘればよいかからない」と

いうײにରし、「த間支援৫やࣾڠ、行など

がใをڞ༗できるネοトワークが重ཁである」と

いう意見があった。ʢ町ࣾڠʗݸ人ࢀՃʣ



ॴͮくりや、活躍できるをつくډ業などの࡞

りたい、という意見が出た。「ࣾڠがしっかりして

いるね」という意見をάϧーϓࢀՃ者からいたͩい

た。今回のݚमձをओ催したࣾڠとして、ؤுって

いかなければならないと思った。ʢڠࣾࢢ、ࢢ、地

域แׅ支援ηンター、住民によるάϧーϓࢀՃʣ



事ྫใࠂをฉいて、わがଜではどのようなことがで

きるかを話し合った。౻ཬ町でのಛ࢈を活かした

ͮくりについて、どのようにऔりんでいたか

をもっとฉきたい。わがଜではಛ࢈もগなく、ब

࿑ઌもগないが、そうしたなかでもどのようにつな

げていくかが今後の՝ͩという話をした。ʢଜ、

ଜࣾڠ、地域支え合いਪ進һによるάϧーϓࢀՃʣ



ったこࠔ、とฉくと「ったことはԿですかʁࠔ」

とҎ֎が話せなくなってしまう。活躍支援を行う

合はผのかけや関わりがඞཁͩと考えさせら

れました。ݸผ支援からこみっとにつなげるࡍ、

๏人や関ػ関でどのように࿈ܞしていたのか

気になったという意見がありました。また、ࣗ

たちの地域にあるՃՁのあるものとはԿなの

か考えさせられました。ʢ町ࣾڠによるάϧーϓ

Ճʣࢀ



があるわࢁとしてはେきいとこΖでن体の࣏ࣗ

けではないが、ࢲたちの地域でもまͩまͩできる

ことがあるのではないかと話し合いました。ࢲた

ちは、町ձを１かॴͣつまわって、住民のऔり

みをฉくことをଓけています。住民のなかにはඇ

ৗにྗのあるํもいるし、住民૬互のつながりも

まͩまͩあります。ࢲたちができることとして、

ネοトワークをѲしてつなげていくこと、見つ

けていくこととಉ時に、ネοトワークにೖってい

ないཱݽしている人とつながっていくことも

େ事ͩと話し合いました。すてを整えてډ

ॴをつくったりαーϏスをつくってそこにては

めようとするࢹになっているのではないか、と

いうলもしました。ʢ地域แׅ支援ηンター、

ϒϥンチ、地域ࢱコーディネーターによるά

ϧーϓࢀՃʣ
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『全世代の活躍支援』アンケート結果
（2023年1月17日）

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『全世代の活躍支援』アンケート結果

設問１ あなたのことについてお尋ねします。

①お住まいの都道府県を教えてください
48 件の回答

都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数

北海道 4 福島県 2 東京都 1 岐阜県 2 京都府 2 ઁ島県 1 

岩手県 1 栃木県 1 新潟県 1 ಯળ府 1 大阪府 2 福ળ県 1 

ଗ県 2 群馬県 1 石川県 1 愛ੴ県 1 兵庫県 10 ിম県 2 

ি県 2 ୴県 3 長野県 2 ਕ県 1 和歌山県 2 沖縄県 2 

②あなたの年代を教えてください。グループ参加の方はメンバーの年齢構成をチェックしてください（複数選択可）。
48 件の回答（総回答数 73 件）

③ あなたの所属を教えてください。グループ参加の方はメンバーの所属構成をチェックしてください（複数選択可）。
48 件の回答（総回答数 65 件）

その他回答【2回答（各 1件）】

[介護予防センター、୧、ෆฐ、ਸ਼ 2 ಽध参加メンバーは所属ऋୀっていॊ]、ইজーছン५

設問２ 本日の研修内容についてご意見をお聞かせください

たいへん参考

になった

47.9%

参考になった
52.1%

たいへんよかった
72.9%

よかった
20.8%

䜅䛴䛖
6.3%

①今回の研修に参加されてよかったですか。 ②研修の開催資料は参考になりましたか。
48 件の回答 48 件の回答

20歳代 15.1% 30歳代 19.2% 40歳代 27.4% 50歳代 32.9%

60歳代
4.1%

70歳代以上
1.4%

② 年代

行政 39.7% 社協 39.7% 包括 31.7%

ᴗᡤ
3.2%

NPO・一社
3.2%

民生児童委員
1.6%

ᡤᒓな䛧
1.6%

その他
3.2%

③ 所属
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「全世代の活躍支援」

●研修や資料のなかで参考になったことや役立ったことを教えてください。
（自由記述／一部抜粋）

●「困っていることはないか？」ではなく、「こういうことで助けてもらえないか」という声かけがとて
も大事だと実感しました。「ひきこもり」という言葉に抵抗を抱く人も多いと思うので、カテゴリーを
外して、同じ目線でのかかわりが重要だと思いました。
●人口も高齢化率も似た町の事例を聞くことができ良かった。高齢者が多い＝元気のない町ではない。デ
イに通っている＝なにもできない人ではない。先入観を取っ払うと、さまざまな可能性が見えてくると
感じた。
●プラチナバンクやひきこもり支援、また活躍支援という視点など、研修全体をとおしてたいへん学びが
ありました。「困ったことはありますか？」と聞いたら困ったことしか言えないということについて、
活躍支援を行う場合はどのような声かけを行ったらよいかなど、支援を行う姿勢についても考えさせら
れました。
●藤里町の実践については、迷いながら、やってみながら形を変えていくことをおそれずに進んでいく姿
勢（覚悟）がすばらしく、理解はできますが、実際に自分の職場でやることはとても骨の折れることだ
と感じました。進んでいくためにあきらめず、粘り強くがんばる気持ちに触れることができ、小さなこ
とからでも自分の職場でがんばりたいと思いました。
●支援する側、される側という視点を変えるということをお聞きし、目が覚める思いでした。また、「ひ
きこもり」ではなく、「どこにも所属していない人」を探すということで、いろいろなところにチラシ
をまいたことで情報が集まったということにも、そういう方法があったのか！ と思いました。「できな
い！無理！」ではなく、何かできるかもしれないという思いで仕事に励むという姿勢に背中を押された
思いがします。
●専門職の見方として、対象者が助けの必要な人であると当たり前のように定義づけしてしまっているこ
とに気づかされました。
●「個別ケアはできているが、地域課題に結びついていない」まさにそのとおりと感じています。福祉で
まちづくり、地域トータルケアを推進されていること、町の資源をどのように結びつけていくか、考え
させられました。

●運営についてのご意見やお気づきの点がございましたら教えてください 。
（自由記述／一部抜粋） 

●立派な話を聞いて終わりでなく、グループトークを取り入れ、返していただくことで、具体的な調査や
活動など流れのイメージがつかめることにつながる研修なので、嬉しいです。
●運営はいつも通りで安定していて、池田理事長の深堀りの仕方も、聞きたいことが聞けて満足しています。
●多くの人が参加できるオンライン研修を企画くださり、ありがとうございます。
●グループワーク発表時間が長いように感じます。講師の講義や取り組み内容をもう少し詳しく聞きたい
です。
●いろいろな地域の人たちとオンラインでつながり、すばらしい話を聞かせていただくことができました。
また来年もあるようであれば、ほかの職員にも受けてもらうように勧めたいと思います。

●その他のご意見や感想などがございましたらお聞かせください。（自由記述／一部抜粋）
●発表者の力強い言葉に、社協職員としての活力をもらいました。ありがとうございました。
●菊池さんのお話は心に染みる内容であふれてました。ありがとうございました。できないこともあるが
「あなたの声は必ず届けるから」胸に刻んでがんばります。
●全世代対象に活躍支援が行われていることに感動しました。いいことだけでなく、苦労したお話も聞け
て参考になりました。生きがいづくりや、活躍の場をつくることのたいせつさを再認識したとともに、
根本である「生きてるなぁ」と感じて生活できるようにお手伝いしたいと思いました。
●今回のグループワークは行政職員が多いように感じました。行政職員は行政職員同士で意見交換をされ
たほうが実りのある内容になったのではないかと感じました。

��



孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

フォローアップ意見交換会
日　　時　2023年１月 19日（木）16:00 ～ 16:30
開催方法　Zoomによるオンライン
参 加 者 ●長 市町村社会福祉協議会（長野県）
　　　　　　　　第２層生活支援コーディネーターで参加
　　　　　●和 市社会福祉協議会（和歌山県）
　　　　　　　　市社協、住民と参加

●研修を受けて、参加者の反応は？

●長 　藤里町社協の「全世代型の活躍支援」について、そこに至るまでの努力の積み重ねに感服しました。
　今回は生活支援コーディネーターのメンバーで参加したこともあり、生活支援体制整備事業の枠
組みのなかで話し合いが進められました。介護保険財源の事業ですので、本市では高齢者のみを対
象としているため、ひきこもりの人や子育て中の人を対象にした活動には理解を得られないところ
が苦しいところです。また、農業についても対象ではないと言われており、打開することが難しい
状況です。
　ですが、次年度より重層的支援体制整備事業に取り組むこともあり、連携した横のつながりのな
かで新しいことができないか、期待をしています。

●和 　以前に藤里町社協の取り組みを学ぶ機会があり、研修を楽しみにしていました。藤里町は、入口
から出口まで支援を積み重ねているのは、住民の皆さんと対話を重ねているからだと思いました。
みんなが「やりたい」と思えるような自然な言葉かけや気配り、心配りも多く、地域を盛りあげて
いこうという人はそうしたタイプが多いのかもしれません。
　反面、組織として取り組まれていくには、計画、予算、制度やほかの仕事とのバランスなどさま
ざまなことがあるなかで実施するのは、そのタイミングを見計らうという意識を持ちながらおられ
たのではないかと思いました。
　市内の第２層協議体自体も多くはなく、それぞれのメンバーもまだ少ないです。協議体の横のつ
ながりをつくれるように地域組織を増やしていきたいと思っています。

●今後について

●長 　本市での生活支援コーディネーターの仕事は、①民生委員や本人から直接くる相談・困りごとを、
資源につなぐ、②つどいの場を支援、③地区に必要なつどいの場を立ち上げる、という三本柱です。
　全地区に市の出先として「地域づくりセンター」と「福祉ひろば」があり、生活支援コーディネー
ターの担当地区とも重なっています。各地区で民生委員・児童委員や保健師と協働しながら、地区
ごとに連携をはかれる方法を模索しています。
　私は、40年経つ団地エリアを担当しており、そこには65～ 75歳の高齢者が多く住んでいます。
藤里町社協のプラチナバンクを目標として、まずは住民の皆さんの能力や趣味を活かす方法を考え
ていきたいと思っています。

●和 　本市では、第１層（１人）と第２層（３人）の生活支援コーディネーターを市社協が受託しています。
住民の皆さんに熱心な方が多く、学ばれたことを私たちが教えてもらうこともしばしばです。
　同じお話を聞いても、とらえ方は人それぞれで、それがいいのだと思っています。そのとらえ方
が同じときもあれば、違うときもありますが、それを話し合うことがとても大事で、今回の研修で
もワークの時間でさらに深め合うことができました。
　住民有志でサービスを開発することは必要ですし、スピーディーな課題解決につながりますが、
その前に住民がつながらなければ機能しないということが共通認識です。研修をとおしてつながり
方を学び、情熱をもらっています。つながり方は、地域地域でさまざまです。地域にあるつながり
に着目しながら進めて行ければと思っています。

フォローアップ意見交換会
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践

コミュニティセンターͰのラϘ会
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　コーディネーター…ๅ塚市社会福祉協議会　地域支援෦長 ݉ اըܦӦ෦長　ࢁ　本　৴　

　久␃⡿市で暮らすᡂ人ዪ性 13 人のうち、10 人が 10 年後につながりྜえば、⮬ศのᮃむ地域暮ら

しが実⌧するのではないかと考えた 30 㹼 �0 ṓ௦が中心となり、2018 年発㊊。市ෆ �6 小学ᰯ区ごとに

月 1ᅇ、20 㹼 80 ṓ௦が交ὶ。ⱝいୡ௦が「わくわく࢟ࢻ࢟ࢻ」する⏬で地域ࢹビࣗーにつなげ、㢦

の見える関ಀ࡙くり、支えྜいのᚠ⎔を目指しています。

͓ਃࠐΈํ๏
こͪらから https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop
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（NPO法人ཹٱถ10ສ人ঁࢠձ）
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100 人女子会を開きたい！
NPO ἲ人久␃⡿ 10 人ዪ子会は、10 年後の久␃⡿市で 10 人のዪ性がつながる♫会の実⌧を目指し

て、「わたしのことはわたしたちのこと」をྜゝ葉にά動をしています。

　௦⾲理のᅧṊゆかりさんは、10 人ዪ子会の設❧から中心࣓ンࣂーの一人としてά動をしてきまし

た。「市の༠ാ᥎㐍ㄢが催するຮᙉ会で聞いた他⮬యのに、ࠗ これだ㸟࠘と思ったんです」とり

㏉ります。そのຮᙉ会でᣍかれたのは、ி㒔市ᮍ来まち࡙くり 100 人ጤ員会㸦201� 年ᗘ⤊㸧。市Ẹཧຍ

によって、まち࡙くりయに関するࢸー࣐を話しྜうጤ員会で、「まちの人たちと、みんなで⮬ศたちの

こと、ఱかやりたいこと、まちにとってやりたいことを考えるᶵ会をつくってみたい。⮬ศ 1人だけでは

㞴しくても、ㄡかと一緒ならできるかもしれない」と考えたとゝいます。

　おりしも、2016 年㸵月に、久␃⡿市の中心㒊にシࢨࣛࣉࢸというබඹ施設が࢜ーࣉンすることとなり、

市Ẹྥけにᗈく⏝をࡧかけていました。そこで、ᅧṊさんたちは「100 人ዪ子会をしたい㸟」とᡭを

ᣲげることになります。

100 人から 1,000 人、そして 10万人女子会へ
　2016 年から始まった久␃⡿ 100 人ዪ子会では、久␃⡿市の �6 ᰯ区から㸰人ࡎつをබເ。集まったዪ性

たちは、「わたしにできることࠔࢳ࣐ࠓ�ӌわたしのክ」᪉⛬ᘧ࣡ーࢡシࣙࣉࢵを実施しました。「100 人

のዪ性と一緒に、⮬ศたちのまちがどんなまちになったらいいかな、どんなことしたいかなということを

考えました。そのなかで、⮬ศたちができることに、ఱをかけあわせたらክに㏆࡙くかなということを考

えた、かけ⟬࣡ーࢡシࣙࣉࢵです」とᅧṊさんはり㏉ります。すると、ཧຍ者のうちの㸶割が「人との

つながりや人との出会いがあればክに㏆࡙くし、もしかしたらክがかなうかもしれない」と⟅えたのです。

　それならば、人とのつながりや出会いの場をつくろうと、201� 年には 100 人ዪ子会をᨵめ、たくさん

の人の出会いとつながりの場となることを㢪い、久␃⡿ 1000 人ዪ子会を開催することになりました。ዪ

こͱ͢ࢦձ͕ࢠถ��ສਓঁཹٱ

特定非営利活動法人ཹٱถ��ສ人ঁ子会　〒830-003� ⚟ᒸ県久␃⡿市ㄶゼ㔝町1692␒地�9

63L IUUQT���������LVSVNF�MPDBMJOGP�KQ�
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子会はすて実行ጤ員ᙧᘧで行い、ཧຍした人のなかから「やってみたい」と思った人たちと一緒に㐠Ⴀ

をしたりしながら、つᶍをきくしてきました。

　2018 年にも 1000 人ዪ子会を開催し、ィ㸱ᅇのዪ子会でከくの人と人との出会いが⏕まれました。その

なかで、「この人に会えてよかった」「一緒に᪂しいをしましࡻう」「学⏕௦にやっていたࢺࢵࣇサ

ルを子どもと一緒にできるようになった」など、たくさんの声がᐤせられるようになりました。

　ですが、そんなά動のなかで、しだいに「㐪ឤをぬえるようになってきた」とゝいます。つᶍがき

くなるにつれ、ὀ目されるのは「ఱ人が集まったのか」「どのくらいの集ᐈができたのか」というᩘであ

ることや、そもそも人とのつながりや出会いの場をつくりたいという思いで始めたዪ子会が、イ࣋ンࢺと

いう⨨࡙けになってしまっていることに気࡙いたのです。「このままዪ子会を⥆けていくと、人を集め

ることを目ⓗとしたイ࣋ンࢺᒇになってしまう。もっと⮬ศたちの㊊元にあるつながりや、日ᖖのなかで

つながろうと思ってもつながれていないということにᑀに目をྥけていきたい」という思いを実行ጤ員

と☜認しました。

　そして、⮬ศたちが暮らしていくということにᚲせなつながりを考えた⤖ᯝ、「久␃⡿の人ཱྀが⣙ 30 

人、そのうちの 18 ṓ௨上のዪ性は⣙ 13 人。10 年後に 10 人のዪ性たちが、たどればたどりつくよう

なつながりをつくりたい。そんた㇏かなつながり㢪って、久␃⡿ 10 人ዪ子会が❧ち上がりました。

䠪䠬䠫法人ஂ␃⡿ 㻝㻜 人ዪᏊ
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ࣗたͪの地域ら͠のڀݚ

ࣗͨͪͷらしΛ͑ߟるϥϘձがελʔτ

　10 人ዪ子会のスターࢺにあたり、「⮬ศたちが暮らし

ていくなかでᚲせなことはఱかを実行ጤ員のなかでఱᗘも

話しྜいました」とᅧṊさん。そこで、10 人ዪ子会の

㸯年目は、「⮬ศたちの地域とは」「地域とはそもそもなん

だろう」というࢸー࣐で、ᰯ区ごとのおしゃりの会「ࣛ

。会」を❧ち上げました࣎

　㸰年目からは、ࢸー࣐をỴめࡎに、場所に集まった人が

ఱを話してもいい、その場で出たࢸー࣐や、話㢟ᥦ౪のあったことにᑐしてみんなでおしゃりをする会

になっていきました。しゃりたくないけれどㄡかと会いたい、ㄡかと一緒にいたい、1 人で㐣ごすのが

ちࡻっとᐢしい人がㄡかと一緒にいられる、そんな場になっていきました。

　「ዪ子会」と㖭ᡴっていますが、ཧຍ㈨格はዪ性には㝈っていません。⏨性や、性ูについて話したく

ないという人もཧຍしています。⮬㌟の性ูの㐪ឤを࢝ミンࢢウࢺする人もいれば、ゝいたくない

人もいます。また、ᰯ区ごとにࣛ࣎会はあっても、ᚲࡎしも⮬ศの住むᰯ区でなければཧຍできないとい

うわけではなく、「知りྜいがいないほうがᒃ心地がいい」という人は、ูのᰯ区のࣛ࣎会にཧຍしてい

ます。

　ཧຍにあたっては、ண⣙のᚲせもなく、出ᖍもྲྀらࡎ、「行きたい」と思った人がࡩらりと来ることを

たいせつにしています。だから、始まってみたら㸰人だけしかいなかったというときもあれば、コロナ下

でᐦを㑊けるようにとゝわれているのに 10 人くらい集まってしまって、ᛴ㑉ᒇእで開催となったことも

あるとゝいます。

いろいろなϥϘձͷかͨͪ

　⌧ᅾ、久␃⡿市ෆの 21 ᰯ区で開催されているࣛ࣎会。そのかたちはさまࡊまで、開催場所やᙧែは、

ᰯ区それࡒれの特Ⰽがあります。

　たとえば、コミࣗニࢸセンターで開催しているᰯ区では、ẖᅇㄡかがおⳫ子やお茶をᣢཧしてきてお

しゃりをᴦしんでいます。

　ูのᰯ区では、おもに子どもの㛗ᮇ休みのときに開催す

るࣛ࣎会があります。㛗ᮇ休みのときは、子どもたちが集

まり、「ᐟ㢟のつけをしよう㸟」とࢸー࣐をỴめて開催

しています。子どもたちも、「一人でつけするのはたい

「りしながらならできるよねんだけど、ㄡかとおしゃ

と話しているとのこと。ࣛ࣎会の日までにᐟ㢟を⤊わらせ

て集まろう、という子どもたちの目ᶆにもなっていますが、

⤊わっていない子どもはࣛ࣎会にᣢཧしてᐟ㢟にྲྀりかか

コミュニティセンターでのラボ会

夏休みのラボ会

孤立を防ぐ「地域づくり」実践 㹌㹎㹍ἲ人久␃⡿10人ዪ子会
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ることもあるようです。

　さらにูのᰯ区では、බᩥᩍᐊをりて、ᩍ

ᐊが休みの日や、子どもたちがᖐったあとのኪ、

20 ごろから開催をしています。こちらもẖ

ᅇㄡかがおⳫ子やお茶をᣢཧしますが、そのほ

かにẖᅇ 100 ㈓㔠を実施しています。㸰年が

たち、㈓㔠⟽を開ᑒしたところ、まとまった㔠

㢠になっていたとのことで、そのお㔠でᛀ年会

を開催しています。

　コロナ下では、࢜ンࣛインのࣛ࣎会を開催するᰯ区もありました。࢜ンࣛインの࣓ࣜࢺࢵを⏕かし、ᐙ

᪘護中の人や、⮬宅を㞳れることが㞴しい人、ᛁしくてཧຍできない人ともつながりが⥆きました。࢜

ンࣛインもいいけれどࣜルでも会いたいと、⮬宅を㞳れることが㞴しい人が、「ᡃがᐙのᬮ⅔をᅖんで

おしゃりしませんか？」とࡧかけ、久しぶりのࣜルࣛ࣎会をᴦしんだࡦとときもありました。

　「子ども、高齢者など、ศ㔝を特していないศ、10 人ዪ子会がఱをしているᅋయかよくわからない、

とゝわれることもあります。ですが、暮らしを考えるとศ㔝はなく、いろいろな人がΰじりྜっています。

そこからつながっていくことや、まで地域に↓関心だった人たちが⮬ศたちの住むまちにឡ╔をᣢつこ

とが、⤖ᒁは⮬ศたちのᐙ᪘だけじゃなくてㄡかを思う気ᣢち、思いを㥅せることにつながるんだと思っ

ています」とᅧṊさんは話します。

ҬらしڀݚでເΛかな͑る

会で出た、「地域でこんなことをやってみたい」「こんなことでᅔっている」「こんなときはどうし࣎ࣛ　

たらいいんだろう？」というつぶやき。これを聞き₃らさࡎ、そこから᥀り下げ、⮬ศたちでできること

はどんなことだろう、と考えることを、10 人ዪ子会では「地域暮らし◊✲」という業としてྲྀり⤌

んでいます。

　ᅧṊさんは、「10 ዪ子会の㐠Ⴀ࣓ンࣂーがఱかしてあげる、ということではなく、役はࣛ࣎会にཧ

ຍのⓙさん。ⓙさんがࠗこんなことやりたい࠘ということを、㐠Ⴀ࣓ンࣂーがサ࣏ーࢺ。たとえば、ࠗ 場

所をりたい࠘ࠗ どうしたらできるだろうか？࠘とそれࡒれがᢕᥱして

いる情報をもとに関ಀ者に┦ㄯをするような役割です」と話します。

　そうして⏬された地域暮らし◊✲は、ࢸー࣐もศ㔝もさまࡊまで

す。ⱝ年性認知症について学ぶㅮ⩦会であったり、ࣂスࢶーであっ

たり、፧άイ࣋ンࢺであったり、移動販売であったり。

　地域暮らし◊✲のཧຍ者はࣛ࣎会のཧຍ者に㝈ᐃせࡎ、ᗈくເって

います。「こうしたイ࣋ンࢺをとおして、10 人ዪ子会を知ってくれ

た人同ኈがゆるやかにつながったり、いつかࣛ࣎会に行ってみようか

な、と思ってもらえれば」とᅧṊさん。イ࣋ンࢺからఱ人がࣛ࣎会に

つながったか、ではなく、地域にはつながれる場があるんだというこ

とを、たとえ㸯年後でもࡩと思い出してくれたら、と考えています。

毎回誰かがお菓子やお茶を持参

暖炉を囲んで

孤立を防ぐ「地域づくり」実ࢪ
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ることもあるようです。
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す。ⱝ年性認知症について学ぶㅮ⩦会であったり、ࣂスࢶーであっ

たり、፧άイ࣋ンࢺであったり、移動販売であったり。

　地域暮らし◊✲のཧຍ者はࣛ࣎会のཧຍ者に㝈ᐃせࡎ、ᗈくເって

います。「こうしたイ࣋ンࢺをとおして、10 人ዪ子会を知ってくれ

た人同ኈがゆるやかにつながったり、いつかࣛ࣎会に行ってみようか

な、と思ってもらえれば」とᅧṊさん。イ࣋ンࢺからఱ人がࣛ࣎会に

つながったか、ではなく、地域にはつながれる場があるんだというこ

とを、たとえ㸯年後でもࡩと思い出してくれたら、と考えています。

毎回誰かがお菓子やお茶を持参

暖炉を囲んで
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ਓͱग़ձ͍ɺۙͳ地域のັྗΛݟൃ࠶

ࣗͨͪͷҬΛͬͯ΄しいͱい͏ࢥいΛ

　2022 年 11 月 23 日には、ி町ᰯ区で「まちあるき　ࢺー࢟

ン㸤ウ࢛ー࢟ン」というイ࣋ンࢺが開催されました。

　ி町ᰯ区のࣛ࣎会の࣓ンࣂーの㸯人が、「⮬ศたちの住むま

ちをもっと知ってほしい」と話していたことが発➃です。その

᪉は、茶㐨のㅮᖌをしており、ఏ⤫ᩥを子どもたちにఏえて

いきたい、気㍍にከくの人にゐれてほしい、という思いもᣢっ

ていました。

　そこで、㌟㏆な地域をṌいて地域の㨩ຊを発見するととも

に、いろいろな人とおしゃりをして、ちࡻっと心が㍍くなっ

ていけるように、と⏬をしたのがᅇです。

ҬΛาいͯັྗΛݟൃ࠶

　当日は、13 に JR 久␃⡿㥐に集ྜ。13  30 ศに出発し、

ᆏ本⧚㑻⏕ᐙ、日㍯ᑎྂቡ、Ỉኳ宮をṌいてめࡄります。久

␃⡿㥐からᚐṌ 10 ศᅪෆの㸱か所ですが、࢞イࢻや宮ྖのㄝ᫂を聞いたり、ᬑẁはබ開されていないྂ

ቡの࿘㎶を見学したりすることで、ཧຍ者からは「㏆く

をよく通っていたけれど、実㝿に来てみたのは初めて」

「こんな㌟㏆にこんなところがあるなんて」という声が

あがりました。

　Ṍきながらもཧຍ者同ኈが、「このあたりは᫇はこん

なおᗑが❧ち୪んでいた」と話したり、学⏕がᑵ職に

ついてのちࡻっとしたᝎみごとを話したり、子⫱てのᝎ

みをわかちあったり、そんな姿があちこちで見られまし

た。

おຣମݧʙࣗݾհ

　⣙㸯間 30 ศをかけて地域Ṍきをしたあとは、コミ

ࣗニࢸセンターで茶㐨య㦂の間です。このイ࣋ン

のもう㸯つの思い、「ఏ⤫ᩥに気㍍にゐれてほしい」ࢺ

という思いのもと、作ἲがわからなくても茶とⳫ子

をᴦしむ間となりました。

　茶とおⳫ子をお㐠ࡧするのは、小学ᰯのㄢእ学⩦で

茶㐨を学んでいる㸴人の小学⏕。このイ࣋ンࢺを⏬し

集合の目印

久留米駅前に集合

スタッフがまちあるきを先導

抹茶とお菓子を運ぶ
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た࣓ンࣂーのᩍえ子たちです。地元のⳫ子ᒇのᏘ⠇

の⏕Ⳬ子がῧえられ、ཧຍ者はࡦとときのࢸータイ

。をᴦしみました࣒

　その後は、⮬ᕫ⤂の間に。㔜のᗙになり、

間が来たらのෆഃの人がいっせいに㞄のᖍ。こうし

て⣙༙ᩘの人との⮬ᕫ⤂ができることになります。⮬

ᕫ⤂のなかには、ᮍᑵ学ඣを㐃れたẕ親が小学⏕に小

学ᰯの様子を聞いたり、㏆所に住んでいることがわかり、

「㐃⤡ඛを交換しよう」と┒り上がる人がいたり。᪂た

な出会いでにࡂやかなࡦとときとなりました。

Ҭͷいいͱ͜ろΛͦ͏ʂ

　その後は、日のイ࣋ンࢺをり㏉り、࣡ーࢡの間

となりました。

ルに⏝意された㸰Ⰽの⟢⣬。㸯つには、「ࣈーࢸ　

日ᴦしかったこと」を᭩き、࣡࣍イ࣎ࢺーࢻに㈞りだし

ました。発見したまちの㨩ຊ、ᨵめてឤじた地域のṔྐ、

᪂たな出会いなど、それࡒれの思いが᭩かれた⟢⣬が

ḟࠎと㈞り出されていきます。

　そして、もう㸯つには、「こんなところにもうᑡしのᕤኵがあったらもっとⰋくなるな、と思ったこと」。

地域のㄢ㢟ではなく、もっと㨩ຊⓗなまちにするための声かけに、イ࣋ンࢺや地域の㨩ຊをもっと発ಙし

てほしい、という意見が目❧ちました。

　᭱後に、茶と一緒にいただいた地元のⳫ子ᒇをゼ

ၥ。「このおᗑのこのおⳫ子がおスス࣓」という声が交わ

るなか、思い思いのおᅵ⏘を㉎ධして解ᩓとなりました。

　ཧຍ者からは、「㥐からすࡄ㏆くのエࣜにこんなに

見どころがあったなんて」という声が聞かれたり、スタ

も「⮬ศのᰯ区でもこうしたまちṌきをしてみたい」ࣇࢵ

という思いをఛうことができました。

みんなで自己紹介タイム

地域のいいところを書く

参加者が寄せた「今日楽しかったこと」

参加者が寄せた「一工夫でもっとよくなるところ」 宮司から水天宮の歴史を聞く

孤立を防ぐ「地域づくり」実ࢪ
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地域のㄢ㢟ではなく、もっと㨩ຊⓗなまちにするための声かけに、イ࣋ンࢺや地域の㨩ຊをもっと発ಙし

てほしい、という意見が目❧ちました。

　᭱後に、茶と一緒にいただいた地元のⳫ子ᒇをゼ

ၥ。「このおᗑのこのおⳫ子がおスス࣓」という声が交わ

るなか、思い思いのおᅵ⏘を㉎ධして解ᩓとなりました。

　ཧຍ者からは、「㥐からすࡄ㏆くのエࣜにこんなに

見どころがあったなんて」という声が聞かれたり、スタ

も「⮬ศのᰯ区でもこうしたまちṌきをしてみたい」ࣇࢵ

という思いをఛうことができました。

みんなで自己紹介タイム

地域のいいところを書く
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践 ̣̥ ̤法人ཹٱถ��ສ人ঁࢠձ　2023 年 1 月 20 日開催号

独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」
発行元：特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）

〒 981-0932 宮城県仙台市青葉区木町 16-30 シンエイ木町ビル 1階

TEL ０２２- ７２７- ８７３１　FAX ０２２- ７２７- ８７３７

https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

ͦれͧれのޠ

ͦΕͧΕͷؔΘΓํ

　イ࣋ンࢺの場では、⋡ඛして話せる人もいれば、そうでない人もいます。本当は話したかったけれど話

せない、ㄡかに聞いてほしかったけれどゝえなかった、そうした思いを「ྲྀりこࡰしてはいけない」とᅧ

Ṋさんはゝいます。

　ᐙᗞのᝎみをᢪえてᡃ៏をしていた人が、10 人ዪ子会に関わり、ぽつぽつと⮬ศのことを話し始め

ると、「それは㐪う。あなたがᡃ៏していればいいことではない」とゝってくれる人がいました。その一

ゝで、ᡃ៏していてはいけないこと、ᡃ៏していたことで子どもにもっとᡃ៏をさせていたことに気࡙い

た、ということも。「一Ṍ㋃み出してくれたことで、日ᖖの関わりからこちらも一Ṍ㋃み㎸んでいける。

だからこそもっとたくさんの人に関わってほしいし、関わるᶵ会、出会うᶵ会をつくりたい」とᅧṊさん

は意気㎸みます。

　「このまちで暮らし、⏕きていくということは、⳹やかさだけではありません。ࠗ しんどい࠘とゝいたく

なったときにゝえる┦ᡭがいないと、ますますᏙ⊂でᏙ❧していってしまいます。ここに来ればㄡかがそ

れをཷけ止めてくれる。そうした場であり、つながりでありたい」。

খ͞なޠΛͨいͤͭに͢る

　子⫱て中のẕ親が㌿ᒃして、人もいなく、ࣛ࣎会にཧຍしていました。ࣛ࣎会で知りྜった人とたま

たま㏆所のスーࣃーで出会うことがあり、「Ⲵ物をᣢっていてあげるから、その間に㌴のࢠ࢝を開けてお

いで」とゝわれたときに、その場でἽき出してしまったそうです。「その人は、⮬ศがしんどいこともわ

からないまま、一人でいろいろᢪえてきてしまっていた。そこに、ࠗ あなたがᣢっているたくさんのⲴ物

はとても㔜いものだよね࠘と気࡙き、ඹឤしてくれる人がいたことで、ࠗ ⚾が本当はしんどいということ

をわかってくれている人がいる࠘ということに、⮬㌟が気࡙いたんです。そんなことを出会ったときにᾦ

ながらにㄒってくださった。こうしたなにげない思いやりのࡦとことがㄡかをᩆっているということを、

ちゃんとఏえていきたい」と話します。

うࡻ会で出会った人が、災ᐖに「このඛの㐨㊰が通れなくなっている」「ご㣤をᣢっていきまし࣎ࣛ　

か？」という声かけをしྜっていたり、㑊㞴所に行ったዪ性にẟᕸや⏕理⏝ရをᒆけていたり。そんなつ

ながりが、㌟㏆な地域で⏕まれてきています。

　ᅧṊさんは、こうした小さな物ㄒをもっとᗈくఏえていきたいと考えています。つながりのなかからᅔ

りごとを解Ỵできたり、ክをྔえていったり、いろいろな出会いのエࢯࣆーࢻがあります。「地域では目

❧つ人やά動ばかりではないんです。地域で本当に㡹ᙇっていたり、地域に᰿ᕪしたά動やつながりは、

なかなか目に見えません。だからこそ、そこに࢛ࣇー࢝スしていきたい」と。

孤立を防ぐ「地域づくり」実ࢪ

��



「若い世代のつながりづくり」

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「若い世代のつながりづくり」孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「若い世代のつながりづくり」

開 催 日　2023年 1月 20日 ( 金 ) 14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　39団体

登 壇 者

 ゲ ス ト

　　　NPO法人久留米10万人女子会 代表理事　國武 ゆかり

　コメンテーター

　　　NPO法人暮らしづくりネットワーク北芝 事務局長　池谷 啓介

　コーディネーター

　　　宝塚市社会福祉協議会 地域支援部長兼企画経営部長　山本 信也

プログラム

　　14:00 ～ 14:03　　開会・趣旨説明

　　14:03 ～ 14:35　　國武氏による実践発表

　　14:35 ～ 14:55　　國武氏、池谷氏、山本氏によるディスカッション

　　14:55 ～ 15:05　　休憩

　　15:05 ～ 15:35　　参加者によるグループワーク

　　15:35 ～ 15:55　　グループ発表

　　15:55 ～ 16:15　　発表へのコメント

　　16:15 ～ 16:30　　まとめ

　　16:30　　　　　　 閉会

委員からのコメント

開 催 日　2023年 1月 20日 ( 金 ) 14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　39団体

委員からのコメント

池谷啓介委員（NPO法人暮らしづくりネットワーク北芝　事務局長／大阪府）
　國武さんの報告のなかで、　「『わたし』のことは『わたしたち』のこと」という言葉がありました。

僕は「生活当事者」という言葉を大事にしています。その意識を社会のなかでどれだけ持てるか。

集団は大きくなればなるほどマジョリティ側に優位性があることを忘れがちで、マイノリティか

らすると、それが参加のハードルを上げてしまうことになります。優位性を持つ側が、生活当事

者という意識を持ち、そこを意識できるかどうかがまちにとって非常に大事で、それが 10万人

女子会のなかにあることがキーポイントになっています。
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

ディスカッション

山本信也　「メンバーの皆さんの思いや得意なことを組み合わせていけば夢が叶う」とお話いただきまし

た。具体的なエピソードを教えてください。

國武ゆかり　「このまちで暮らす」ことを考えたときに、「夢が叶った」と感じられるのは、しんどさを言

える関係性ができた、人と人とのつながりができたということです。たとえば、子育て中や介護中の人

たちが、抱えているしんどさを言えるようになったのですが、私たちが本当にやりたかったことは、そ

のしんどさに気づいたり、それをわけ合ったり、もちろんうれしいことを一緒に喜んだり、そんな関係

性をつくっていくところにあったのだと思っています。

池谷啓介　10万人女子会の活動のポイントは、①身近、②ニーズの掘り起こし、③参加のハードルを下

げる、という3点にあります。

　　１点目は、校区を単位として、少人数で展開されているということです。身近な場面で、自分たちの

暮らしに引き寄せる場所をつくり、自分が住んでいる地域に対しての愛着やアイデンティティを持つこ

と、そしてそのしかけを丁寧に考えておられます。

　　２点目は、それぞれのラボ会が、ニーズの掘り起こしになっているということです。会話のなかで誰

かが困っていることに気づくということは、10万人女子会にニーズの掘り起こしの役割があるのだと

いうことです。

　　３点目は、Instagramを活用したり、イベントで知り合い関係性をつくっていくなど、新しく参加す

る人にも参加しやすい雰囲気づくりを心掛けておられます。それは参加のハードルを下げているという

ことですね。

國武　Instagramは、素人感満載ですが、それが身近なゆるさではないかなと思っています。きれいな映

えた写真、華やかに見えるイベントでは、華やかな人しか行けないんだ、と思ってしまいます。「私は

華やかではないから行けない」「参加するためには自分自身を華やかに見せなければならない」という

のでは、自分たちの暮らしではないと思っています。

池谷　コロナ下では、オンラインを活用したラボ会をされていると話しておられました。特に高齢者にとっ

ては苦手な分野ですが、どのようにされていましたか？

國武　高齢の参加者からは、「オンラインはわからない。やめておきます」という声もありました。「月に

１回会っていたのができなくなったから、近況報告をしようよ」というラボ会の皆さんからの声かけで、

玄関先でアプリを入れて、使い方を紙に書いて教え合っていました。いままでのつながりを断ちたくな

い、誰かに会いたい、誰かと話したい、という思いを形にしたということだと思っています。

山本　ハードルを下げるということは、社会参加を促進するという意味でも非常に大事なキーワードです。

委託事業や補助事業では、実績を期待されるあまりに数字を意識しがちですが、10万人女子会では「実

績」よりも「実践」で見えてくるものを非常に大事にされています。「住む」ではなく「暮らす」こと

にこだわり、一人ひとりの物語をたいせつにされているのですね。

ディスカッション
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「若い世代のつながりづくり」

参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）



「気ͮいたこと」として、楽しそうな実ફをされて

いる。ᅳさんがその実ફを楽しそうにお話されて

いてૉఢ。पりの人をרき込むྗがす͝い。実ફが

ࢱࢱしていない、ࢱ一৭でない͡ײがいい、

という話が出ました。また、「औりೖれたいこと」

として、活動がおしΌれ。若いಉ世代の人がࢀՃで

きるイベント、4/4の活༻などがڍげられました。

また、成Ռ指ඪについても話し合われ、Ҏ֎の

指ඪもඞཁなためఏݴしていくことがඞཁ、という

意見が出ました。ʢࢢ町ଜࣾձٞڠࢱձʗݸ人ࢀ

Ճʣ



ීஈのらしのதでのつながりをとらえていくࢹ

と、Τϐιードを語としてめていくׂがある

と気ͮいた。օさん、ࣗの事の事業とབྷめな

がら　重ねてとりೖれたいことを話してくれていま

した。ϋードϧを低くし、ͩれでもདྷれるようにࢀ

考にしたい、ࠔり͝とをڞ༗できるͮくりをした

い、ࢀՃしやすいをつくりたい、という意見が出

ました。ʢࢢ町ଜࣾձٞڠࢱձʗݸ人ࢀՃʣ



きてからではなく、ฏ時からのつながりのىがࡂ

関があるとॿけ合うことができると思った。今の

ஈ֊でやっていくことをऔりೖれたいと思った。ʢࢢ

町ଜࣾձٞڠࢱձによるάϧーϓࢀՃʣ



Ҏલは地域で若࠺ձや්人ձで集まりがあって出や

すかったが、今は子どもձやҭ成ձもఀし、出る

ػձがগなくなっているので、ϥϘձが出かけるػ

ձと人と出ձえるػձになっている。ঁੑにࢹを

てていることがすばらしい。ʢࢢ町ଜɾࢢ町ଜࣾ

ձٞڠࢱձによるάϧーϓࢀՃʣ



支えたい人が৺を開いてくれるʜपりの人も「こ

の地域ྑいな」と思える。支えɾ支えられてお互

い༷、̓ ৺できる。ɾ地域のձのࣸإਅɾ̦ ̧コー

ドྑかった。औりೖれたい。楽しい、わかりやす

い、ҹにる。子どもにもわかりやすい。إが

見えることで見कりにも。ʢࢢ町ଜࣾձٞڠࢱ

ձによるάϧーϓࢀՃʣ



ᅳさんが、「人工తなつどいの、৫」とい

うݴ༿が৺にっています。行はどうしても人

工తに৫や集まりのをつくりがちで、ࣾڠも

そうしてしまう、と話していました。人工తに

৫やをつくってしまうと、ଓきをしない、ଘ

ଓしないことが՝になりがちです。今後、住民

のํ、地域のํがࣗओతにつながっていくこと、

日ৗのԆઢ上にらす、ということがώントに

なるとֶばせていたͩきました。ʢࢢ町ଜɾࢢ町

ଜࣾձٞڠࢱձによるάϧーϓࢀՃʣ
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『若い世代のつながりづくり』アンケート結果
（2023年1月20日）

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『若い世代のつながりづくり』アンケート結果

設問１ あなたのことについてお尋ねします。

①お住まいの都道府県を教えてください
43 件の回答

都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数

北海道 3 栃木県 1 新潟県 1 愛ੴ県 2 和歌山県 2 福ળ県 1 

ଗ県 2 群馬県 2 石川県 1 京都府 2 ઁ島県 1 鹿児島県 1 

ি県 1 ୴県 1 長野県 1 大阪府 1 ಘ川県 1 沖縄県 1 

福島県 1 神奈川県 1 岐阜県 1 兵庫県 14 ৈੴ県 1   

②あなたの年代を教えてください。グループ参加の方はメンバーの年齢構成をチェックしてください（複数選択可）。
43 件の回答（総回答数 45 件）

③ あなたの所属を教えてください。グループ参加の方はメンバーの所属構成をチェックしてください（複数選択可）。
43 件の回答（総回答数 52 件）

その他回答【3回答（各 1件）】

札幌市介護予防センター、協৮体、生活੍ର॥ーॹॕॿーター

設問２ 本日の研修内容についてご意見をお聞かせください

①今回の研修に参加されてよかったですか。 ②研修の開催資料は参考になりましたか。
43 件の回答 43 件の回答

30歳代 33.3% 40歳代 31.1% 50歳代 35.6%② 年代

行政 44.2% 社協 44.2% 包括 19.2%

ᴗᡤ
1.9%

NPO・一社
1.9%

民生児童委員
3.8%

ᴗ
1.9%

その他
5.8%

③ 所属

たいへんよ

かった

55.8%

よかった
41.9%

䜅䛴䛖
2.3%

たいへん参考

になった

41.9%参考になった
55.8%

䜅䛴䛖
2.3%
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「若い世代のつながりづくり」

●研修や資料のなかで参考になったことや役立ったことを教えてください。
（自由記述／一部抜粋）

●中心はラボ会の皆さんで、みんなで暮らしをつくるとの言葉が印象に残りました。実績よりは実践との

お話もとても心に響き、活躍支援を支援していく立場としての心持ちが変わりました。とても有意義な

時間でした。

●「つながり」は第三者（行政、社協など）がつくるものではなく、自分たち（住民）が「つながりたい」

と思って行動した結果であり、今回の実践はまさにそのような事例だったと思います。第三者の役割は

「つながりたい」と考えている人同士が出会う場をどのようにつくるか、または「つながる」ことの価

値を上手に伝えていくことであり、今回の研修はたいへん参考になるものでした。

●校区に地域の人が自由に集まり、そこで出たやりたいことを実現するための取り組みがとても参考にな

りました。また、できない課題を見つけることからスタートしてしまうけれど、その前段階で対処する

ことが必要だということがたいへん勉強になりました。

●楽しいことを軸にした「関心縁」と、生きづらさなど解決を軸にした「課題縁」のところがたいへん分

かりやすく、理解することができました。生活支援コーディネーターと専門員の役割に置き換えて、そ

れぞれのあて先を整理することができました。

●中心にいる人たちが、「自分たちのやりたいこと、目指すところ」をぶれずに進めていく。ラボ会に参

加していても影となって声を拾うことを徹底しているところ。コーディネーターとして参加している自

分はどうしても自分が前に立って前のめりで聞きに行ってしまうので……。若い世代の参加や新しいメ

ンバーといった部分へのアプローチについて、もう少し考えたいと思いました。

●若い世代の参加を促す「しかけ」ばかりに目がいってしまっており、どうやったら巻き込むことができ

るのかという風に今まで考えてしまっていました。巻き込むでは人は集まらないという言葉に、今後の

地域へのかかわり方を変えていかないといけないと考えさせられました。

●地域づくりについて、行政がやることによってどうしても結果を求められ、事業を実施することだけに

とらわれやすくなってしまっているということに気づいた。自分もそのようになってしまっているなと

共感しました。大きな規模の都市でも、このような女子会が展開できるということを学び、自分の市で

は何ができるのか改めて考えさせられました。

●運営についてのご意見やお気づきの点がございましたら教えてください 。
（自由記述／一部抜粋） 

●共有の際の発表は２～３グループでよいかと思う。その分質疑応答の時間などを入れてほしかった。

●グループがあらかじめ名簿に示してあり、分かりやすくてよかったです。

●発表者さんの PPT 資料があると助かります。zoom画面からだけでは見えづらさがあります。先方の

意向もあるとは思いますが、ご検討ください。

●その他のご意見や感想などがございましたらお聞かせください。（自由記述／一部抜粋）
●場所は違えど、同じ思いを持って仕事をしている仲間が全国にこれだけいるのだという励ましや勇気を

いただけます。このような研修会が今後も定期的に開催されることをご期待申し上げます。

●数字にとらわれず、その人のストーリーや内容に目を向けることについて話がありましたが、行政に報

告するときには数字で示さないといけないためジレンマを感じていたところでしたので、たいへん共感

できました。

●高齢者だけではなく、さまざまな世代で交流の場を必要としていることに気づかされました。役所での

横の関係を意識していくことがたいせつなのだと思います。

●アンケートの回答を回答フォームから入力できない場合にも対応できるよう、事前にエクセルファイル

での回答フォームも送付していただきたい。
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

フォローアップ意見交換会
日　　時　2023年１月 24日（火）16:30 ～ 17:00
開催方法　Zoomによるオンライン
参 加 者 ●岐 市社会福祉協議会（岐阜県）
　　　　　　　　第２層生活支援コーディネーター６人で参加
　　　　　●広 地域包括支援センター（広島県）
　　　　　　　　センター内の看護師、社会福祉士と参加

●研修を受けて、参加者の反応は？

●岐 　毎回、地域の方とつながりながら活動していくという視点が共通しているのでとても勉強になっ
ています。
　私たちは、「地域のいいところ、できているところはなにか。不都合なところがあるとしたらなに
が不都合なのかを、地域の方と一緒に考えていく」というスタンスで動いています。人と人のつな
がりの場は「○○サロン」と名前がつくものばかりではありません。お隣同士で支え合っていたり、
お茶飲み友だちが元気づけ合っていたりという細かい部分をたくさん拾って地域の中の資源として
とらえていきたいと思っています。
　研修では、「地域とつながり、人とつながるという視点は一緒」という話をしながら受講をさせて
いただきました。また、そうしたつながりをたいせつにしながら動いていた自分たちの視点も「間違っ
ていなかったよね」と自信にすることができています。今回、グループで受講したことで、その場
の空気感を同時にみんなで感じることができて仲間意識がより高まっています。

●広 　今回の研修では、みんなが地域でつながって、その後、生活課題に気づいたり見つけたりしてい
く過程を興味深く聞きました。
　地域包括支援センターの業務では、高齢者との関わりが多く、若い人とつながる機会がなかなか
つくれずにいます。児童や障害、国際支援など、分野に特化したNPOと出会う機会はありますが、
地域のプラットフォーム・多世代交流のNPOには出会えていません。
　演習では、個人参加のグループに入りました。「SNS の上手な活用、発信の仕方が参考になる」
「町内会長の全身写真入りマップは親しみやすい。若い人とつながるツールに活用できるのではない
か？」「組織のつくり方がピラミッドではなく、輪の形なのが素敵」という意見が出ました。

●今後について

●岐 　今後、地域の企業や地元のお店ともつながりながら地域づくりを進めていきたいと考えています
が、なかなか前に進めていませんでした。地元の皆さんとのつながり方のヒントをいただいたので、
自分たちも広げていけるのではないかと思っています。
　地区社協で開催している子育てサロンの場にお邪魔して、サロンが終わってから区長さんが入れ
てくださるコーヒーを一緒に飲みながら、子育てサロンに関わっている皆さんと地域の話をしてい
ます。「こんな体験をさせてもらってうれしい。だからまた次も手伝おうと思える」という声を聞か
せてもらい、私たちが「住民主体」という言葉を出さなくても、地域の皆さんはすでに気づいてい
るということを私たちが学ばせてもらっています。これからもそうしたことをたいせつにしながら
日々の活動をしていこうと思います。

●広 　久留米10万人女子会では、サービスをどうつくるか、どうあてはめていくか、という話ではなく、
自分たちのまちの暮らしの質・豊かさに焦点をあてていることが印象的でした。
　私たちの包括のエリアは、40年経つ団地と新興住宅地がまざりあっていて、学生や子育て世代も
いるのですが、日中は高齢者にしか出会えません。そんななかでも、普段のつながりのたいせつさ
については非常に参考になり、今後着目していきたいと思います。
　また、高齢者＝支援する対象者ではなく、リスペクトする「レジェンド」という表現がいいなと思い、
私も使うようにしています。

フォローアップ意見交換会
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NPO 法人にしはらたんぽぽハウス

孤立を防ぐ「地域づくり」実践

たんぽぽハウスのؒたͪ̎

たんぽぽハウスのؒたͪ

ଜݪݝຊ۽ 2023年2月10日開催号

目次

「ない・ない」から生まれたたんぽぽハウス …………２

たんぽぽハウスの１日……………………………………４

熊本地震からの地域支援…………………………………６

これからの地域のために…………………………………８

˼の͝Ҋ࠲ߨ˻
2023 年 2月 10日（金）14：00～ 16：30

ʮब࿑ࢧԉͱҬࢧԉʯ
　ゲスト………………NPO 法人にしはらたんぽぽハウス　副理事長　上　村　加代子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  施 設 長　廣　瀬　るみ子
　コメンテーター……社会福祉法人湘南学園　専務理事　塚　本　秀　一
　コーディネーター…淡路市社会福祉協議会　事務局長　凪　　　保　憲

　200� 年のすཎ村Ẹཧ⏬࣡ーࢡシࣙࣉࢵをきっかけに、障ᐖのある人のᒃ場所㸤࡙くりとして、㎰

⏘物ຍᕤを開始。⏕άᅔ❓者や出所者なども集い、2016 年熊本地震では⿕災者の支援も行いました。

㎰ᐙや住Ẹの༠ຊのもと、㣗ᇽ࣭移動販売による㣗の支援や交ὶ、子どものᒃ場所࡙くりなど、ඹ⏕の

地域࡙くりにྲྀり⤌んでいます。

͓ਃࠐΈํ๏
こͪらから https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

ݪଜ

ࢢຊ۽ࢢຊ۽
ѨોࢢѨોࢢ

就労支援と地域支援
（NPO法人にしはらたんぽぽハウス）
就 労 支 援と 地 域 支 援
（NPO法人にしはらたんぽぽハウス）
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践 NPO 法人にしはらたんぽぽハウス

�

ɹݪଜはɺ۽ຊ͔ࢢら౦に��Ωϩϝʔτϧɺେொɺޚધொɺࢁொに
ྡし͍ͯ·͢ɻ෦はѨો͘·ͱۭߓにしɺ౦෦はѨો֎ྠࢁͷ
にҐஔ͢ΔɺೆѨોޫ؍ͷޱؔݰͰ͋Γ·͢ɻѨો͔ࢁらਧ͖ԼΖ͢౦
෩ΛɺݪͰはʮ·ͭ΅Γ෩ʯͱݺͼ·͢ɻ
ɹ����にࢁଜͱՏݪଜ͕߹ซしɺ࣏ࣗମͷҰจͭͣࣈΛ߹Θͤたݪ
ଜ͕ੜし·したɻ����݄̐��にൃࡂしたฏ�8۽ຊͰはɺ̓Λ؍ଌしɺଜ
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にしはらたんぽぽハウスの設立
NPO ἲ人にしはらたんぽぽハウス㸦௨下、たんぽぽハウス㸧は、すཎ村役場のᩜ地ෆにあるᑵປ⥅⥆

支援㹀ᆺと地域ά動支援センターのᶵ⬟をあわせもつ業所です。㌟య࣭知ⓗ࣭⢭⚄に障がいのある人、

、ルコール౫Ꮡ症の人、認知症の人、出所者、⏕ά保護ཷ⤥者、⏕άᅔ❓者などいろいろな人が集まり

日中の間を㐣ごしています。

　たんぽぽハウスのㄌ⏕は、200� 年にさかのࡰります。200� 年から 200� 年にかけて、すཎ村♫会⚟♴༠

㆟会が、障がいのある人の暮らしについて村Ẹが考える࣡ーࢡシࣙࣉࢵをィ㸲ᅇ開催しました。当者、

ᐙ᪘、Ẹ⏕ጤ員、小中学ᰯのᩍ員、保⫱ᅬ、行ᨻ、♫༠、地域住Ẹなど⣙ �0 人がཧຍし、「ࣜࣂのない

まち࡙くり」について考えྜいました。

　当、すཎ村で障がいのある人の暮らしは、「ാく場所がない」「ᒃ場所がない」「理解がない」「どこに

もᒓしていない」というㄢ㢟意㆑がありました。なにもすることがないためᐙにࡦきこもっていたり、ാ

くඛが村ෆにないため㏆㞄市町村の作業所や施設に通ったりする人がいたのです。

仕事つくり、居場所つくり、心つくり、
　そこで、障がいのある人の⮬❧を考える「つくり」、ാける場や集える場を考える「ᒃ場所つくり」、

障がいについて住Ẹにఏえ、理解をᗈげるための「心つくり」という㸱つのࢸー࣐を設ᐃし、࣡ーࢡシࣙ

。で話しྜわれましたࣉࢵ

　当、すཎ村♫会⚟♴༠㆟会で会ィや障がい者⚟♴㒊門をᢸ当していた上村ຍ௦子さんが一ᛕ発㉳し、

そうした㸱つのᶵ⬟をあわせもつ業所を地域に❧ち上げました。地域住Ẹの理解をᗈげるために、❧ち

上げまでに話しྜいの場をᣢち、200� 年に障ᐖ者⮬❧支援センター「にしはらたんぽぽハウス」を設❧、

㸲人の⏝者とのά動が始まりました。ᘓ物は、ᪧ♫会⚟♴༠㆟会。ここをᣐⅬとして、ᒃ場所࡙くりが

スターࢺしました。

　つくりとして、住Ẹからᥦ౪してもらった㎰地で↓⫧ᩱ࣭↓㎰⸆にこだわった⮬↛㎰ἲによる⡿、

㇋、ⴠⰼ⏕などを᱂ᇵ。✭した㎰作物を味ჯやⴠⰼ⏕あえのもとにຍᕤし、販売もしています。なか

でも、小㇋を᱂ᇵ࣭✭し、᫇ながらの〇ἲを守りᢤくⳫ子ᗑにຍᕤ౫㢗をして販売する⨺⩘や、地元
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の㎰ᐙからつ格እရのイࢦࢳやࣜࢡ、ࣘズなどをㆡりཷけて、࣒ࣕࢪやࣛࢻイイࢦࢳ、ᰩの⏑㟢↻や࣐ロ

ンࣃウࢲー、ᰆ子⬌᳡などを〇㐀。そのほかにも、㜿⸽の㉥∵や熊本県⏘のタࢠࢿ࣐をࡩんだんにった

ࡎーの〇㐀、販売などもᡭがけ、たんぽぽハウスのほか物⏘㤋などでも販売しています。いࣞ࢝ࢺルࢺࣞ

れもたんぽぽハウスの┳ᯈၟရとして、たんぽぽハウスの㈈※となっています。ほかにも、住Ẹにࡧか

けてルミ⨁や᪂聞をᥦ౪してもらい、それをᅇすることで地域と㢦の見えるつながり࡙くりにもດめ

ています。

　心つくりとして、♫༠のᗙㄯ会などで障がいについて話しྜう場を設けるなどをしながら地域住Ẹの

理解も㐍めており、地域の⚟♴ᩍ⫱の場にもなっています。地域住Ẹを「たんぽぽハウスのᛂ援ᅋ」と

して関ಀ࡙くりを✚み㔜ねてきた⤖ᯝ、いまではࣛ࣎ンࢸとしてከくの人がά動をᡭఏったり、「ᰩを

たくさんもらったから」とᒆけてくれたり、たんぽぽハウスを気にかけ、❧ちᐤってくれるようになりました。

　2008 年に NPO ἲ人格をྲྀᚓし、地域ά動支援センター「にしはらたんぽぽハウス」を開設。2012 年に

はᑵປ⥅⥆支援㹀ᆺ「ナࣛࣗࢳルࣇー࣒いまここ」を開設し、⌧ᅾのかたちとなりました。

 ৫ ٴ ͼ ࢪ ઃ ֓ ཁ
໊　　শ ̣̥̤法人にしはらたんぽぽハウス

ઃ　　ࢪ
ब࿑ܧଓࢧԉ̗ܕɹʮφνϡϥϧϑΝʔϜ͍·͜͜ʯ
Ҭ׆ಈࢧԉηϯλʔɹʮにしはらたんぽぽハウスʯ

௨ॴ人һ
ब࿑ܧଓࢧԉ̗ܕɹɹɹ໊̎̌
Ҭ׆ಈࢧԉηϯλʔɹ໊̍̌

։ॴ࣌
Ր༵ʙ༵ɹि̑ʢ༵ɾ݄༵ɾࡇٳΈʣ
ʢՆはϑϨοΫスλΠϜ੍ʣ࣌̐ޙޕʙ࣌લ̕ޕ
ՆٳقՋɾౙٳظՋ͋Γ

業छ࡞

ʲԼ͚ۀ࡞ʳ
ᶃϑϧʔπΩϟοϓ৬ɹ
ᶄࢪઃڥඋ
ᶅன৯࡞Γ
ᶆআۀ࡞
ᶇՃҕୗۀ࡞

ʲࣗओʳ
ᶃۀ࡞
ᶄ࢈Ճۀ
ᶅΞϧϛ؈ճऩ
ᶆࢴݹճऩ
ᶇหɾࡊɾ՛ࢠൢച
ᶈ֤छٖళग़ళ

࿅ॏඪ܇

ʲੜࢧ׆ԉʳ
ᶃลश׳ͷशಘʢͳͲʣ
ᶄੜ׆श׳ͷशಘʢؒ࣌ͷೝࣝɾަ௨ؔػͷ
ར༻ɾ৯ࣄͷϚφʔʣ

ᶅίϛϡχέʔγϣϯʢѫࡰɾݴ༿͍ݣɾ࿈
བྷʣ

ʲࢧۀ࡞ԉʳ
ΊΔͱͱߴΛײΛ௨しͯूதྗۀ࡞
にࣄैۀ࡞Λ௨しͯಇࣗ͘৴Λशಘ͢Δ͜ͱ
Λඪͱ͢Δɻ

行 事 
ᶃҬަྲྀɹՆࡇΓͷҬͷ;Ε͍͋にࢀՃʢٖళͳͲʣ
ᶄখதֶߍͱͷަྲྀ
ᶅͦͷଞ͍Ζ͍ΖͳࣄߦΛܭըதʂ

　　 ͱし͓ͯしし·͢ɻͰಘたऩೖは͝ར༻͞Εたํͷۀ࡞

　　ׂ

ᶃར༻ऀҰ人Ұ人ͷ݈߁ཧٴͼମௐมԽͷૣݟൃظ
ᶄߦɾࣾڠɾපӃͷؔؔػͱͷ࿈ܞ
ᶅར༻ऀɾՈͷ૬ஊ
ᶆো͕͍ऀͷཧղଅਐɾൃܒ
ᶇՈతͳงғؾͷதͰ৺ͱにॆ࣮しब࿑Ͱ͖ΔΑ͏に͢Δ

孤立を防ぐ「地域づくり」実ࢪ

��



孤立を防ぐ「地域づくり」実践 NPO 法人にしはらたんぽぽハウス

�

の㎰ᐙからつ格እရのイࢦࢳやࣜࢡ、ࣘズなどをㆡりཷけて、࣒ࣕࢪやࣛࢻイイࢦࢳ、ᰩの⏑㟢↻や࣐ロ

ンࣃウࢲー、ᰆ子⬌᳡などを〇㐀。そのほかにも、㜿⸽の㉥∵や熊本県⏘のタࢠࢿ࣐をࡩんだんにった

ࡎーの〇㐀、販売などもᡭがけ、たんぽぽハウスのほか物⏘㤋などでも販売しています。いࣞ࢝ࢺルࢺࣞ

れもたんぽぽハウスの┳ᯈၟရとして、たんぽぽハウスの㈈※となっています。ほかにも、住Ẹにࡧか

けてルミ⨁や᪂聞をᥦ౪してもらい、それをᅇすることで地域と㢦の見えるつながり࡙くりにもດめ

ています。

　心つくりとして、♫༠のᗙㄯ会などで障がいについて話しྜう場を設けるなどをしながら地域住Ẹの

理解も㐍めており、地域の⚟♴ᩍ⫱の場にもなっています。地域住Ẹを「たんぽぽハウスのᛂ援ᅋ」と

して関ಀ࡙くりを✚み㔜ねてきた⤖ᯝ、いまではࣛ࣎ンࢸとしてከくの人がά動をᡭఏったり、「ᰩを

たくさんもらったから」とᒆけてくれたり、たんぽぽハウスを気にかけ、❧ちᐤってくれるようになりました。

　2008 年に NPO ἲ人格をྲྀᚓし、地域ά動支援センター「にしはらたんぽぽハウス」を開設。2012 年に

はᑵປ⥅⥆支援㹀ᆺ「ナࣛࣗࢳルࣇー࣒いまここ」を開設し、⌧ᅾのかたちとなりました。

 ৫ ٴ ͼ ࢪ ઃ ֓ ཁ
໊　　শ ̣̥̤法人にしはらたんぽぽハウス

ઃ　　ࢪ
ब࿑ܧଓࢧԉ̗ܕɹʮφνϡϥϧϑΝʔϜ͍·͜͜ʯ
Ҭ׆ಈࢧԉηϯλʔɹʮにしはらたんぽぽハウスʯ

௨ॴ人һ
ब࿑ܧଓࢧԉ̗ܕɹɹɹ໊̎̌
Ҭ׆ಈࢧԉηϯλʔɹ໊̍̌

։ॴ࣌
Ր༵ʙ༵ɹि̑ʢ༵ɾ݄༵ɾࡇٳΈʣ
ʢՆはϑϨοΫスλΠϜ੍ʣ࣌̐ޙޕʙ࣌લ̕ޕ
ՆٳقՋɾౙٳظՋ͋Γ

業छ࡞

ʲԼ͚ۀ࡞ʳ
ᶃϑϧʔπΩϟοϓ৬ɹ
ᶄࢪઃڥඋ
ᶅன৯࡞Γ
ᶆআۀ࡞
ᶇՃҕୗۀ࡞

ʲࣗओʳ
ᶃۀ࡞
ᶄ࢈Ճۀ
ᶅΞϧϛ؈ճऩ
ᶆࢴݹճऩ
ᶇหɾࡊɾ՛ࢠൢച
ᶈ֤छٖళग़ళ

࿅ॏඪ܇

ʲੜࢧ׆ԉʳ
ᶃลश׳ͷशಘʢͳͲʣ
ᶄੜ׆श׳ͷशಘʢؒ࣌ͷೝࣝɾަ௨ؔػͷ
ར༻ɾ৯ࣄͷϚφʔʣ
ᶅίϛϡχέʔγϣϯʢѫࡰɾݴ༿͍ݣɾ࿈
བྷʣ

ʲࢧۀ࡞ԉʳ
ΊΔͱͱߴΛײΛ௨しͯूதྗۀ࡞
にࣄैۀ࡞Λ௨しͯಇࣗ͘৴Λशಘ͢Δ͜ͱ
Λඪͱ͢Δɻ

行 事 
ᶃҬަྲྀɹՆࡇΓͷҬͷ;Ε͍͋にࢀՃʢٖళͳͲʣ
ᶄখதֶߍͱͷަྲྀ
ᶅͦͷଞ͍Ζ͍ΖͳࣄߦΛܭըதʂ

　　 ͱし͓ͯしし·͢ɻͰಘたऩೖは͝ར༻͞Εたํͷۀ࡞

　　ׂ

ᶃར༻ऀҰ人Ұ人ͷ݈߁ཧٴͼମௐมԽͷૣݟൃظ
ᶄߦɾࣾڠɾපӃͷؔؔػͱͷ࿈ܞ
ᶅར༻ऀɾՈͷ૬ஊ
ᶆো͕͍ऀͷཧղଅਐɾൃܒ
ᶇՈతͳงғؾͷதͰ৺ͱにॆ࣮しब࿑Ͱ͖ΔΑ͏に͢Δ

NPO 法人にしはらたんぽぽハウス

��



孤立を防ぐ「地域づくり」実践 NPO 法人にしはらたんぽぽハウス

�

たΜΆΆϋεの̍

̍̏৯Λఏڙ

「たんぽぽの⥥ẟが㢼に⯙い、ᗈがっていくよう

に⚟♴の心がᗈがってほしいという㢪いを㎸めて」

ྡ࡙けられたたんぽぽハウス。ここでは、⏝者を

「仲間」とࡧます。仲間たちの⫼ᬒは、⢭⚄࣭ 知ⓗ࣭

㌟యなどの障がいのほか、㍍ᗘの認知症の人や⏕ά

にᅔ❓している人など。௨๓は、ルコール౫Ꮡ症

の人や出所者などもཷけධれています。

　上村さんは、「知ⓗや⢭⚄に障がいのある人には、

⏕άにᅔ❓している人がከいんです。ある仲間が、ࠗ ⏕ά保護に㢗らないで⮬ศは㡹ᙇりたい。たんぽぽ

ハウスで㣗をᥦ౪してもらえれば㡹ᙇれる࠘という意見があって、それから一日㸱㣗、ᕼᮃする人にᥦ

౪しています」と話します。㣗㈝は㸯日あたり 300 で、たんぽぽハウスがお休みの日᭙、月᭙はྛ⮬で

㣗をとってもらっています。

　「たんぽぽハウスは、できるだけ᩿らないことがಙ᮲」と話すのは、施設㛗の廣瀬るみ子さん。たとえ

ば、ルコール౫Ꮡ症の人はᑵປ支援 B ᆺ業にも地域ά動支援センターにもヱ当するᑐ㇟者ではあり

ません。それでも、「ࣛ࣎ンࢸとして来てもらうことで、㸯日㸱㣗をここでとってもらえるだけでなく、

仲間たちや地域の人たちとつながりながら、見守りや関わりが⥆けられています」と話します。

ңାΛͭかΊʂ

　ᩱ理⮬៏のたんぽぽハウスは、㣗のရᩘも㦫くほど、そしてすてがᡭ࡙くりで かく、おいしい㣗

がᥦ౪されます。来た人にはまࡎ⫶⿄をつかむために㣗を㣗てもらい、「これはおいしい」とឤじ

てもらったら、「ẖ日来る人のために、ᮅご㣤もご㣤もኤご㣤も作っているんですよ」と話をしています。

すると、「ちࡻっと行ってみようかな」とゝって、ᐃᮇⓗにたんぽぽハウスに来るようになるとゝいます。

　㣗をᥦ౪しているのは仲間たちだけではなく、ᘚ当のཷὀもあれば、目の๓の村役場や地域包括支援

センターの職員がゼれて一緒に㣗をすることも。

にしはら地域包括支援センターのセンター㛗、中村

ὒ行さんは、「ここで㣗をしながら情報交換が⮬

↛とできていたりします。包括のᑐ㇟者はおもに高

齢者ですが、たんぽぽハウスで出会った人に包括の

支援がᚲせならばつなげてもらいますし、包括の業

ົや、᪤Ꮡのไᗘ࣭サービスでᑐᛂできない人に出

会ったときはたんぽぽハウスにつなげています」と

話します。

　年ᮎには、ẖ年、㌟ᐤりのない一人暮らしの人に

大好評！ たんぽぽハウスのお弁当

おにぎりも分業制
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おせちをΏしています。「年中行の日は、一

人暮らしのᏙ⊂なᐢしさはいっそうເってき

ます。特に、一人での年㉺しは㦵㌟にこたえ

ます。せめておせちがあれば、おいしいもの

を㣗れば心が かくなるのかなという思い

で、おせち࡙くりを⥆けています」と上村さん。

　おいしいᩱ理にㄏわれてたんぽぽハウスを

ゼれるのは、仲間たちだけでなく、㐃ᦠᶵ関

やᛂ援ᅋの地域住Ẹ、そしてすཎ村だけでな

くᅜからもたんぽぽハウスのࣇンがゼれ

ているのです。

ΛͱおしͯͭながΓΛࣄ

　開設当初から、㎰業とࣜサイࢡル業を㐍めてきたたんぽぽハウス。㎰業では、⦾ᛁᮇには仲間たちだ

けでなく、ᛂ援ᅋなども㥑けつけ、一緒に✭作業を行うこともあります。

　㏆㞄の㎰ᐙから、「もうᗫᲠするしかない」という話を聞いてᘬきྲྀったイࢦࢳは、⇱させてࣛࢻイ

イࢦࢳ「いちごいちえ」に〇ရ。ࣛࢻイࣇルーࢶと思えないࣗࢪーシーさとさっࡥりとした⏑みがዲホ

のࢪࣜ࢜ナルၟရになりました。また、ᨺ⨨

➉ᯘでタࣀࢣコ᥀り、Ỉ↻ຍᕤしたのちにࣞ

にワめてၟရに。たんぽぽハウࢡࢵࣃࢺルࢺ

スによる㸴ḟ⏘業が、地域の㎰ᐙや➉ᯘの「ち

。っとᅔった」のきなຊになっていますࡻ

　ࣜサイࢡル業では、地域住Ẹに「ルミ⨁

や᪂聞をたんぽぽハウスに出してください」と

お㢪いし、たんぽぽで集めています。

ؔΘΓがらしΛ͑ࢧる

　㞳፧し、知ⓗ障がいのある㸰人の子どもを

⫱てていた∗親が、㏥職後に気になる行動がቑえ、ཷデをすると認知症のいを指されました。⢾ᒀ

をే発し、ᚎࠎに㐠㌿が㞴しくなり、ᐙも෭㣗ရを める⛬ᗘしかできなくなっていきます。

　本人のᚑጒが通㝔のᡭఏいを、ᐙのなかのことはおもに㛗ዪがᢸっていましたが、㈇ᢸがきく、うつ

が発してしまいます。㛗⏨は㔠㖹⟶理ができࡎ、本人と㛗⏨のࢣース会㆟が開かれ、それࡒれᚲせなไ

ᗘを⏝することになりました。

　たんぽぽハウスでは、ไᗘではᑐᛂができない、㛗⏨のᮅ࣭の᭹⸆☜認や㣗のサ࣏ーࢺにຍえ、ẖ

日Ὑ℆をしているかなどの≧ἣᢕᥱのほか、ᚑጒや㛗ዪの┦ㄯを行うなどの支援を⥆けています。

　ไᗘだけでは支えきれない日ᖖをちࡻっと気にかけ、ᚲせなときはᡭఏいをする、そうすることでこの

一ᐙは住み័れたᐙで暮らし⥆けられているのです。

自然農法にこだわった米づくり

みんなでイチゴの収穫

NPO 法人にしはらたんぽぽハウス
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践 NPO 法人にしはらたんぽぽハウス

�

ԉࢧຊ地からの地域۽

ͱなるڌԉࢧࡂ

　2016 年㸲月 16 日。すཎ村を震ᗘ㸵のきな

地震がくいました。たんぽぽハウスのᘓ物も

一㒊ᦆቯという⿕ᐖをཷけながらも、ᅜか

ら来たࣛ࣎ンࢸや支援物㈨のᣐⅬとして

たんぽぽハウスに集まりました。たんぽぽハ

ウスは、障がいのある人の㑊㞴場所であるだ

けでなく、ྛ地から来たࣛ࣎ンࢸのᐟἩ

場所に、また、Ẹ間の支援物㈨のཷけධれඛともなり、ニーズࢳࢵ࣐ンࢢが始まりました。

　たんぽぽハウスでは、ẖ日⣙ 300 㣗の⅕き出しを↓ᩱで実施。㐌に㸰日は㣗ᇽの㐠Ⴀをし、㔠᭙日はࣛ

ー࣓ンの日、ᅵ᭙日は子ども㣗ᇽとして地域に開ᨺをし、さまࡊまな人が出会い、 かい㣗とともに

間を㐣ごす地域のᒃ場所としての㔜せ性が認㆑されました。

　また、住Ẹにྥけたンࢣーࢺㄪᰝや、仮設住宅にࡦきこもりがちなお年ᐤりなどを支援するために仮

設住宅のゼၥなどを行っていきます。

　その⏨性は、ࡦとり暮らしでルコール౫Ꮡ症。㔠もあり、⏕άⱞのため村♫༠に┦ㄯをしました。

障がい者ᡭᖒをᣢっていなかったため、たんぽぽハウスではࣛ࣎ンࢸとして一緒に作業をするように

なりました。「⮬宅にいるとお㓇を飲んでしまうけれど、ここに来れば仲間たちと一緒にࣘズの⓶むきなど、

いろいろな作業ができる」とゝい、一緒に㐣ごすことで㣗支援、ルコールをなくす、タࣂコを᥍える

などのయㄪ⟶理がྍ⬟となりました。すると、たんぽぽハウスから支⤥されるㅰ㔠で⏕άができるように

なり、♫༠のᶒ᧦護支援などをཷけ、⮬❧にྥけて㋃み出していけるようになったとゝいます。

མͪண͖ɺͭ͘ろいでաͤ͝るॴ

　災ᐖ┤後、発㐩障ᐖの人のなか

には、人ᩘでの㑊㞴所⏕άがྜ

わࡎに⮬ᐙ⏝㌴に㑊㞴をし、㌴中

Ἡをしているという実ែがありま

した。

　࿘ᅖに気වねすることなく、ⴠ

ち╔いた⎔ቃで㐣ごすことがᚲせ

と、たんぽぽハウスでは支援をཷ

けて、たんぽぽハウスから㌴で㸳

ศほどの場所に「ࡩわり」をᘓ設

しました。

　その後、ࡩわりのすࡄ㞄のูᲷ ふわりの前で、子どもたちと一緒に

たんぽぽハウス外観

孤立を防ぐ「地域づくり」実ࢪ
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践 NPO 法人にしはらたんぽぽハウス

�

では、1 人暮らしの⦎⩦をし

たいという人が㐣ごし、そこ

から通ってきています。ま

た、⥭ᛴཷけධれがᚲせなと

きはࡩわりでᐷἩまりをする

こともྍ⬟です。⌧ᅾは㐌㸯

ᅇ、地域ά動支援センターの

仲間たちがここで㐣ごしてい

ます。

　さらに、ࣔンࢦル㐟∾Ẹの

住ᒃのࢤルにఝせたᘓ物をᘓて、見

学に来た学⏕たちがㄒりྜう場

となったり、ᗈなᩜ地に⏕いⱱる

㞧木ᯘには、学⏕がࣛࣈンコやࢶ

ࣜーハウスなどをつくり、「こども

の᳃」とྡ࡙けられました。⮬↛の

なかで、子どもが笑い、人がくつ

ろげるᒃ場所になっています。

ͭながΓがΞϯςφに

　地域住Ẹをᛂ援ᅋとして、日ごろ

からᑀに地域との関わりを⥆け

てきたことが、災ᐖの㝿にຌをዌしたことはゝうまでもありません。もちろん、災ᐖ支援をとおして地域

の⤎がいっそうᙉくなり、地域でのᅔりごと、気にかかることがたんぽぽハウスにᐤせられるᶵ会もቑえ

てきました。

　たとえば、学⩦ሿのඛ⏕から、「ሿ௦が

支ᡶえࡎにሿを㎡めるという子どもがい

る。⏕άにᅔっているのではないか」、コ

ンビニエンススࢺから「子どもがᚅを

ཷけているようだ」など。情報をཷけたら、

㓄㣗のついでにちࡻっとおかࡎを㸯ရᣢっ

てゼねることもあるとゝいます。

　上村さんは、「NPO ἲ人だからこそ、ከ

様性やᰂ㌾性があります。やろうと思った

らすࡄにできるし、関わりたいと思ったら

すࡄに関われる。それはとてもいいことだ

と思っています」と話します。

こどものもりの入口で

ゲルのようなテントで語らう

みんなで乾杯！

NPO 法人にしはらたんぽぽハウス
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孤立を防ぐ「地域づくり」実践 NPO 法人にしはらたんぽぽハウス
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これからの地域のために

移動販売で気にかける

　熊本地震発災後、仮設住宅を巡る移動販売を実施し

ていたたんぽぽハウス。コロナ下で、「特に中山間地

域の高齢者の暮らしがより気にかかるようになった」

と、移動販売を始めました。コロナ下でサロンなど集

まる場が休止となるなか、買い物に来る様子から見守

りや声かけをし、そこにつどうことでミニサロンのよ

うな役割になることを目指しています。

　「久しぶり」「元気だった？」という会話をしながら、そこで

お茶を飲みながら地域の様子を見聞きして、気になる人がいれ

ば話を聞きに行くなど、小さなつぶやきから地域のニーズを拾

いあげたいと考えています。

　移動販売には、地域包括支援センターの職員が同乗すること

も。買い物の場が、専門職にとってもゆるやかな見守りや情報

交換の場になっているのです。

いろいろな人がいるからおもしろい

　当初から、「障がいのある人のいるところと学童はわけてほ

しい」という声が保護者から上がったり、出所者が来たときに

は「うちの子は通わせられない」という親がいたりと、たんぽ

ぽハウスを理解する声ばかりがあるわけではありませんでし

た。

　それでも、その人と出会ってみるととてもまじめで、認知症高齢者に優しく接している姿を目の当たり

にしたり、他人に関心を示さないと思っていた人が一緒に作業をしていると仲間のことをとても気にかけ

ていたり、穏やかな性格がゆえ、その人がいるだけで場がなごむ人がいたり。「その人がここにいること

に意味があるんです。いろいろな人がいる。ごちゃまぜだから、おもしろいんですよね」と上村さんと廣

瀬さんは微笑みます。

 ※編集部注　本誌に掲載した写真の多くは、コロナ以前の活動の様子をたんぽぽハウスよりご提供いただきました。

孤立を防ぐ「地域づくり」実践 NPO法人にしはらたんぽぽハウス
2023 年 2 月 10 日開催号

独立行政法人福祉医療機構 社会福祉振興助成事業「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」
発行元：特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）

〒 981-0932 宮城県仙台市青葉区木町 16-30 シンエイ木町ビル 1階

TEL ０２２- ７２７- ８７３１　FAX ０２２- ７２７- ８７３７

https://clc2022jinzai.wixsite.com/sitetop

たんぽぽハウスの移動販売車

お惣菜を選ぶ

孤立を防ぐ「地域づくり」実ࢪ
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「就労支援と地域支援」

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「就労支援と地域支援」孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修「就労支援と地域支援」

開 催 日　2023年２月 10日 ( 金 )14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　39団体

登 壇 者

 ゲ ス ト

　　　NPO法人にしはらたんぽぽハウス 副理事長　上村 加代子

　　　NPO法人にしはらたんぽぽハウス 施設長　 廣瀬 るみ子

　コメンテーター

　　　社会福祉法人湘南学園　専務理事　塚本 秀一

　コーディネーター

　　　淡路市社会福祉協議会　事務局長　凪 保憲

プログラム

　　14:00 ～ 14:03　　開会・趣旨説明

　　14:03 ～ 14:35　　上村加代子氏、廣瀬るみ子氏による実践発表

　　14:35 ～ 14:55　　上村氏、廣瀬氏、塚本氏、池田氏によるディスカッション

　　14:55 ～ 15:05　　休憩

　　15:05 ～ 15:35　　参加者によるグループワーク

　　15:35 ～ 15:45　　グループ発表

　　15:45 ～ 16:30　　発表へのコメント、質疑応答、まとめ

　　16:30　　　　　　 閉会

委員からのコメント

開 催 日　2023年２月 10日 ( 金 )14:00 ～ 16:30

開催方法　Zoomによるオンライン研修開催方法　Zoomによるオンライン研修

申込者数　個人参加　51人、グループ参加　39団体

委員からのコメント

塚本秀一委員（社会福祉法人湘南学園　専務理事／滋賀県）
　社会は「ごちゃまぜ」で、いろいろな人がいて当たり前です。福祉ももともとは「ごちゃまぜ」で、

障がいのある人、高齢の人、子どもたちは一緒にケアをしていました。それが、ケアする側の都合、

つまり集めてケアをしたほうがやりやすいという理由でわけていく、「ごちゃまざらない」ケアを

するようになりました。

　いろいろな人がいてこその社会で、たんぽぽハウスはそうした原点に戻っているのだと思いま

す。社会に近い構成比、お年寄りも子どもも、障がいのある人もない人も、男性も女性も、一緒

に助け合うということが実現すると、地域の福祉力が上がっていくのだということをたんぽぽハ

ウスの取り組みから改めて学ばせていただきました。
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

ディスカッション

凪保憲　たんぽぽハウスの取り組みのなかでも、いわゆる地域共生社会が目指すところである、受け手と

支え手という関係を超えるということがお話からも出てきました。そういう社会が特別なことではない、

そのことの正当性をしっかりと意識することが必要だと私自身も気づかせていただきました。

　　たんぽぽハウスと西原村地域包括支援センターがすぐ近くという立地条件もありますが、具体的に包

括職員の皆さんとの関わりの部分をもう少し詳しくお聞かせください。

上村加代子　生活に困窮している人がおられて、包括から「その人の食材費がないので、ヘルパーさんが

持っていけるような食べ物はなにかありませんか？」と連絡を受けました。たんぽぽハウスはいろいろ

なところからいろいろなものをもらったりするので、それを包括からヘルパー事業所に連絡をしてもら

い、取りにきてもらって野菜や食材を無料でお渡ししました。

　　移動販売でも、見守りが必要な人がいると聞くと、「今度移動販売に同乗して、その人に会ってみたい」

ということがあって一緒に行く、ということをしています。

　　また、利用者さんの父親が認知症になられた場合などにはどうしたらいいかとか、利用者さんの親御

さんが体調を崩されてちょっと見に行ってもらいたいときとか、そういうときには私たちから包括にお

願いをしています。

凪　地域包括支援センターと就労継続支援 B型の事業所とは、制度が縦割りということを考えると直接

かかわる機会はなかなかつくれないのではないかと思うのですが、西原村では制度の枠を超えておたが

いに持ちつ持たれつの関係を構築されています。

塚本秀一　地域には、福祉にかかわる役割を担う方がたくさんいます。行政の担当者だけでなく、自治会

の福祉委員、民生委員児童委員、学校、社協、そして私たちのような社会福祉法人など、いろいろな地

域の資源があるのですが、なかなか有機的な関係がつくれていません。それぞれではかかわりが持てて

いても、有機的に地域のなかでつながることが難しいのです。なぜ西原村でできているのかを考えまし

た。それは、上村さんや廣瀬さんが、ニーズに応えることを最優先にしているからではないでしょうか。

ニーズをまずつかんで、それにどう応えていくか、みんなで知恵を出し合うことで、有機的なつながり

ができると思いました。

上村　たんぽぽハウスでは、「断らない」し、「前例がないからできない」とは言いません。いろいろなニー

ズに対しても地域の人たちと考えながら、「どうにかしてやってみよう」と思っています。

廣瀬るみ子　たんぽぽハウスに入った当初、「こんなにたいへんなことも断らないのか」と驚くこともあ

りました。だけど、それが上村さんのいいところで、その考えは間違っていない。それはたんぽぽハウ

スで引き継いでいかなければならないことだと思っています。

塚本　「ごちゃまぜ」とおっしゃいましたが、いろいろな人がいるからおもしろい、というその発想なん

ですよね。

凪　たんぽぽハウスに行くと安心できる、という人たちが、またそのなかで自分の役割や活躍できる場を

見つけていける、そしてごちゃまぜが連鎖していくのかもしれませんね。

ディスカッション
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「就労支援と地域支援」

参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）参加者によるグループワーク発表（一部抜粋）



「͝ちΌまͥ」というΩーワードがૉఢでした。ब

࿑ܧଓ支援#ܕというোがいをରとした事業ॴ

でもいΖいΖな人をडけとめてくれるのは、地域แ

ׅ支援ηンターとしても৺強いと思いました。また、

「間」というݺͼํがԹかくて、いΖいΖなนな

どがなくなっていくのかな、ࣗたちの地域でも

けִてなく集まれるようなډॴが΄しいな、とい

う意見が出ました。ʢ地域แׅ支援ηンターʗݸ人

Ճʣࢀ



͝ちΌまͥがす͝い、というのが࠷ॳのײでした。

հޢอݥ๏、生活ځࠔ者ཱࣗ支援๏、৺ਆࣦ者

ҩྍ๏など、制度上のॎׂりのなかで支援をల

開するඞཁもありますが、たんΆΆϋスではそう

した๏制度をまたいͩ工夫のなかでいまのかたちを

実ݱされているということにڵຯを࣋ちました。地

域のなかでোがいのある人、出ॴされた人などにର

してภ見を࣋たないような地域ͮくりをどのように

されてきたのか、工夫されているをもっとおฉき

したかったです。ʢ地域แׅ支援ηンターによるά

ϧーϓࢀՃʣ



として、「ར༻者からつながる見कり」「લྫがײ

ないとݴわͣにチϟϨンδしていきたい」「͝ちΌ

まͥなډॴにΏるい人がいてもྑいんͩな」など

が出ました。施ઃや行、地域がつながるためにワー

クγϣοϓを行っても、働くॴがগないというݱ

ঢ়もあります。「ब࿑支援」というݴ༿をいますが、

それでは働くというҹが強く、活躍のというݺ

ͼํもྑいなという意見が出ました。ʢࣾձࢱ๏

人ʗݸ人ࢀՃʣ



事者のํのཱࣗとډॴとपғのཧղをਂめなが

らさま͟まなऔりみをされてきたことがす͝い、

というײがたくさん出ました。本ࢢでは、いま、

生活支援体制整備事業をडୗして小ֶ۠ߍఔ度でୈ

̎ٞڠ体をઃஔしています。そのなかでোがいの

事業ॴと࿈ܞして地域住民や民生ҕһなどをרき込

みながらつどいのを進めていこうという動きがあ

りますが、住民のࢹとしては、ਫ਼ਆにোがいのあ

る人と関わることにෆ҆を࣋つなど、しさも՝

としてっています。どのようにରॲされながらཧ

ղを進めていかれたのかをおฉきしたいです。ʢࢢ

ॴによるάϧーϓࢀՃʣ



とてもうらやましい、というײがあった。ߴ齢

者ͩけでなくোがいがある人、出ॴ者の人が͝

ちΌまͥであることがいいこという意見がଟかっ

た。地域ੑにもよるが、ݸ人ใのนがどの地域

にも՝としてあるので、そのนをうまくऔり

えるような工夫がඞཁではないか。そのために、

の回ऩなど、ීஈからの交؈の回ऩやアϧミࢴݹ

流を重ࢹされているとこΖが৴པにつながってい

るという意見もあった。ʢڠࣾࢢʗݸ人ࢀՃʣ
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『就労支援と地域支援』アンケート結果
（2023年 2月10日）

孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修『就労支援と地域支援』アンケート結果

設問１ あなたのことについてお尋ねします。

①お住まいの都道府県を教えてください
33 件の回答

都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数 都道府県 回答数

北海道 3 栃木県 1 神奈川県 1 長野県 1 大阪府 2 愛媛県 2

青森県 1 群馬県 2 新潟県 1 岐阜府 1 兵庫県 9 鹿児島県 2

岩手県 1 東京県 1 石川県 1 京都府 1 和歌山県 1 沖縄県 1

福島県 1

②あなたの年代を教えてください。グループ参加の方はメンバーの年齢構成をチェックしてください（複数選択可）。
33 件の回答（総回答数 55 件）

③ あなたの所属を教えてください。グループ参加の方はメンバーの所属構成をチェックしてください（複数選択可）。
33 件の回答（総回答数 45 件）

その他回答【4回答（各 1件）】

社会福祉法人、【介護予防センター,生活整備体制事業所（各札幌市特有のもの）】、有志、地区社協

設問２ 本日の研修内容についてご意見をお聞かせください

20歳代 7.3%

30歳代 25.5% 40歳代 20.0% 50歳代 34.5%

60歳代
9.1%

70歳代以上
3.6%

② 年代

行政 13.3% 社協 33.3% 包括 37.8%

NPO・一社
2.2%

民生児童委員
4.4%

その他
8.9%

③ 所属

①今回の研修に参加されてよかったですか。 ②研修の開催資料は参考になりましたか。
33 件の回答 33 件の回答

たいへんよ

かった

45.5%
よかった

54.5%

たいへん参考に

なった

39.4%参考になった
60.6%
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「就労支援と地域支援」

●研修や資料のなかで参考になったことや役立ったことを教えてください。
（自由記述／一部抜粋）

●実践の内容とともに、たんぽぽハウスのお二人や塚本さんの言葉が本当にあたたかくて、人間って良い

な、地域で暮らすことってすばらしいな、と感動しました。地域のなかには孤立している人がたくさん

います。その人たちの孤独は言葉にできないほどつらいもので、そのなかで自死を選ぶ人もあれば、あ

る日突然いなくなってしまう人もいます。都会のなかで、人と人がつながるあたたかさをどうすれば少

しでもつくっていけるのか。難しい課題ですが、取り組んでいきたいです。

●本来の福祉のとらえ方、当たり前の地域のあり方を再確認できた。

●年齢、障害の有無など関係なく、いろんな人が地域で活躍できる。地域に根差した活躍の場があること

で、例えば認知症のＡさんではなく、お弁当づくりのＡさんと呼ばれ、差別や偏見がなくなるのだと改

めて考えされられました。

●活動からより地域共生社会の具現化のイメージがつきました。

●福祉制度にとらわれず、いろいろな人たちが集まって「ごちゃまぜ」で活動しているのが新鮮で、まさ

に地域福祉だと感じた。

●社会資源の活用、地域を巻き込んだ活動をされていることが分かりやすかったです。どうしても福祉分

野のカテゴリーで分けながら考えてしまいがちですが、固定された考え方だけではなく、一度そのカテ

ゴリーを外して考えてみることも必要だなと考えました。

●たんぽぽハウスには、震災のときに半日だけボランティアをさせていただいたことがありました。その

ときは、地域住民のみならず、全国各地から大勢のボランティアが来られており、その統制をとられて

いたのが上村さんでした。たんぽぽハウスの仲間だけでなく、地域の人たちにお弁当を届けるために、

ハウスの内外で多くの人が一丸となって食事の提供をされていました。湘南学園の塚本さんは、「縦割り

はケアする側の都合で、勝手に分けられた。もともと社会は、年寄りも子どもも障がいのある人もいろ

んな人がいて当たり前で、ごちゃまぜだった」と言われていました。共生社会の構築をめざし、縦割り

を超えて横のつながりを再びつくっていくことを立場や役職を越えて目指していきたいと感じました。

●たんぽぽハウスの支援を行うなかでさまざまなニーズに応えてきたからこそ、制度の枠を超えた“お互

いさま”の関係が構成されていると感じた。

●運営についてのご意見やお気づきの点がございましたら教えてください 。
（自由記述／一部抜粋） 

●このような参加しやすいオンライン研修を企画運営してくださり、全国各地の先進的な取り組みから学

ばせていただくことができました。

●回を重ねるごとに、気づきも重ねることができました。

●これまで、５回の研修を受けさせていただきましたが、どれもすばらしい取り組みで、本当に参考にさ

せていただきました。しかし、参加者のなかには、成功例ばかりをお話しいただきましたが、そこまで

のプロセス、失敗例などの紹介もしてほしかったという意見もありました。

●その他のご意見や感想などがございましたらお聞かせください。（自由記述／一部抜粋）
●今回は３回参加させていただきました。地域包括の職員として大きな感銘を受ける内容でした。ありが

とうございました。

●今後の専門職としての目標や役割が見えた。

●全国の実践者の話をグループで聞ける機会をいただき、ありがとうございました。多様な活動者ととも

に、学びを深める機会を積み重ねていかないといけないと感じました。

●どの地域でも孤立や孤独の問題があると思いますので、その人たちにどのようにアプローチが必要であ

るかをこれかも学び続けたいと思います。
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孤立を防ぐ「地域づくり」人材養成研修

フォローアップ意見交換会
日　　時　2023年２月 14日（火）15:00 ～ 15:30

開催方法　Zoomによるオンライン

参 加 者 ●兵 市社会福祉協議会（兵庫県）

　　　　　　　　市、市社協のグループで参加

　　　　　●鹿 市町村（鹿児島県）

　　　　　　　　生活困窮者自立支援の担当（個人参加）

　　　　　●社 社会福祉法人（鹿児島県）

　　　　　　　　社会福祉法人および医療法人で参加

●研修を受けて、参加者の反応は？

●兵 　いままで、行政の方と社協職員が同じ研修を受講して意見交換をするという機会はなかなかあり

ませんでした。今回の研修をとおして、行政と社協の意識のすり合わせができるようになったと思っ

ています。行政の方からは、「今まで、高齢、障がい、児童といった属性ごとに見てきてしまってい

たけれど、『地域』という区切りで考えなければいけないね」とおっしゃっていただきました。社協

が目指しているものと同じ、と意識統一ができたと感じています。

●鹿 　研修を受けて、私自身に、「分野でわける」という見え方の癖があることに気づかされました。困

窮の相談に来られる方は、分野や属性は関係なく、いろいろな困りごとを抱えている人も多くいます。

そのため、分野を問わずにいろいろな支援者とのつながりをつくろうと思っていたのですが、たん

ぽぽハウスから「ごちゃまぜ」というキーワードをいただき、これから胸に刻みつけていかなけれ

ばいけないなと思っています。

●社 　事業所間の交流や、地域の行事などで交流のある医療法人とともに参加をしました。場所も近い

ため、法人同士で意見交換をする機会はもともとありましたが、法人の高齢者施設のなかでの取り

組みや、医療法人での取り組みを確認し合い、その先の展開を考えています。

　今回の研修では、必ずしも整った環境ではないにもかかわらず、いろいろな人とのつながりによっ

てニーズに応えていく活動が参考になりました。これまで、私たちの法人では、既存事業の専門的

な視点から地域に貢献できることを考え、介護予防などに取り組んできましたが、その取り組みが

地域のニーズに即していたかどうかを考えています。高齢者だけでなく、いろいろなニーズを抱え

ている幅広い年齢層の人のニーズをどのように探っていくのか、また、それぞれの法人の強みを活

かしてどんなことができるのかを話し合いました。

●今後について

●兵 　第１回から５回まで参加をしました。回を重ねるにつれ、行政と社協との間で関係性が深まり、「こ

ういう方向で考えてみてはどうだろうか」「こんなことができるんじゃないか」と前向きに、夢を語

り合えるようになりました。実現に向けて、連携の大きな一歩を踏み出せたと思っています。

●鹿 　自分たちの業務の見直しや、「今こういうことはできているけれど、こういうことはできていない

よね」という意見を出し合う機会になりました。業務の改善点や工夫できる点を考えて話し合うきっ

かけになったので、今後の業務にも生かしていきたいです。

●社 　近所の困りごとや悩みごとは、今後もさまざまな形で発生していくと思います。そうしたときに、

気づき、相談できることが近所で当たり前になるような仕組みを法人として考えていくために、今

後も学びを深めていきたいと思っています。

　また、行政担当者が声をかけて、居場所づくりのためのネットワークが生まれています。今後、

このつながりを活かしてさまざまな活動が予定されています。暮らしやすいまちづくりになるよう

に貢献するだけでなく、法人の垣根を越えて居場所づくりに取り組んでいきたいと考えています。

フォローアップ意見交換会
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事業実施状況一覧
１．委員会の開催
　本事業全体の方向性や実施する研修の内容、作成するガイドブックについて検討するための委員会を設
置し、 ４回開催した。

第１回
2022年 7月 22日（金）
WEB会議

① 事業の概要説明
② 研修内容の検討

委員長・委員7人
事務局3人

第２回
2022年 10月 31日（月）
WEB会議

① 研修準備の進捗及び今後の研修の
進め方の検討

委員長・委員８人
事務局3人

第３回
2022年 12月 16日（金）
WEB会議

① 研修の進捗報告
② ガイドブック構成案の検討

委員長・委員８人
事務局3人

第４回
2023年 2月 24日（金）
WEB会議

① 研修の報告
② ガイドブックの検討

委員長・委員８人
事務局3人

２．研修事業
　地域で孤立・孤独に陥ることを防ぐために、誰もが地域で役割をもち、活躍する場づくりに取り組む全
国各地の実践を学ぶことを目的とし、テーマの異なる５回のオンライン研修を実施した。事前にゲストの
実践をまとめた資料を受講者の皆様に読んでいただいたうえで、本研修にご参加いただき学び深めたとと
もに、自治体単位のグループ参加を推奨し、研修で得たヒントを地域で実行に移す契機となることをねら
いとした。研修内容は、後日アーカイブでの視聴も可能とした。

（１）研修事前資料（ゲストの実践紹介）作成のためのヒアリング
　2022年 8月 30日（火）～31日（水）
　　　上士幌町地域包括支援センター、ママ HOT ステーション（北海道）訪問／事務局１
　2022年 10月５日（水）
　　　藤里町社会福祉協議会（秋田県）訪問／委員１、事務局１
　2022年 10月５日（水）～６日（木）
　　　にしはらたんぽぽハウス（熊本県）訪問／委員長１、事務局１
　2022年 10月 19日（水）
　　　上士幌町社会福祉協議会、ママ HOT ステーション（北海道）オンライン／委員１、事務局１
　2022年 10月 21日（金）
　　　久留米10 万人女子会（福岡県）オンライン／委員２、事務局１
　2022年 11月１日（火）
　　　東近江圏域働き・暮らし応援センター“ Tekito-”（滋賀県）訪問／委員長・委員２、事務局１
　2022年 11月 23日（水）
　　　久留米10 万人女子会（福岡県）訪問／委員２、事務局１

（２）研修の実施状況
　2022年 12月 15日（木）

「就労支援と地域支援」東近江圏域働き・暮らし応援センター“ Tekito-”（滋賀県）野々村センター
長、凪委員長、森田委員／個人申込51、グループ申込38、合計申込89

　2022年 12月 20日（火）
「生活支援体制整備事業から多世代交流へ」上士幌町社会福祉協議会・ママHOT ステーション（北
海道）上士幌町社会福祉協議会 小泉氏、ママHOTステーション 倉嶋氏、山本委員、池田委員／
個人申込67、グループ申込47、合計申込114
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　2023年１月 17日（火）
「全世代の活躍支援」藤里町社会福祉協議会（秋田県）菊池会長、門田事務局代理、櫛部委員、池
田委員／個人申込51、グループ申込39、合計申込90

　2023年 1月 20日（金）
「若い世代のつながりづくり」久留米 10万人女子会（福岡県）國武委員、山本委員、池谷委員／
個人申込51、グループ申込39、合計申込90

　2023年２月 10日（金）
「就労支援と地域支援」にしはらたんぽぽハウス（熊本県）上村副理事長、廣瀬施設長、凪委員長、
塚本委員／個人申込51、グループ申込39、合計申込90

（３）フォローアップの実施状況
2022年 12月 19日（月） 「就労支援と地域支援」（参加者３、委員３、事務局１）
2022年 12月 26日（月） 「生活支援体制整備事業から多世代交流へ」（参加者４、委員２、事務局２）
2023年１月 19日（木） 「全世代の活躍支援」（参加者３、事務局２）
2023年 1月 24日（火） 「若い世代のつながりづくり」（参加者２、委員２、事務局２）
2023年２月 14日（火） 「就労支援と地域支援」（参加者３、委員長・委員２、事務局２）

委員からのご意見
●情報紙について

●各組織や、それぞれで展開されている事業が、（活用しているのであれば）どんな助成金によるものな
のかが記してあると、参加者にとってより参考になるものになったのではないか。（池谷啓介委員）
●研修について

●当日の実践報告の内容や、参加者アンケートの結果より、地域性は違っても「いろいろな人がいてこそ
の社会」ということが理解でき、伝えられたのではないか。（塚本秀一委員）

●「もっと話を聞きたかった」「もっと深堀りしてほしかった」という意見が見受けられる。オンライン
研修の限界もあるが、一方通行にならないように、参加者の知りたい部分をどうフォローしていくかを
ディスカッションできるといい。（國武ゆかり委員）

●地元に声をかけたところ、さまざまな立場でグループを組んで参加してくれて、それをきかっけに別の
学びの場を設けられるようになった。（森田眞希委員）
●フォローアップについて

●あらためて後日に振り返るという意義は一定あるものの、設定時間が短く、ひととおりの感想を聞く程
度に終始してしまっていたように感じる。（凪保憲委員長）

●フォローアップの焦点が定まっておらず、参加者自身が話したいことや確認したいことを発言しやすい
ような工夫が必要だったのではないか。（池谷啓介委員）

●「この講師だからできる」「この地域だからできる」のではなく、そのエッセンスをどう自分たちの地
域でどう取り組むのか、ということが大事。研修を受講して、自分たちのまちで何をどうやっていきた
いのか、どう変化させていこうと思えたのか、それを聞けるような設定をする必要があったのではない
か。（國武ゆかり委員）
●今後について

●受講者から、「閉塞感のなかで光を感じる」という感想を寄せられた。制度の枠を超えられずに悩んで
いる姿を見聞きし、制度研修ばかりではなく、自分たちのまちのつながりを一緒に考え、地域の未来を
考える必要性を感じている。（池田昌弘委員）

●コロナ下で、いろいろな部分で「メッキがはがれた」と感じることがある。「つながりましょう」と言っ
ても簡単につながりができる時代ではないが、つながり続けるたいせつさや、そのセンスを今後も強く
訴え続ける必要がある。（櫛部武俊委員）
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独立行政法人福祉医療機構 令和４年度 社会福祉振興助成事業

運営委員会　委員名簿

「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」

事務局：全国コミュニティライフサポートセンター　小野寺知子・宇城絵美・田村洋介・橋本泰典

孤立を防ぐ「地域づくり」ガイドブック
独立行政法人福祉医療機構 令和４年度 社会福祉振興助成事業
「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」報告書

2023年３月

■

特定非営利活動法人 全国コミュニティライフサポートセンター（CLC)

〒981-0932 宮城県仙台市青葉区木町16-30 シンエイ木町ビル1F

TEL  022-727-8730 　FAX  022-727-8737

https://www.clc-japan.com/

所　　　　　　　属 役　職 氏　名

委員長 淡路市社会福祉協議会（兵庫県） 事務局長 凪　　　保　憲

委員 釧路社会的企業創造協議会（北海道） 代表理事 櫛　部　武　俊

委員 NPO法人地域の寄り合い所また明日（東京都） 代　　表 森　田　真　希

委員 社会福祉法人 湘南学園（滋賀県） 専務理事 塚　本　秀　一

委員 NPO法人暮らしづくりネットワーク北芝（大阪府） 事務局長 池　谷　啓　介

委員 宝塚市社会福祉協議会（兵庫県） 地域支援部長
兼企画経営部長 山　本　信　也

委員 NPO法人久留米10万人女子会（福岡県） 代表理事 國　武　ゆかり

委員 全国コミュニティライフサポートセンター 理 事 長 池　田　昌　弘



特定非営利活動法人

全国コミュニティライフサポートセンター

独立行政法人福祉医療機構 令和４年度 社会福祉振興助成事業

「社会的孤立の解消に向けた地域づくり人材養成事業」報告書
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